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操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。誤った
操作によるトラブルや故障、物的損害を防ぐために、必ずお読みください。
 

操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みになることをおすす
めします。
 

製品の取り扱いにおいて、その行為を禁止することを示しています。指示内容を
よく読み、禁止されている事項は絶対に行わないでください。

 

キーについて
本書では、キー名称を以下のように表しています。

• タッチパネルディスプレイ上のキー：［キー名称］

• 操作パネル上のキー：＜キーアイコン＞＋（キー名称）

はじめに

本書の読みかた

例： ［キャンセル］
［閉じる］

例： （スタート）

（ストップ）
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画面について
本書で使われている画面は、特にお断りがない限り Satera MF7455N にオプションのフィ
ニッシャー U2、フィニッシャー用追加トレイ・C1、両面ユニット・B1、3 段カセットユ
ニット・R1 が装着され、シンプル SEND 拡張キットを有効にした場合のものです。

アクセサリ、オプションの組み合わせによって使用できない機能に関しては、本製品の画面
には表示されませんが、ご了承ください。

操作時に押すキーの場所は、 （丸）で囲んで表しています。また、操作を行うキーが
複数表示されている場合は、それらをすべて囲んでいますので、ご利用に合わせて選択して
ください。

 

略称について
本書では、郵便事業株式会社製のはがきを郵便はがきと記載しています。

本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。

Microsoft Windows operating system : Windows

Apple Macintosh : Macintosh

Apple Mac : Mac
x



 

イラストについて
本書で使われているイラストは、特にお断りがない限り、Satera MF7455N にオプション
のフィニッシャー U2、フィニッシャー用追加トレイ・C1、両面ユニット・B1、３段カセッ
トユニット・R1 が装着されている場合のものです。
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本製品は効率よくプリント処理を行えるように、メモリを有効に活用しています。たとえ
ば、コピーをとりたい原稿の読み込みが終了すれば、次にコピーをとりたい方は順番を待た
ずに原稿の読み込みを済ませることができます。また、コピー以外の機能を使って本製品か
らプリントさせることもできます。本製品はこれらの動作が複合的に処理されますので、コ
ピーに限らずいろいろなプリントが順番を待っていたりプリントされたりします。

本文中での混乱をさけるために、この取扱説明書では「読み込み」、「プリント」、「コピー」
を以下のように定義して、コピーをとるときの原稿の読み込みとプリントをしている状況を
使い分けて説明する場合があります。

本製品の動作と本書で用いる用語について
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本体製品名称について
この製品は、販売されている地域の安全規制にしたがって、以下の（）内の名称で登録され
ている場合があります。

Satera MF7455N（F189900）

Satera MF7430（F189900）

 

電波障害規制について
この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と
していますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害
を引き起こすことがあります。

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

通信ケーブルはシールド付をご使用ください。

VCCI-B

 

高調波の抑制について
本機器は JIS C 61000-3-2 高調波電流発生限度値に適合しています。

 

国際エネルギースタープログラムについて

規制について

当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が
国際エネルギースタープログラムの基準に適合していると判断します。

国際エネルギースタープログラムは、コンピュータをはじめとしたオ
フィス機器の省エネルギー化推進のための国際的なプログラムです。こ
のプログラムは、エネルギー消費を効率的に抑えるための機能を備えた
製品の開発、普及の促進を目的としたもので、事業者の自主判断により
参加することができる任意制度となっています。対象となる製品はコン
ピュータ、ディスプレイ、プリンタ、ファクシミリおよび複写機等のオ
フィス機器で、それぞれの基準ならびにマーク（ロゴ）は参加各国の間
で統一されています。
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IPv6 Ready Logo について

 

物質エミッションの放散に関する認定基準について
粉塵、オゾン、スチレン、ベンゼンおよび TVOC の放散については、エコマーク No.117「複
写機 Version2」の物質エミッションの放散速度に関する認定基準を満たしています。（ト
ナーは本製品用に推奨しております Cartridge 505 を使用し、複写を行った場合について、
試験方法：RAL-UZ122：2006 の付録 2 に基づき試験を実施しました。）

 

商標について
Canon、Canon ロゴ、Satera、NetSpot はキヤノン株式会社の商標です。

Acrobat、Adobe、Reader は、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の
米国ならびにその他の国における商標または登録商標です。

Apple、Macintosh、Macは、米国およびその他の国で登録されているApple Inc.の商標です。

Microsoft、Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における
登録商標です。

下記の書体は米国 Bitstream Inc. よりライセンスを受けています。
Dutch 801 Bold, Dutch 801 Roman, Fixed Pitch 810 Courier 10 Pitch/Text

下記の書体は米国 Bitstream Inc. の商標です。
Dutch 801
©Copyright 1987, Bitstream Inc. Cambridge Massachusetts USA.
All rights reserved.

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。

 

著作権
© CANON INC. 2010 All Rights Reserved

キヤノン株式会社の事前の書面による承諾を得ることなしに、いかなる形式または手段（電
子的、機械的、磁気的、光学的、化学的、手動、またはその他の形式／手段を含む）をもっ
ても、本書の全部または一部を、複製、転用、複写、検索システムへの記録、任意の言語や
コンピューター言語への変換などをすることはできません。

本製品搭載のプロトコルスタックは、IPv6 Forum が定める IPv6 Ready
Logo Phase-1 を取得しています。
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免責事項
本書の内容は予告なく変更することがありますのでご了承ください。

キヤノン株式会社は、ここに定める場合を除き、市場性、商品性、特定使用目的の適合性、
または特許権の非侵害性に対する保証を含め、明示的または暗示的にかかわらず本書に関し
ていかなる種類の保証を負うものではありません。キヤノン株式会社は、直接的、間接的、
または結果的に生じたいかなる自然の損害、あるいは本書をご利用になったことにより生じ
たいかなる損害または費用についても、責任を負うものではありません。

 

第三者のソフトウェアについて
A. お客様がご購入のキヤノン製品（以下、「本製品」）には、第三者のソフトウェア・モ
ジュール（その更新されたものを含み以下、「第三者ソフトウェア」）が含まれており、かか
る「第三者ソフトウェア」には、以下 1 ～ 8 の条件が適用されます。

1. お客様が「第三者ソフトウェア」の含まれる「本製品」を、輸出または海外に持ち出す
場合は、日本国及び関連する諸外国の規制に基づく関連法規を遵守してください。

2.「第三者ソフトウェア」に係るいかなる知的財産権、権原および所有権は、お客様に譲渡
されるものではなく、「第三者ソフトウェア」の権利者に帰属します。

3. お客様は、「第三者ソフトウェア」を、「本製品」に組み込まれた状態でのみ使用するこ
とができます。

4. お客様は、権利者の事前の書面による許可無く、「第三者ソフトウェア」を開示、再使用
許諾、販売、リース、譲渡してはなりません。

5. 上記にかかわらず、お客様は、以下の条件に従う場合のみ、「第三者ソフトウェア」を譲
渡することができます。

･お客様が「本製品」に関するすべての権利、および「第三者ソフトウェア」に関するす
べての権利および義務を譲渡すること

･お客様から譲渡を受ける者が、「本製品」に附帯する条件に同意していること

6. お客様は、「第三者ソフトウェア」の全部または一部を修正、改変、逆アセンブル、逆コ
ンパイル、その他リバースエンジニアリング等することはできません。

7. お客様は、「本製品」に含まれる「第三者ソフトウェア」を除去したり、「第三者ソフト
ウェア」を複製してはなりません。

8.「第三者ソフトウェア」中のソースコードについては、お客様にいかなるライセンスも許
諾されません。
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原稿などを読み込む際の注意事項
以下を原稿として読み込むか、あるいは複製し加工すると、法律により罰せられる場合があ
りますのでご注意ください。

■ 著作物など
他人の著作物を権利者に無断で複製などすることは、個人的または家庭内その他これに
準ずる限られた範囲においての使用を目的とする場合を除き違法となります。また、人
物の写真などを複製する場合には肖像権が問題となることがあります。

■ 通貨、有価証券など
以下のものを本物と偽って使用する目的で複製すること、またはその本物と紛らわしい
ものを作成することは法律により罰せられます。

■ 公文書など
以下のものを本物と偽って使用する目的で偽造することは法律により罰せられます。

• 公務員または役所が作成した免許証、登記簿謄本その他の証明書や文書

• 私人が作成した契約書その他権利義務や事実証明に関する文書

• 役所または公務員の印影、署名または記号

• 私人の印影または署名

• 紙幣、貨幣、銀行券（外国のものを含む） • 株券、社債券
• 国債証券、地方債証券 • 手形、小切手
• 郵便為替証書 • 定期券、回数券、乗車券
• 郵便切手、印紙 • その他の有価証券

［関係法律］ • 刑法 • 郵便法

• 著作権法 • 郵便切手類模造等取締法

• 通貨及証券模造取締法 • 印紙犯罪処罰法

• 外国ニ於テ流通スル貨幣紙幣銀行券証券偽造
変造及模造ニ関スル法律

• 印紙等模造取締法
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本製品をお使いになる前に、この「安全にお使いいただくために」をよくお読みいただき、
正しくご使用ください。ここに書かれている警告・注意事項は、お使いになる人や他の人へ
の危害、財産への損害を未然に防ぐための内容ですので、必ずお守りください。また、本書
に記載されていること以外は行わないでください。

 

設置について
 

• 製品には通気口がありますので、壁や物でふさがないように設置してください。通気口をふ
さがれると製品内部に熱がこもり、火災の原因になることがあります。

• 製品を次のような場所に設置しないでください。火災や感電の原因になることがあります。

･ 湿気やほこりの多い場所

･ 水道の蛇口付近などの水気のある場所

･ 直射日光のあたる場所

･ 高温な場所

･ 火気に近い場所

• アルコール、シンナーなどの引火性溶剤の近くに設置しないでください。引火性溶剤が製品
内部の電気部品などに接触すると、火災や感電の原因になります。

• 製品の上に次のような物を置かないでください。これらが製品内部の電気部品などに接触す
ると、火災や感電の原因になることがあります。
製品内部に入った場合は、直ちに操作部電源スイッチを切り、本体右側の主電源スイッチを
切ってから、電源プラグを抜いてお買い求めの販売店または担当サービスにご連絡くださ
い。

･ ネックレスなどの金属物

･ コップ、花瓶、植木鉢など、水や液体が入った容器

 

ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所、振動の多い場所に設置しないでください。
落ちたり、倒れたりして、けがの原因になることがあります。

安全にお使いいただくために
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電源について
 

• 電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでください。また重いものを置い
たり、引っぱったり、無理に曲げたりしないでください。傷ついた部分から漏電して、火災
や感電の原因になります。

• 電源コードを熱器具に近づけないでください。コードの被覆が溶けて、火災や感電の原因に
なります。

• 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因になります。

• タコ足配線はしないでください。火災や感電の原因になります。

• 電源コードを束ねたり、結んだりしないでください。火災や感電の原因になります。

• 電源コードはコンセントの奥までしっかりと差し込んでください。しっかりと差し込まない
と、火災や感電の原因になります。

• 付属の電源コード以外は使用しないでください。火災や感電の原因になります。

• アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場合は、火災や感電の
原因になります。

• アース線を接続するときは、以下の点にご注意ください。
〈アース線を接続してもよいもの〉
電源コンセントのアース端子
接地工事（D 種）が行われているアース線端子

〈アース線を接続してはいけないもの〉
水道管：配管の途中でプラスチックになっている場合があり、その場合にはアースの役目を
果たしません。ただし、水道局がアース対象物として許可した水道管にはアース線を接続で
きます。
ガス管：ガス爆発や火災の原因になります。
電話線のアースや避雷針：落雷のときに大きな電流が流れ、火災や感電の原因になります。

• 原則的に延長コードは使用しないでください。また、延長コードの多重配線はしないでくだ
さい。火災や感電の原因になります。

• 表示された以外の電源電圧で使用しないでください。火災や感電の原因になることがありま
す。

• 電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っぱると、
電源コードの芯線の露出、断線など電源コードが傷つき、その部分から漏電して、火災や感
電の原因になることがあります。

 

• アース線を接続する場合は、必ず電源プラグを電源コンセントに接続する前に行ってくだ
さい。また、アース線を取り外す場合は、必ず電源プラグを電源コンセントから抜いて
行ってください。

• いつでも電源プラグが抜けるように、電源プラグの周りには物を置かないでください。非
常時に電源プラグが抜けなくなります。
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取り扱いについて
 

• 製品を分解したり、改造したりしないでください。内部には高圧・高温の部分があり、火災
や感電の原因になります。

• 異常な音がしたり、煙が出たり、熱が出たり、変なにおいがした場合は、直ちに操作部電源
スイッチを切り、本体右側面の主電源スイッチを切ってから、電源プラグを抜いて、お買い
求めの販売店または担当サービスにご連絡ください。そのまま使用すると、火災や感電の原
因になります。

• 製品の近くでは可燃性のスプレーなどは使用しないでください。スプレーのガスなどが製品
内部の電気部品などに接触すると、火災や感電の原因になります。

• 製品を移動させる場合は、必ず操作部電源スイッチを切り、本体右側面の主電源スイッチを
切ってから、電源プラグを抜き、インタフェースケーブルを取り外してください。そのまま
移動すると電源コードやインタフェースケーブルが傷つき、火災や感電の原因になります。

• 製品を移動させたあとは、電源プラグや電源コネクタが奥までしっかり差し込まれているか
どうかを確認してください。緩んだ状態で使用すると発熱し、火災の原因になります。

• 製品内部にクリップやステイプルの針などの金属片を落とさないでください。また、水、液
体や引火性溶剤（アルコール、ベンジン、シンナーなど）をこぼさないでください。これら
が製品内部の電気部分に接触すると、火災や感電の原因になることがあります。これらが製
品内部に入った場合は、直ちに操作部電源スイッチを切り、本体右側面の主電源スイッチを
切ってから、電源プラグを抜いてお買い求めの販売店または担当サービスにご連絡くださ
い。

• ネットワークケーブルを接続するときは、必ず本体右側面にある主電源スイッチを切り、電
源プラグを電源コンセントから抜いてください。感電の原因となることがあります。

• 電源をオンにした状態でUSBケーブルを接続するときは、アース線が接続されていることを
確認してください。アース線が接続されていない状態で USB ケーブルを接続すると、感電
の原因になります。

• 主電源スイッチをオンにした状態でUSBケーブルを抜き差しするときは、コネクタの金属部
分に触れないでください。感電の原因になります。

 

• 製品の上に重いものを置かないでください。置いたものが倒れたり、落ちてけがの原因にな
ることがあります。

• フィーダは、手を挟まないように静かに閉じてください。けがの原因になることがあります。

• 原稿台ガラスに厚い本などをセットしてコピーするときは、フィーダを強く押さないでくだ
さい。原稿台ガラスが破損してけがの原因になることがあります。
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• コピー、プリント中は、フィニッシャーのトレイに触れたりしないでください。フィニッ
シャーのトレイはコピー、プリント中に位置が移動するため、けがの原因になることがあり
ます。

• 本製品の排紙部やローラには衣服や手などを近づけないでください。動作中でなくても、プ
リントなどのため急に動き出し、衣服や手などが巻き込まれて、けがの原因になることがあ
ります。

• 排紙直後の用紙は高温になっている場合があります。用紙を取り出す際、取り出した用紙を
揃える際に低温やけどの原因になることがあります。

• フィニッシャーを装着しているときは、トレイ内のステイプルされる場所やローラ部に手を
入れないでください。けがの原因になることがあります。

• レーザー光は、人体に有害となる恐れがあります。そのため本製品では、レーザー光はレー
ザースキャナユニット内にカバーで密封されており、お客様が通常の操作をする場合には
レーザー光が漏れる心配はありません。安全のために以下の注意事項を必ずお守りくださ
い。

･ 本書で指示された以外のカバーは、絶対に開けないでください。

･ 製品に貼ってある注意ラベルをはがさないでください。

• この製品は、IEC60825-1:2007においてクラス1レーザ製品であることを確認しています。

• 万一レーザー光が漏れて目に入った場合、目に障害が起こる原因になることがあります。

• 本書で規定された、制御、調整および操作手順以外のご利用は、危険な放射線の露出を引き
起こす可能性があります。

 

夜間などで長時間ご使用にならないときは、安全のため操作部電源スイッチを切ってくだ
さい。また、連休などで長期間ご使用にならないときは、安全のため本体右側面の主電源
スイッチを切ってから、電源プラグを抜いてください。
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保守／点検について
 

• 清掃のときは、操作部電源スイッチを切り、本体右側面にある主電源スイッチを切ってから
電源プラグを抜いてください。火災や感電の原因になります。

• 電源プラグを定期的に抜き、その周辺およびコンセントにたまったほこりや汚れを、乾いた
布で拭き取ってください。ほこり、湿気、油煙の多いところで、電源プラグを長期間差した
ままにすると、その周辺にたまったほこりが湿気を吸って絶縁不良となり、火災の原因にな
ります。

• 清掃のときは、必ず水または水で薄めた中性洗剤を含ませて固く絞った布を使用してくださ
い。アルコール、ベンジン、シンナーなどの引火性溶剤は使用しないでください。引火性溶
剤が製品内部の電気部品などに接触すると、火災や感電の原因になります。

• 製品内部には、高圧になる部分があります。紙づまりの処理など内部を点検するときは、ネッ
クレス、ブレスレットなどの金属物が製品内部に触れないように点検してください。やけど
や感電の原因になります。

• 使用済みのカートリッジを火中に投じないでください。カートリッジ内に残ったトナーに引
火して、やけどや火災の原因になります。

• 清掃の後は、電源プラグや電源コネクタが奥までしっかり差し込まれているか確認してくだ
さい。緩んだ状態で使用すると発熱し、火災の原因になることがあります。

• 電源コード・電源プラグを定期的に点検してください。次のような状態のときは、火災の原
因になりますので、担当サービスまたは弊社お客様相談センターにご連絡ください。

･ 電源プラグに焦げ跡がある

･ 電源プラグの刃が変形している

･ 電源コードを曲げると、電源が切れたり入ったりする

･ 電源コードの被覆に傷、亀裂、へこみがある

･ 電源コードの一部が熱くなる

• 電源コード、電源プラグが以下のように取り扱われていないか、定期的に点検してください。
火災や感電の原因になります。

･ 電源コネクタが緩んでいる

･ 電源コードが重い物の下敷きになっていたりホチキスで固定されるなど、ストレスを与え
られている

･ 電源プラグが緩んでいる

･ 電源コードが束ねられている

･ 電源コードが通路にはみ出している

･ 電源コードが暖房器具の前にある
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• 製品内部の定着器および両面ユニット周辺は、使用中に高温になります。紙づまりの処理な
ど内部を点検するときは、定着器および両面ユニット周辺に触れないように点検してくださ
い。やけどの原因になることがあります。

• 紙づまり処理など内部を点検するとき、定着器周辺に直接触れなくても、定着器周辺の熱に
長時間さらされないように注意してください。低温やけどの原因になることがあります。

• 紙づまり時には、画面に表示されているメッセージに従って、つまっている用紙を機械内部
に紙片が残らないように取り除いてください。また、表示以外の箇所には無理に手を入れな
いでください。けがややけどの原因になることがあります。

• 紙づまり処理やカートリッジを交換するときは、トナーで衣服や手を汚さないように注意し
てください。衣服や手が汚れた場合は、直ちに水で洗い流してください。温水で洗うとト
ナーが定着し、汚れがとれなくなることがあります。

• 紙づまりで用紙を製品内部から取り除くときは、紙づまりしている用紙の上にのっているト
ナーが飛び散らないように、丁寧に取り除いてください。トナーが目や口などに入ることが
あります。トナーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と相談してください。

• 用紙を補給するとき、原稿づまりや紙づまりを取り除くときは、原稿や用紙の端で手を切っ
たりしないように、注意して扱ってください。

• 紙づまりで用紙を製品内部から取り除くときは、製品内部で手を切ったりけがをしないよう
に注意してください。用紙を取り除くことができない場合は、担当サービスにお問い合わせ
ください。

• カートリッジを補給口から取り外すときは、トナーが飛び散って目や口などにトナーが入ら
ないように、丁寧に取り出してください。トナーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い
流し、医師と相談してください。

• カートリッジは分解しないでください。トナーが飛び散って目や口などに入ることがありま
す。トナーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と相談してください。

• カートリッジからトナーが漏れたときは、吸い込んだり直接皮膚につけたりしないように注
意してください。皮膚についた場合は、石鹸を使い水で洗い流し、刺激が残る場合や吸い込
んだ場合には直ちに医師に相談してください。
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消耗品について
 

• カートリッジを火中に投じないでください。トナーに引火して、やけどや火災の原因になり
ます。

• カートリッジ、用紙は火気のある場所に保管しないでください。トナーや用紙に引火して、
やけどや火災の原因になります。

 

• トナーなどの消耗品は幼児の手が届かないところへ保管してください。もしトナーを飲んだ
場合は、直ちに医師と相談してください。

• カートリッジは分解しないでください。トナーが飛び散って目や口などに入ることがありま
す。トナーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と相談してください。

• カートリッジからトナーが漏れたときは、吸い込んだり直接皮膚につけたりしないように注
意してください。皮膚についた場合は、石鹸を使い水で洗い流し、刺激が残る場合や吸い込
んだ場合には直ちに医師に相談してください。

• カートリッジを廃棄する場合は、カートリッジを袋に入れてトナーが飛び散らないように
し、自治体の指示に従って処理してください。

 

その他
 

心臓ペースメーカーをご使用の方へ

･ 本製品から微弱な電磁気が出ています。心臓ペースメーカーをご使用の方は、異常を感じ
たら本製品から離れてください。そして、医師にご相談ください。
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キヤノンでは環境保全ならびに資源の有効活用のため、リサイクルの推進に努めておりま
す。回収窓口が製品により異なりますので、以下の内容をお読みいただき、ご理解とご協力
をお願いします。

■ 使用済み複写機の受け入れ場所について
使用済みとなった複写機につきましては、次のように回収を行っています。お問い合わ
せ先に注意してご連絡願います。

■ 使用済みカートリッジなどの回収について
使用済みとなったカートリッジなどにつきましては、次のように回収を行っています。お
問い合わせ先に注意してご連絡願います。

資源再利用のお願い

キヤノンでは、環境保全と資源の有効活用のため、回収されたオフィス用、使用済
み複写機のリサイクルを推進しています。
使用済みの複写機の回収については、お買い求めの販売店、または弊社お客様相談
センターもしくは担当の営業にお問い合わせください。
なお、事情により回収にご協力いただけない場合には、廃棄物処理法に従い処分し
てください。

キヤノンでは、環境保全と資源の有効活用のため、使用済みカートリッジの回収と
リサイクルを推進しています。
使用済みカートリッジの回収については、担当のサービス店、または弊社お客様相
談センターにお問い合わせください。
なお、事情により回収にご協力いただけない場合には、トナーがこぼれないように
ビニール袋等に入れて、地域の条例に従い処分してください。
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1

設置場所と取り扱いについて
設置場所と取り扱いについての注意事項を記載しています。お使いになる前に必ずお読みく
ださい。

 

設置場所のご注意
 

次のような場所への設置は避けてください

■ 低温、低湿または高温、高湿の場所
水道の蛇口、湯沸器、加湿器、エアコン、ヒータ、ストーブなどの近く。

■ 直射日光の当たる場所
やむをえない場合はカーテンなどで遮光してください。カーテンが製品の通気口をふさ
いだり、電気コードや電源プラグにかぶさらないように注意してください。
設置場所と取り扱いについて1-2



1

■ 換気の悪い場所
使用中の製品からは、オゾン等が発生しますが、その量は人体に影響を及ぼさない程度
です。ただし、換気の悪い場所で長時間使用する場合や、大量にプリントする場合には、
快適な作業環境を保つため、部屋の換気をするようにしてください。

■ ホコリ、チリなどの多い場所

■ アンモニアガスの発生する場所

■ アルコール、シンナーなどの近く

■ 振動の多い場所
床や土台などが不安定な場所
設置場所と取り扱いについて 1-3
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■ 温度が急に変化する場所
冷えきった部屋を急激に暖めたときなど、製品内部に水滴がつき（結露現象）、画像が著
しく損なわれたり、原稿が正しく読み取られなかったり、プリント画像が写らないこと
があります。

■ コンピュータなどの電子機器や精密機械の近く
電気的な原因や動作時の振動により、電子機器、精密機器などに悪影響を与えることが
あります。

■ テレビ、ラジオなどの電子機器の近く
テレビやラジオ、オーディオ機器に、画面のチラツキや雑音の発生などの受信障害が生
じることがあります。製品とは別系統の電源を使用し、離して設置してください。
設置場所と取り扱いについて1-4
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電源は安全な場所から

■ 電源は 100 V（90 V ～ 110 V）15 A 以上のコンセントに製品の電源を接続してくだ
さい。

■ 製品への電源供給が安全であること、安定電圧であることを確認してください。

■ 同じコンセントには、ほかの電気製品を接続しないでください。

■ テーブルタップなどによるタコ足配線はしないでください。火災の原因になることがあ
ります。

■ 電源コードを踏みつけたり、ステイプルなどで固定したり、重いものをのせたりしない
でください。コードがいたみ、そのままご使用を続けると、火災や感電などの事故の原
因になります。

■ 電源コードが引っ張られた状態にしないでください。電源プラグが緩んで接続が不完全
になると発熱し、火災の原因になることがあります。

■ 電源コネクタが接続される製品の差込口にストレスが強くかかると、製品の内部で断線
や接触不良が発生し、故障の原因になります。また、火災の原因になる場合もあります。
以下のような取り扱いは避けてください。

•電源コネクタを頻繁に抜き差しする

•電源コードに足を引っ掛ける

•電源コードが電源コネクタ付近で曲げられ、製品の差込口に継続的なストレスがかかっ
ている

•電源コネクタに強い衝撃を加える

■ 電源コードを無停電電源に接続しないでください。
設置場所と取り扱いについて 1-5
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アース線の接続を忘れずに

■ 感電防止のため必ずアース線を接続してください。

■ アース線を接続する場合は、必ず電源プラグを電源コンセントに接続する前に行ってく
ださい。また、アース線を取り外す場合は、必ず電源プラグを電源コンセントから抜い
て行ってください。

•アース線を接続してよいもの

･電源コンセントのアース端子

･接地工事（第 D 種）が行われているアース線端子

•アース線を接続してはいけないもの

･ガス管（引火や爆発の危険があります。）

･水道管（配管途中がプラスチックになっている場合があり、その場合はアースの役目
を果たしません。ただし水道局がアース対象物として許可した水道管にはアース線を
接続できます。）

･電話線のアースや避雷針（落雷のときに大量の電流が流れ危険です。）
設置場所と取り扱いについて1-6
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移動の際はご連絡を

■ 移動の際は、担当サービスにご連絡ください。

■ やむをえずご自身で本商品を移動させる場合は、電源プラグを電源コンセントから抜き、
回線コードなど外部の接続線を外したことを確認の上、行ってください。電源コードが
傷つき、火災・感電の原因となることがあります。

■ 本製品を持ち運ぶときは、必ず図の部分を二人以上で持ってください。他の部分を持つ
と、本商品を落として、けがの原因となることがあります。

■ 本製品は重量があります。持ち上げる際には重量をご確認ください。（➞ 仕様：P.9-5）
設置場所と取り扱いについて 1-7
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設置スペースにはゆとりを

■ 製品の左右と前面には、操作に十分なスペースをとってください。

* 上記のオプションを装着しないときの幅は 1,016 mm、オプションの原稿置き台・J1 装着時は 1,247 mm に
なります。また、カートリッジレール引出し時の奥行は 1,281 mm になります。

 

フィーダの開閉ができるよう、本製品上部にも十分なスペースを取ってください。

Satera MF7455N にオプションのフィニッシャー U2 ＋
フィニッシャー用追加トレイ・C1 を装着したとき
設置場所と取り扱いについて1-8
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取扱上のご注意

■ 製品を分解したり、改造したりしないでください。

■ 製品の内部には高温、高圧になる部分があります。内部点検の際は十分に注意してくだ
さい。また、この取扱説明書に記載されていないことは行わないでください。

■ 製品の内部にクリップなどの異物を落とさないでください。また水などの液体をこぼさ
ないでください。これらが電圧部分に接触すると、短絡や漏電などが起き、火災や感電
の原因になる恐れがあります。
設置場所と取り扱いについて 1-9
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■ 異常な音がしたり煙が出たりした場合は、直ちに主電源スイッチを切り、コンセントか
ら電源プラグを抜き、担当サービスにご連絡ください。また、いつでも電源プラグが引
き抜けるよう、電源プラグの周りには物を置かないようにしてください。

■ 動作中に主電源スイッチを切ったり、前カバーを開けたりしないでください。紙づまり
の原因になります。

■ 製品の近くでは可燃性のスプレーなどは使用しないでください。火災の原因になります。
設置場所と取り扱いについて1-10



1

■ 使用中の製品からは、オゾン等が発生しますが、その量は人体に影響を及ぼさない程度
です。ただし、換気の悪い場所で長時間使用する場合や、大量にプリントする場合には、
快適な作業環境を保つため、部屋の換気をするようにしてください。

■ 夜間などで長時間ご使用にならない場合は、安全のため操作部電源スイッチを切ってく
ださい。また、連休などで長期間ご使用にならない場合は、安全のため操作部電源スイッ
チを切り、本体右側面の主電源スイッチを切ってから、電源プラグを抜いてください。

■ モジュラーケーブルには、3 m 以内の長さのものを使用してください。

■ USB ケーブルは、3 m 以内の長さのものを使用してください。

■ 電話回線の抵抗値と本製品の抵抗値の合計が 1700Ω を超える場合など、電話回線や地
域などの条件によって通信できないことがあります。このようなときには、お買い上げ
の販売店、弊社お客様相談センターもしくは担当サービスにご相談ください。

OFFOFFOFF
設置場所と取り扱いについて 1-11
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本体各部の名称とはたらき
本体外観と内部、操作パネル、タッチパネルディスプレイについて、各部の名称とはたらき
を説明します。

また、オプションを装着した場合の本製品の構成についても紹介します。オプション機器
と、その各部の名称とはたらきの詳細については、「第 3 章　オプション機器について」を
参照してください。
本体各部の名称とはたらき1-12



1

 

本体外観

a フィーダ
自動的に原稿の連続読み込みを行うことができ
ます。

b 操作パネル
本製品を操作するのに必要な、キーやタッチパ
ネルディスプレイ、ランプなどがあります。

（➞ 操作パネル各部の名称とはたらき：P.1-16）

c 排紙トレイ
プリントされた用紙が排紙されます。

d カセット 1
250 枚（80 g/m2）の用紙をセットできます。

e 本体左カバー
紙づまりを処理するときや、カートリッジを交
換するときに、このカバーを開けます。（➞ 紙づ
まりが起きたときには：P.8-3）

f 手差しトレイ
手差しで用紙がセットできます。郵便はがきや
封筒はここにセットします。（➞ 手差しトレイの
用紙にプリントする：P.2-54）

g 主電源スイッチ
「I」側を押すと電源が入ります。（➞ 主電源と操
作部電源について：P.1-17）

 

本製品に装着するオプションの詳細については、「第 3 章　オプション機器について」を
参照してください。

Satera MF7455N/MF7430
（３段カセットユニット・R1、

インナー２ウェイトレイ・E2 装着時）

Satera MF7455N/MF7430
（３段カセットユニット・R1、

フィニッシャー U2、
フィニッシャー用追加トレイ・C1 装着時）
本体各部の名称とはたらき 1-13
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フィーダ

a フィーダカバー
紙づまりを処理するとき、このカバーを開けま
す。

b スライドガイド
原稿の幅にあわせ、このガイドを調節します。

c 原稿給紙トレイ
原稿をセットすると、1 枚ずつ自動的に原稿台
に送ることができます。原稿は、読み込む面を
上向きにして、セットしてください｡

d 原稿排紙部
原稿給紙トレイから読み込んだ原稿が排紙され
ます。

 

原稿給紙トレイのすき間に手を入れないでください。けがをする恐れがあります。また、
すき間にクリップなどの物を落とさないでください。

 

• 原稿台ガラスに本や雑誌などの厚い原稿をセットしてコピーや読み込みを行うときは、
フィーダを強く押さないでください。

• 排紙口がふさがれると、原稿を破損する恐れがありますので、原稿排紙部には物などを置
かないでください。
本体各部の名称とはたらき1-14
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本体内部

a 原稿台ガラス
ブック原稿や厚手の原稿、薄手の原稿、OHP フィ
ルムなどを読み込むときにセットします。

b カートリッジホルダー
カートリッジを交換するときに引き出します。

c 正面カバー
カートリッジを交換するときに開けます。

d 定着ユニット上部カバー
定着ユニットの紙づまりを処理するときに、こ
のカバーを開けます。（➞ 定着ユニットの紙づま
りの処理：P.8-7）

e フィーダ原稿読み取り部
フィーダから送られた原稿を読み取ります。

Satera MF7455N/MF7430
（３段カセットユニット・R1、フィニッシャー U2、

フィニッシャー用追加トレイ・C1 装着時）
本体各部の名称とはたらき 1-15
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操作パネル各部の名称とはたらき

a コピーキー
コピー機能を使用するときに押します。タッチ
パネルディスプレイにコピー基本画面が表示さ
れます。

b 送信 / ファクスキー
送信 / ファクス機能を使用するときに押します。
タッチパネルディスプレイにファクス基本画面
が表示されます。

c リモートスキャナキー
リモートスキャン機能を使用するときに押しま
す。

d 操作部電源スイッチ（サブ電源）
操作部の電源を ON/OFF するときに押します。
OFF のとき、本製品はスリープ状態になります。

e カウンタ確認キー
タッチパネルディスプレイにコピーやプリント
の総枚数や、シリアル No. を表示するときに押
します。

f ストップキー
読み込みジョブ、コピージョブ、ファクスジョ
ブ（読み込みのみ）などの進行中の動作を止め
るときに押します。

g スタートキー
動作（読み込み）を開始するときに押します。

h 主電源ランプ
本体主電源が ON のときは点灯、OFF のときは
消灯しています。

i クリアキー
入力した数字や文字を取り消すときに押しま
す。

j エラーランプ
本製品にトラブルが発生したときに点滅または
点灯します。点滅の場合はタッチパネルディス
プレイに表示されるメッセージに従ってトラブ
ルの対処をしてください。エラーランプが赤色
に点灯し続ける場合は担当サービスにご連絡く
ださい。

k ID（認証）キー
部門別 ID 管理を設定しているときに押します。

l テンキー
数値を入力するときに押します。

m 実行／メモリランプ
本製品が動作中は緑色に点滅します。待機中の
ジョブやメモリ受信文書があるときは緑色に点
灯します。

n 画面コントラストダイヤル
画面の明るさを調整します。

o 初期設定 / 登録キー
初期設定や仕様を設定するときに押します。

p リセットキー
設定したモードを標準モードに戻すときに押し
ます。

q タッチパネルディスプレイ
各機能の設定画面が表示されます。

 

• リモートスキャン画面はオプションのネットワークインターフェースボード（Satera
MF7455N は標準装備）が装着されている場合に表示されます。

• リモートスキャン機能については、「ドライバーソフトウェアガイド」を参照してくださ
い。
本体各部の名称とはたらき1-16



主電源と操作部電源について
1
本製品には主電源スイッチと操作部電源スイッチの 2 つの電源スイッチがあります。

 

主電源の入れかた
主電源の入れかたについて説明します。

1 電源プラグがコンセントに確実に差し込まれているかを確認します。
 

• 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因になります。

• アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場合は、火災や感電
の原因になることがあります。

2 本体右後ろ側にある主電源スイッチの「 I 」側を押して電源を入れま

す。

電源を切る場合は、必ず操作部電源スイッチ（➞ P.1-16）を OFF にしてから、主電源ス
イッチの  側を押します。

操作パネルの主電源ランプが点灯します。
 

主電源ランプが点灯しない場合は、電源プラグがコンセントにしっかり差し込まれている
か確認してください。

3 読み込みできる状態になるまでの画面が表示されます。
主電源と操作部電源について 1-17
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❑ 読み込みできる状態になるまで本製品の起動画面が表示されます。

タッチパネルディスプレイにメッセージが表示された場合は、手順 4 へ進みます。

❑ 読み込みできる状態になると下の画面が表示されます。

 

• 主電源スイッチをいったん切って入れなおす場合は、10 秒以上待ってから行ってくださ
い。

• 主電源スイッチを切っている間はファクスや I ファクスの送受信ができません。

• ユーザ ID 管理を ON に設定しているときは、読み込みができる状態になるまで時間がかか
ることがあります。

 

•「コピーできます。」というメッセージが表示されれば、ジョブの予約をすることができま
す。本製品が読み込みできる状態になったときに自動的にプリントされます。

（➞ コピーガイド「第 1 章　コピーについて」）

• このとき、モードは標準モードが設定されています。

• コピー標準モードの設定内容は以下のとおりです。

･ コピー倍率：等倍

･ 用紙選択：自動用紙選択

･ 濃度調節：自動濃度調節

･ コピー部数：1 枚

･ コピー：片面原稿 ➞ 片面コピー

• コピー、ファクスの標準モードの設定内容は、お好みに応じて変更することができます。
（➞ コピーガイド「第 4 章　使いかたにあわせた仕様の設定」、送信／ファクスガイド「第
８章　送信／受信仕様の設定／登録」）
主電源と操作部電源について1-18
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• 初期設定 / 登録画面での設定によって、表示させる画面を選択することができます。
（➞ 初期画面を設定する：P.4-14）

4 タッチパネルディスプレイにメッセージが表示されたら、メッセージに

従って操作します。

●「コントロールカードをセットしてください。」と表示された場合

❑ オプションのカードリーダ - E1 にコントロールカードをセットします。

基本画面が表示されます。
 

• オプションのカードリーダ- E1を装着していない場合は、このメッセージは表示されませ
ん。

• オプションのカードリーダ - E1 の詳細については、「カードリーダ - E1」（➞ P.3-18）を
参照してください。

●「部門 ID と暗証番号をテンキーで入力してください。」と表示された場合

❑［部門 ID］を押したあと、部門 ID を ～ （テンキー）で入力します。

❑［暗証番号］を押したあと、暗証番号を ～ （テンキー）で入力します。

❑ （認証）を押します。

基本画面が表示されます。
主電源と操作部電源について 1-19
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• 部門別 ID と暗証番号が設定されていない場合、この画面は表示されません。

• 部門別 ID 管理の詳細については、「部門 ID と暗証番号を入力する」（➞ P.2-32）、「部門別
ID 管理を設定する（部門別 ID 管理）」（➞ P.6-4）を参照してください。

●「ユーザ ID と暗証番号をテンキーで入力してください。」と表示された場合

❑［ユーザ ID］を押したあと、ユーザ ID を ～ （テンキー）またはタッチパネ
ルディスプレイのキーボードで入力します。

❑［暗証番号］を押したあと、暗証番号を ～ （テンキー）またはタッチパネ
ルディスプレイのキーボードで入力します。

❑ （認証）を押します。

基本画面が表示されます。
 

カセットヒーターユニットを装着している場合、本製品の電源が入っているときに主電源
スイッチを押すと、本製品はスタンバイ状態になります。カセットヒーターユニットにつ
いて詳しくはお買い求めの販売店または担当サービスにご連絡ください。

 

ユーザ ID 管理についての詳細は、「ユーザ ID で管理する」（➞ P.2-35）、「ユーザ ID 管理」
（➞ P.6-20）を参照してください。
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操作部電源スイッチについて
操作部の電源を ON/OFF するときには、操作部電源スイッチを押します。OFF のとき、本
製品はスリープ状態になります。

 

• スリープ状態のときでもパソコンからのデータ受信プリントやファクスの受信は可能で
す。

• スリープ状態の時の消費電力は初期設定 / 登録画面で調整できます。（➞ スリープ時の消
費電力を設定する：P. 4-26）

• 読み込み中またはプリント中には本製品はスリープ状態に移行しません。（➞ オートス
リープタイムの設定をする：P. 4-45）

• スリープ状態が解除されてから、コピー／プリントができるまでには約 10 秒かかります。

•［スリープ時の消費電力］を［少ない］に設定したときは、操作部電源スイッチを押して
からタッチパネルディスプレイが表示されるまで、10 秒以上かかる場合があります。

操作部電源スイッチ 本製品の状態

ON すぐにコピー／プリントができる状態

OFF スリープ状態
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本製品のシステム設定について
本製品をネットワーク上で使用したり、プリンタやファクスとして使用する場合などは、お
使いになる前に各種設定をする必要があります。

以下の該当項目を参照してください。

■ ネットワークとの接続や設定について
「ネットワークガイド」を参照してください。

■ プリンタドライバのインストールなどについて
「プリンタードライバーインストールガイド」、「Mac CARPS2 プリンタドライバインス
トールガイド」、または「ドライバーソフトウェアガイド」を参照してください。

■ 送信／ファクス機能の設定について
「送信／ファクスガイド」を参照してください。

■ 日付／時刻の設定について
「日付／時刻を設定する（日付 / 時刻の設定）」（➞ P.4-43）を参照してください。

■ システム管理者情報の設定について
「システム管理者情報を設定する（システム管理者情報の設定）」（➞ P.6-2）を参照して
ください。
本製品のシステム設定について1-22



ライセンス登録が必要なオプション機能をお使
いになるには
1
ライセンス登録が必要なオプション機能を使用するために必要な手続きや操作の説明をし
ます。以下のオプション製品は、ご利用になる前にライセンスキーの取得、登録を行う必要
があります。

•シンプル SEND 拡張キット

•CARPS2 プリンタキット（Satera MF7455N では標準装備のため、このキットについては
ライセンス登録を行う必要はありません。）

 

• ライセンス登録をする前に、担当サービスによるオプション製品の取り付けが完了してい
ることを確認してください。

• ライセンスキーを取得、登録しても、単独ではご利用になれないオプション機能もありま
す。詳しくは、「システムオプション」（➞ P.3-3）、「組み合わせ可能なオプション」

（➞ P.3-4）を参照してください。

 

ライセンスキーを取得する
本製品に登録するライセンスキーは、Web ブラウザからライセンス管理システムにアクセ
スし、取得します。以下の URL へアクセスしてください。

http://www.canon.com/lms/license/

■ ライセンスキー取得に必要な管理番号
画面に表示される指示に従ってライセンスキーを取得してください。ライセンスキーを
取得するには、以下の管理番号が必要になります。

•ライセンスアクセス番号：
パッケージに同梱されている「ライセンスアクセス番号証書」をご確認ください。

•デバイスシリアル No.：
本製品のカウンタ確認キーを押したときに画面左下に表示される［シリアル No.］をご
確認ください。
ライセンス登録が必要なオプション機能をお使いになるには 1-23
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ライセンスを登録する
オプションの機能を有効にするためにライセンスを登録します。

ライセンス登録は、初期設定 / 登録画面から行います。初期設定 / 登録画面での操作の流れ
は、「初期設定 / 登録画面とは」（➞ P.4-2）を参照してください。

 

「インストールに成功しました。」というメッセージが表示される前に本製品の主電源ス
イッチを切らないでください。ライセンス登録が正しく実行されない可能性があります。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［ライセンス登録］の順

に押します。

2 ～ （テンキー）でライセンスキーを入力し、最後に［実行］を押し

ます。

表示される項目

［ ］［ ］： カーソルを移動するときに押します。

［バックスペース］： 数字を押し間違えたときに押します。カーソル位置の手前の数字が
消去されて、正しい数字が入力できます。
ライセンス登録が必要なオプション機能をお使いになるには1-24



1

次の画面が表示されたときは、［OK］を押したあと、正しいライセンスキーを入力しなお

してください。

次の画面が表示されたときは、ライセンスキーは登録されていません。［OK］を押してラ
イセンスキーの登録を中止し、必要なオプションまたは機能が組み込まれているか確認し
てください。

3 「インストールに成功しました。」というメッセージが表示されたら、

［OK］を押します。

4 本製品の主電源スイッチを切ります。

5 10 秒以上待ってから、もう一度本製品の主電源スイッチを入れます。

これでライセンス登録は完了です。
ライセンス登録が必要なオプション機能をお使いになるには 1-25
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正しく登録できたか確認する（シンプル SEND 拡張キットを
使用する場合）

1 （送信 / ファクス）を押します。

2 ［新規宛先］を押します。

3 ［電子メール］、［I ファクス］、［ファイル］が表示されているか、確認し

ます。

ライセンス登録が正しく実行されている場合は、［電子メール］、［I ファクス］、［ファイル］
が表示されます。表示されていない場合は、ライセンス登録が正しく行われていません。担

当サービスにご連絡ください。
ライセンス登録が必要なオプション機能をお使いになるには1-26
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正しく登録できたか確認する（CARPS2 プリンタキットを
使用する場合）

1 （初期設定 / 登録）を押します。

2 ［プリンタ仕様設定］が表示されているか、確認します。

ライセンス登録が正しく実行されている場合は、［プリンタ仕様設定］が表示されます。表
示されていない場合は、ライセンス登録が正しく行われていません。担当サービスにご連
絡ください。
ライセンス登録が必要なオプション機能をお使いになるには 1-27
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Satera MF7455N/MF7430 のおもな機能
2

多彩な機能を実現しています。

コピーする ➞ コピーガイド

従来のコピー機能に加え、両面コピーや異なるサ
イズの原稿を一度にセットしてコピーできる「原
稿サイズ混載」など、さらに便利な機能で生産性
を高めます。

両面コピーにはオプションの両面ユニット・B1 が必要
です。

ファクスする ➞ 送信／ファクスガイド

ファクス機能は、多くのオフィスで利用されてい
る、スーパー G3 に対応しています。

Satera MF7455N/MF7430 は、さまざまな
ドキュメントの入出力環境を効率化する機能
を搭載しています。オフィスの環境やお客様
のニーズに応じて機能を追加することによっ
て、オフィスにおけるドキュメントワークを
最適化することができる、デジタル複合機で
す。
Satera MF7455N/MF7430 のおもな機能 2-3
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送信する * ➞ 送信／ファクスガイド

本製品をネットワークに接続して、読み込んだ原
稿を、E- メールに添付したり、I ファクスとして
送信することができます。また、FTP や、SMB
などのサーバに送ることもできます。
添付ファイルとして送る場合は、A3 サイズ、
600ｘ600 dpi のファイルまで送信できます。
* オプションのネットワークインターフェースボード

（Satera MF7455N は標準装備）およびシンプル SEND
拡張キットが必要です。

プリントする * ➞ CARPS2 プリンタガイド

本製品のプリンタ機能は、パソコンの CPU で印
刷データを圧縮することで高速データ処理を実
現します。
* オプションの CARPS2 プリンタキット（Satera
MF7455N は標準装備）が必要です。

ネットワーク上で利用する * ➞ ネットワークガイド

本製品をネットワークに接続すると、リモート UI
や NetSpot などの便利なソフトウェアを利用で
きるようになります。NetSpot を使うと、コン
ピュータからネットワーク上のプリンタやコ
ピーのさまざまな設定を管理することができま
す。
* オプションのネットワークインターフェースボード

（Satera MF7455N は標準装備）が必要です。

リモート UI を活用する * ➞ リモート UI ガイド

本製品の状態やジョブの操作などを、パソコンの
Web ブラウザからコントロールできます。
* オプションのネットワークインターフェースボード

（Satera MF7455N は標準装備）が必要です。
Satera MF7455N/MF7430 のおもな機能2-4
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スキャンする * ➞ ドライバーソフトウェアガイド

本製品で読み込んだ画像をネットワーク上のコ
ンピュータに取り込むことができます。本製品の
原稿台を最大 A3 サイズ のスキャナとして利用
できます。
* オプションのネットワークインターフェースボード

（Satera MF7455N は標準装備）が必要です。
Satera MF7455N/MF7430 のおもな機能 2-5
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Satera MF7455N/MF7430 の便利な機能
本製品を使っての操作は、おもにタッチパネルディスプレイから行います。タッチパネル
ディスプレイに表示されるメッセージに従ってキーを押していくと本製品の機能を活用す
ることができます。

 

タッチパネルディスプレイは指で軽く押してください。シャープペンシルやボールペンな
ど先のとがったもので押さないでください。タッチパネルディスプレイの表面に傷がつい
たり破損の恐れがあります。

 

タッチパネルディスプレイに貼られているフィルムは、ご使用の前にはがしてください。

 

タッチパネルディスプレイの表示を切り替えることができま
す

本製品の電源を入れると、以下の画面がタッチパネルディスプレイに表示されます。操作パネ
ルの （コピー）、 （送信 /ファクス）、 （リモートスキャナ）、タッチパネルディスプ
レイの［システム状況 /中止］などのキーで画面を切り替えることができます。（➞ 初期画面
を設定する：P.4-14）

タッチパネルディスプレイの下部に表示されるメッセージで本製品の状態を確認すること
ができます。また、［システム状況 / 中止］を押すとジョブの状況や履歴、トナーのあるな
しなど本製品の詳細な情報を表示することができます。

 

• 電源投入時の画面は初期設定 / 登録画面で変更することができます。設定できるのは、コ
ピー、送信 / ファクス、スキャン、システム状況 / 中止の各画面です。

• リモートスキャン画面はオプションのネットワークインターフェースボード（Satera
MF7455N は標準装備）が装着されている場合に表示されます。

• リモートスキャン機能については、「ドライバーソフトウェアガイド」を参照してくださ
い。
Satera MF7455N/MF7430 の便利な機能2-6
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■ タッチパネルディスプレイに表示されるキー
以下の画面はコピー基本画面を例に表示します。

 

使用者の管理と特定
本製品を利用するユーザを管理することができます。

■ 部門別 ID 管理
初期設定 / 登録で部門別 ID 管理を「ON」にした場合、1 つの部門に対して 7 桁の部門
ID と部門 ID ごとの暗証番号を登録することにより、番号を入力したユーザのみ本製品を
使えるようにします。（➞ 部門別 ID 管理を設定する（部門別 ID 管理）：P.6-4）

■ ユーザ ID 管理
本製品にオプションのネットワークインターフェースボード（Satera MF7455N は標準
装備）を装着し、リモート UI を使ってユーザ情報を登録することができます。（詳細は

「リモート UI ガイド」を参照してください。）

a ジョブ／プリント状況表示部 b システム状況／中止

コピーや他の機能のジョブの状況
や本製品の状態を表示します。

ジョブの確認、中止をするときやジョブ履歴の
確認、プリントをするときに押します。

（➞ いろいろなジョブの操作とデバイス状況の
確認 ： 第 5 章）
Satera MF7455N/MF7430 の便利な機能 2-7
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使いかたにあわせて仕様の設定ができます
（初期設定 / 登録）を押すと初期設定 / 登録画面が表示されます。初期設定 / 登録では本

製品に共通の設定や機能ごとの設定を、使用する条件や環境にあわせて変更することができ
ます。また、本書に記載されていない設定方法については、下記の各ガイドを参照してくだ
さい。

•コピー仕様設定： コピーガイド

•送信 / 受信仕様設定、レポート出力、
宛先表仕様設定：

送信／ファクスガイド

•プリンタ仕様設定： CARPS2 プリンタガイド

•ネットワーク設定、レポート出力： ネットワークガイド

初期設定 / 登録画面

システム管理設定画面
Satera MF7455N/MF7430 の便利な機能2-8
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• 初期設定 / 登録で設定した内容は、 （リセット）を押しても変更されません。

• 仕様の設定方法については、「使いかたにあわせた仕様の設定」（➞ 第 4 章）を参照してく
ださい。

• システム管理設定については、「システム管理設定」（➞ 第 6 章）を参照してください。

•［プリンタ仕様設定］の設定については、「CARPS2 プリンタガイド」を参照してください。

•［ネットワーク設定］の設定については、「ネットワークガイド」を参照してください。

 

消費電力を抑えることができます
スリープモードを設定しておくと本製品が動作していないときや、ご使用になっていないと
きに、効率的に節電することができます。

操作部電源スイッチを押すことで、好きなときにスリープモードにすることができます。
一定の時間が経過するとスリープモードに移行するように設定することもできます。スリー
プモードから復帰させるには、操作部電源スイッチを押してください。

 

• スリープモードに入ると、タッチパネルディスプレイの表示は消えた状態になります。

• スリープモードが働いている場合でも、パソコンからデータを送ってプリントしたり、
ファクス／ I ファクスの受信をすることはできます。

• 条件によっては、完全なスリープ状態に移行しないことがあります。詳細は、「スリープ
時の消費電力を設定する」（➞ P.4-26）を参照してください。

• 夜間など長時間製品を使用しない際には、操作部電源スイッチを切ってください。

• 自動的にスリープ状態になるまでの時間は3分から30分の範囲で設定できます。工場出荷
時は「５」分に設定されています。（➞ オートスリープタイムの設定をする：P.4-45）

•［スリープ時の消費電力］を［少ない］に設定したときは、操作部電源スイッチを押して
からタッチパネルディスプレイが表示されるまで、10 秒以上かかる場合があります。
Satera MF7455N/MF7430 の便利な機能 2-9
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ジョブの確認や中止ができます
システム状況画面では、システムの状況の確認やジョブの中止を行うことができます。

 

• 機能と説明については、「いろいろなジョブの操作とデバイス状況の確認」（➞ 第 5 章）、送
信／ファクスガイド「第 7 章　送信／受信状況の確認と変更」を参照してください。

• 画面の左下に表示される以下のアイコンはそれぞれ次の状況を示しています。

システム状況画面（プリント）

システム状況画面（デバイス）

アイコン（ジョブの種類） 説明

コピージョブ

ファクスジョブ

送信ジョブ

プリンタジョブ

レポートジョブ

初期設定 / 登録ジョブ
Satera MF7455N/MF7430 の便利な機能2-10
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その他のご紹介しておきたい機能
先に説明した機能の他に、知っておいていただきたい機能について、以下に説明します。

■ オートカセットチェンジ機能について
選択中の給紙箇所の用紙がなくなったとき、他に同じサイズの用紙がセットされている
給紙箇所があれば、その給紙箇所から自動的に給紙を始めます。

 

• それぞれの給紙箇所をオートカセットチェンジの対象にするかどうかを、機能ごとに設定
することができます。工場出荷時は、手差しが「OFF」に、他はすべて「ON」に設定さ
れています。（➞ カセットオート選択の ON/OFF を設定する：P.4-22）

• オプションのカセットユニットが装着されていないときに手差しが「OFF」に設定されて
いると、オートカセットチェンジ機能は働きません。

■ オートクリア機能について
プリント終了後、またはキー操作後、約 2 分間何の操作も行わなかった場合は、設定し
た機能が自動的に「標準モード」になります。

 

• オートクリアする時間は 0 ～ 9 分の範囲で１分間隔で設定できます。工場出荷時は「2」分
に設定されています。（➞ オートクリアタイムの設定をする：P.4-46）

• オートクリアタイムを「０」分に設定するとオートクリアは働きません。

アイコン（本製品の種類） 説明

エラー

紙づまり

針づまり

カートリッジ交換
Satera MF7455N/MF7430 の便利な機能 2-11
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■ 用紙残量表示について
［用紙選択］画面には、それぞれの給紙カセットの用紙サイズと用紙のあるなしが表示さ
れます。プリント中に用紙がなくなったときには警告画面が表示されます。（➞ コピーガ
イド「第 2 章　基本的なコピーの使いかた」）

■ オートタテヨコ回転機能について
原稿サイズと倍率などから計算された画像を自動的に回転させ、セットしてある用紙に
プリントします。

回転させても画像が用紙にあわない場合は、画像を回転させずに、画像の一部が欠けた
ままでプリントします。

オートタテヨコ回転機能を「ON」に設定していても、原稿サイズ混載モードが設定され
ている場合は、回転が実行されません。（➞ コピーガイド「第 4 章  使いかたにあわせた
仕様の設定」）

表示 用紙残量

用紙あり

用紙なし
Satera MF7455N/MF7430 の便利な機能2-12



タッチパネルディスプレイの操作について
2

タッチパネルディスプレイでよく使うキーや表示方法、タッチパネルディスプレイの明るさ
の調節方法について記載しています。

 

タッチパネルディスプレイは指で軽く押してください。シャープペンシルやボールペンな
ど先のとがったもので押さないでください。タッチパネルディスプレイの表面に傷がつい
たり破損の恐れがあります。

 

タッチパネルディスプレイに貼られているフィルムは、ご使用の前にはがしてください。

 

タッチパネルディスプレイでよく使うキーについて
タッチパネルディスプレイでよく使う以下のキーについて説明します。

ある機能（モード）を設定中、またはすでに設定された機能を解除するときに
押します。

モードの設定中に設定内容はそのままの状態で、現在の画面を閉じるときに押
します。

ある機能（モード）の設定を確定して、次の設定手順へ進むときに押します。

機能（モード）の設定中、現状の設定内容はそのままの状態で前の設定手順に
戻りたいときに押します。

いま開いている画面を閉じるときに押します。

ある機能（モード）の設定を確定するときに押します。
タッチパネルディスプレイの操作について 2-13
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タッチパネルディスプレイのキー表示について
タッチパネルディスプレイのキーを押すと、キーに色がつき、対応する機能（モード）が設
定されます。モードを設定すると、キーに表示されている文字がグレーアウトされることが
あります。グレーアウトされたキーは押せないので、あらかじめ設定したモードと組み合わ
せてこれらのモード設定することはできません。

■ 機能（モード）設定キー

■ キーを押すと設定の ON/OFF が切り替わるキー

右下に がついているキーを押すと、設定項目画面が表示され、ついていないキーを押
すと設定の ON/OFF が切り替わります。

設定登録画面で右下の に色がついているキーは設定が登録されています。

キーの状態 モードの設定状態

ページ連写が設定されていない状態です。選択
できます。

ページ連写が設定されている状態です。選択で
きます。

（キーに色がついている状態）

先に設定した機能（モード）と同時に設定でき
ない機能のため、ページ連写が設定できません。

（文字がグレーになっている状態です。
取扱説明書の中では、グレーアウトと記載して
あります。）

設定 OFF 設定 ON

（色がつく）

設定画面が表示されるキー 設定の ON/OFF を切り替えるキー

登録されているキー 登録されていないキー
タッチパネルディスプレイの操作について2-14
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■ キーを押すとドロップダウンリストが表示されるキー
右側に がついているキーを押すと、選択するリストが表示されます。

■ テンキーアイコンについて
タッチパネルディスプレイにアイコンが表示されたときは、操作パネルのテンキーを使
用して入力できます。

 

タッチパネルディスプレイの明るさを調節する
タッチパネルディスプレイの表示が見づらいときは、操作パネルの画面コントラストダイヤ
ルを使用し、明るさを調節してください。

 

明るくする場合は、ダイヤルを反時計回りに回します。暗くする場合は、ダイヤルを時計
回りに回します。

選択前 ドロップダウンリスト 選択後

タッチパネルディスプレイから入力できますが、同様に
操作パネルのテンキーからも入力できます。

操作パネルのテンキーで入力します。
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タッチパネルディスプレイから文字を入力する
名称の入力を促す画面が表示されたら、次のように文字を入力してください。

文字の入力はタッチパネルディスプレイに表示されるキーや操作パネルの
～ （テンキー）を使います。

 

•「かな漢」、「カタカナ」、「記号」、「コード」、「英字」で入力する場合は、共通仕様設定（初
期設定 / 登録）の表示言語の切替を「OFF」にしてください。（➞ 表示言語の切り替えを
する：P.4-37）

• タッチパネルディスプレイを表示させるまでの手順は、各機能の操作説明を参照してくだ
さい。

 

カタカナを入力する
例：「キヤノン」を入力します。

1 ［入力モード］を押して、［カタカナ］を選択します。

［入力モード］を押すたびに、入力モードが切り替わります。

かな漢モードで入力することもできます。
タッチパネルディスプレイから文字を入力する2-16
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2 ローマ字で「kiyanonn」と入力します。

文字の入力方法はローマ字入力です。（➞ ローマ字入力表：P.9-13）

半角カタカナを入力する場合は、［半角］を押します。

スペースを入れる場合は、［スペース］を押します。

カーソルは［ ］［ ］を押すと移動させることができます。

かな漢、英字、記号、コードで続けて入力する場合は、［OK］を押す前に［入力モード］を
押して、入力モードを切り替えて入力します。

かな漢モードで入力する場合は、［かな / カナ］➞［確定］の順に押します。

下の画面のように表示されます。

 

• 入力を間違えた場合は、［ ］［ ］を押してカーソルを移動したあと、［バックスペー
ス］を使って間違えた文字を削除して入力しなおします。

• （クリア）を押すと、入力した文字をすべて取り消すことができます。

• 登録できる名称の文字モード（かな漢、カタカナ、英字、記号、コード）や文字数は設定
する内容によって異なります。

3 すべての文字を入力したあと、［OK］を押します。
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アルファベットを入力する
例：「canon」を入力します。

1 ［入力モード］を押して、［英字］を選択します。

［入力モード］を押すたびに、入力モードが切り替わります。

2 「canon」と入力します。

大文字を入力する場合は、［シフト］を押します。

スペースを入れる場合は、［スペース］を押します。

カーソルは［ ］［ ］を押すと移動させることができます。

かな漢、カタカナ、記号、コードで続けて入力する場合は、［OK］を押す前に［入力モー

ド］を押して、入力モードを切り替えて入力します。

下の画面のように表示されます。
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• 入力を間違えた場合は、［ ］［ ］を押してカーソルを移動したあと、［バックスペー
ス］を使って間違えた文字を削除して入力しなおします。

• （クリア）を押すと、入力した文字をすべて取り消すことができます。

• 登録できる名称の文字モード（かな漢、カタカナ、英字、記号、コード）や文字数は設定
する内容によって異なります。

3 すべての文字を入力したあと、［OK］を押します。

 

記号を入力する
例：「%」を入力します。

1 ［入力モード］を押して、［記号］を選択します。

［入力モード］を押すたびに、入力モードが切り替わります。
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2 ［ ］［ ］を押して、目的の記号を表示させます。

3 「%」を押します。

半角の記号を入力する場合は、［半角］を押します。

スペースを入れる場合は、［スペース］を押します。

カーソルは［ ］［ ］を押すと移動させることができます。

かな漢、カタカナ、英字、コードで続けて入力する場合は、［OK］を押す前に［入力モー
ド］を押して、入力モードを切り替えて入力します。

下の画面のように表示されます。

 

• 入力を間違えた場合は、［ ］［ ］を押してカーソルを移動したあと、［バックスペー
ス］を使って間違えた文字を削除して入力しなおします。

• （クリア）を押すと、入力した文字をすべて取り消すことができます。

• 登録できる名称の文字モード（かな漢、カタカナ、英字、記号、コード）や文字数は設定
する内容によって異なります。
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4 すべての文字を入力したあと、［OK］を押します。

 

ひらがなを入力する
例：「きやのん」を入力します。

1 ［入力モード］を押して、［かな漢］を選択します。

［入力モード］を押すたびに、入力モードが切り替わります。
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2 ローマ字で「kiyanonn」と入力します。

文字の入力方法はローマ字入力です。（➞ ローマ字入力表：P.9-13）

下の画面のように表示されます。

 

• 入力を間違えた場合は、［バックスペース］を使って間違えた文字を削除して入力しなお
します。

• （クリア）を押すと、入力した文字をすべて取り消すことができます。

• 登録できる名称の文字モード（かな漢、カタカナ、英字、記号、コード）や文字数は設定
する内容によって異なります。

3 ［確定］を押します。

スペースを入れる場合は、確定したあと、［変換 / 次候補 / スペース］を押します。

カタカナ、英字、記号、コードで続けて入力する場合は、［OK］を押す前に［入力モード］
を押して、入力モードを切り替えて入力します。

下の画面のように表示されます。
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4 すべての文字を入力したあと、［OK］を押します。

 

漢字を入力する
例：「中島」を入力します。

1 ［入力モード］を押して、［かな漢］を選択します。

［入力モード］を押すたびに、入力モードが切り替わります。
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2 ローマ字で「nakajima」と入力します。

文字の入力方法はローマ字入力です。（➞ ローマ字入力表：P.9-13）

下の画面のように表示されます。

 

• 入力を間違えた場合は、［バックスペース］を使って間違えた文字を削除して入力しなお
します。

• （クリア）を押すと、入力した文字をすべて取り消すことができます。

• 登録できる名称の文字モード（かな漢、カタカナ、英字、記号、コード）や文字数は設定
する内容によって異なります。

3 ［変換 / 次候補 / スペース］を押します。

［変換 / 次候補 / スペース］を押しても正しい漢字に変換できない場合があります。このと

きは文節の区切りを変更してから変換します。（➞ 文節の区切りを変更する：P.2-26）

カタカナ、英字、記号、コードで続けて入力する場合は、［OK］を押す前に［入力モード］

を押して、入力モードを切り替えて入力します。
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● 目的の漢字に変換された場合

❑［確定］を押します。

手順 2 の画面に戻ります。

● 目的の漢字に変換されない場合

❑ 再度［変換 / 次候補 / スペース］を押したあと、目的の漢字の番号を押します。

候補の漢字が一度に表示できない場合は、［▼］［▲］を押して候補の表示を切り替えて

目的の漢字を表示してください。

～ （テンキー）で目的の漢字の番号を押して選択することもできます。

手順 2 の画面に戻ります。

4 すべての文字を入力したあと、［OK］を押します。
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文節の区切りを変更する
例：「三田会館」を入力します。

1 ［入力モード］を押して、［かな漢］を選択します。

［入力モード］を押すたびに、入力モードが切り替わります。

2 ローマ字で「mitakaikann」と入力します。

文字の入力方法はローマ字入力です。（➞ ローマ字入力表：P.9-13）

下の画面のように表示されます。

 

• 入力を間違えた場合は、［バックスペース］を使って間違えた文字を削除して入力しなお
します。

• （クリア）を押すと、入力した文字をすべて取り消すことができます。

• 登録できる名称の文字モード（かな漢、カタカナ、英字、記号、コード）や文字数は設定
する内容によって異なります。
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3 ［変換 / 次候補 / スペース］を押します。

入力した文字の一部の漢字候補が表示されます。

4 ［ ］［ ］を押して、変換する文節の長さを変更します。

［ ］を押すと文節を短く、［ ］を押すと文節を長くすることができます。

● 目的の漢字に変換された場合

❑［確定］を押します。
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● 目的の漢字に変換されない場合

❑ 再度［変換 / 次候補 / スペース］を押したあと、目的の漢字の番号を押します。

候補の漢字が一度に表示できない場合は、［▼］［▲］を押して候補の表示を切り替えて

目的の漢字を表示してください。

～ （テンキー）で目的の漢字の番号を押して選択することもできます。

5 手順 3 ～ 4 を繰り返し、すべての文字を漢字に変換します。

スペースを入れる場合は、［変換 / 次候補 / スペース］を押します。

カタカナ、英字、記号、コードで続けて入力する場合は、［OK］を押す前に入力モードド

ロップダウンリストを押して、入力モードを切り替えて入力します。
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6 すべての文字を入力したあと、［OK］を押します。

 

区点コードを入力する
例：「鯵」を入力します。

 

区点コードについては、（➞ JIS 漢字コード表：P.9-14）を参照してください。

1 ［入力モード］を押して、［コード］を選択します。

［入力モード］を押すたびに、入力モードが切り替わります。
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2 区点コード「1619」を入力します。

区点コードの調べかたは次のようになります。

• 区点コードは「JIS 漢字コード表」（➞ P.9-14）の縦列と横列の数字の和になります。

•「鯵」の句点コード：1616+3➞1619

コード表にない番号を入力すると、「変換できません。」というメッセージが約 2 秒間表示

されます。

スペースを入れる場合は、［スペース］を押します。

かな漢、カタカナ、英字、記号を続けて入力する場合は、［OK］を押す前に［入力モード］
を押して、入力モードを切り替えて入力します。

コード表に対応した漢字が表示されます。
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3 すべての文字を入力したあと、［OK］を押します。

 

インチ入力のしかたについて
数値入力が必要なモードを設定する場合にインチ単位で入力するときには、共通仕様設定

（初期設定 / 登録）で、インチ入力の ON/OFF を「ON」に設定しておきます。（➞ インチ入
力をするかどうか設定する：P.4-21）数値指定が必要な画面中の［インチ入力へ］を押す
と、インチ単位で入力することができるようになります。

例：ブック枠消しで枠消し幅の全周を 3/16" に指定する。

1 画面の［＋］を押します。

指定した数値が、上の画面のように表示されます。
 

• 本製品は、インチ入力された数値を mm に換算して計算を行います。そのため、指定した
数値とコピー結果に若干のずれが生じることがあります。

• mm 単位で入力する場合は、［mm 入力へ］を押します。
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部門 ID と暗証番号を入力する
部門別 ID 管理をしている場合は、本製品を使用する前に部門 ID と暗証番号を入力する必要
があります。

 

• 部門 ID と暗証番号の登録については、「部門別 ID 管理を設定する（部門別 ID 管理）」
（➞ P.6-4）を参照してください。 

• オプションのコントロールカードを使用している場合は、「コントロールカードをセット
してください。」というメッセージがタッチパネルディスプレイに表示されます。コント
ロールカードをカードリーダに差し込んでください。（➞ カードリーダ - E1：P.3-18）

• 部門別 ID 管理で使用者制限を設定している場合は、本製品を使用中にも、部門 ID、パス
ワードを入力する画面、またはカード挿入を促す画面が表示されることがあります。その
ときは、メッセージの指示に従ってください。

• ユーザ ID 管理についての詳細は、「ユーザ ID で管理する」（➞ P.2-35）、「ユーザ ID 管理」
（➞ P.6-20）を参照してください。

1 部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力します。

❑［部門 ID］を押したあと、部門 ID を入力します。

❑［暗証番号］を押したあと、暗証番号を入力します。

暗証番号が設定されていない場合は、暗証番号を入力せずに手順 2 へ進んでください。

入力した暗証番号は「＊＊＊＊＊＊＊」マークで表示されます。
 

部門 ID、暗証番号を間違えた場合は、 （クリア）を押して正しい番号を入力します。
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2 （認証）を押します。

タッチパネルディスプレイに基本画面が表示されます。

 

• 部門別 ID 管理をしている場合は、タッチパネルディスプレイの下部に「部門 ID No.」と
「操作が終了したら、ID キーを押してください。」が交互に表示されます。

• 部門 ID か暗証番号が間違っている場合は、「この番号は登録されていません。再入力して
ください。」と表示されます。手順 1 からやりなおしてください。
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3 本製品の使用終了後、操作パネル上の （認証）を押します。

オプションのコントロールカードを使用している場合は、コントロールカードを抜き取り
ます。（➞ カードリーダ - E1：P.3-18）

部門 ID と暗証番号を入力する画面に戻ります。
 

• 再度本製品を使用する場合は、再び部門 ID と暗証番号を入力します。

• （認証）を押さないと、部門 ID が切り替わらないため、以後の操作も現在の部門 ID に枚
数がカウントされます。

• 操作終了後、 （認証）を押し忘れても一定時間がたつと自動的に暗証番号を入力する画
面が表示されます。（➞ オートクリアタイムの設定をする：P.4-46）

• （認証）を押すと、すべての設定が解除され、本製品は標準モードに戻ります。
部門 ID と暗証番号を入力する2-34
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2

ユーザ ID 管理を ON に設定しているときは、本製品を使用する前にユーザ名とパスワード
を入力します。

 

ユーザ ID 管理を利用するには、オプションのネットワークインターフェースボード
（Satera MF7455N は標準装備）が必要です。

 

ユーザ ID や、パスワードの登録方法は「リモート UI ガイド」を参照してください。

1 ［ユーザ ID］を押します。

 

ユーザ名、パスワードは半角英数字で設定してください。

2 ユーザ名を入力したあと、［OK］を押します。

～ （テンキー）で入力することもできます。
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3 ［暗証番号］を押します。

4 パスワードを入力したあと、［OK］を押します。

～ （テンキー）で入力することもできます。
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5 （認証）を押してログインします。

ユーザ名かパスワードが間違っているときは、確認を促すメッセージが表示されます。手
順１からやりなおしてください。

タッチパネルディスプレイに基本画面が表示されます。

6 本製品の使用終了後、操作パネル上の （認証）を押します。

ユーザ名とパスワードを入力する画面に戻ります。
 

• 再度本製品を使用する場合は、再びユーザ名とパスワードを入力します。

• （認証）を押さないと、部門 ID が切り替わらないため、以後の操作も現在のユーザに枚
数がカウントされます。

• 操作終了後、 （認証）を押し忘れても一定時間がたつと自動的にパスワードを入力する
画面が表示されます。（➞ オートクリアタイムの設定をする：P.4-46）

• （認証）を押すと、すべての設定が解除され、本製品は標準モードに戻ります。
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原稿をセットする
原稿は、サイズや種類、使用する機能のモードに応じて、次の場所にセットしてください。

■ 原稿台ガラス
ブック原稿や厚手の原稿、薄手の原稿、OHP フィルムなどを読み込む場合はここにセッ
トします。

■ フィーダ（自動原稿送り装置）
シート状の原稿をまとめて読み込む場合、原稿をフィーダにセットして （スタート）を
押すと自動的に読み込みを開始します。また、両面原稿を自動的に反転送りして両面読
み込みすることもできます。

 

原稿サイズについて
本製品は原稿サイズを自動的に検知して読み込みます。ファクスの場合、受信側にセットさ
れた記録紙のサイズが読み込んだ原稿サイズと異なるときは、受信側の記録紙サイズにあわ
せて縮小されるか、分割されて送信されることがあります。

また、定形サイズ以外の原稿や本などの厚みのある原稿の場合、原稿サイズを正しく検知で
きないことがあります。

この場合は、読み込む原稿のサイズをあらかじめ指定してください。（➞ 送信／ファクスガ
イド「第 3 章　読み取り機能の使いかた」）
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原稿の「タテ置き」と「ヨコ置き」について
原稿の置きかたには、「タテ置き」と「ヨコ置き」の 2 とおりがあります。いずれの場合も
原稿の天部（上側）が奥側になるようにセットしてください。

 

• 原稿の天部を奥側にしてセットしないと、モードによっては正しく読み込めません。

• 以下のサイズの原稿は、ヨコ置き・タテ置きの両方とも可能ですが、ヨコ置きはタテ置き
に比べ、読み込みスピードがやや遅くなります。ヨコ置きは A4➞A3 などの定形変倍を設
定してコピーするときなどにお使いください。

• A4、B5、A5 サイズのヨコ置きを、A4R、B5R、A5R と呼びます。

• A3、B4 サイズの原稿は、ヨコ置きのみ可能です。

• B5 サイズの原稿をタテ置きでファクスを送信するときは、B4 短尺で送信されます。
ヨコ置きのときは、A4 で送信されます。

原稿台ガラスの場合

タテ置き ヨコ置き

フィーダの場合

タテ置き ヨコ置き

・原稿台ガラスの場合： A4、B5、A5
・フィーダの場合： A4、B5
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原稿台ガラスにセットする
ブック原稿や厚手の原稿、薄手の原稿、OHP フィルムなどを読み込む場合はここにセット
します。（➞ コピーガイド「第 1 章　コピーについて」、「第 3 章　便利なコピーの使いか
た」、送信／ファクスガイド「第 3 章　読み取り機能の使いかた」）

 

A3、B4、A4、A4R、B5、B5R サイズをセットすると、原稿サイズの検知をします。

1 フィーダを開きます。

 

本製品にはフィーダの開閉センサーが装着されています。原稿台ガラスに原稿をセットす
る場合は、フィーダをセンサーから離れる位置まで（約 30 cm）開いてください。セン
サーが一度離れないと、原稿サイズを正しく検知できないことがあります。

2 読み込む面を下向きにして、原稿をセットします。
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原稿は読み込む面を下向きにして、原稿台ガラス面の左奥（矢印マーク）に原稿の角をあ

わせてセットします。

ブック原稿も同様にセットします。
 

A4、B5、A5 サイズの原稿を A3、B4 サイズの用紙に拡大コピーするときは、原稿を
A4R、B5R または A5R の指標にあわせ、ヨコ置きにセットします（オートタテヨコ回転
が「ON」に設定されていても機能しません）。

3 フィーダを静かに閉じます。

 

• フィーダは手をはさまないように静かに閉じてください。けがの原因になることがありま
す。

• 厚いブック原稿などをフィーダで強く押さないでください。原稿台ガラスが破損して、負
傷する恐れがあります。

 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合の原稿サイズの検知は、フィーダを閉じてから実行
されます。フィーダは必ず閉じてください。
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• 読み込みが終了した原稿は、原稿台ガラスから取り除いてください。

• A5、A5R、はがきサイズをセットした場合は原稿サイズを検知することができません。
（スタート）を押したあとに表示される画面のメッセージに従って原稿サイズを指定し

てください。または、マニュアル用紙選択をしてください。
原稿をセットする2-42



2

 

フィーダにセットする
シート状の原稿をまとめて読み込む場合、原稿をフィーダにセットして （スタート）を押
すと自動的に読み込みを開始します。また、両面原稿を自動的に反転送りして両面読み込み
することもできます。

原稿給紙トレイには、次のような原稿をセットすることができます。

 

• 薄い原稿は、高温高湿の使用環境ではしわになることがあります。

• 次のような原稿の使用は避けてください。

･ 破れや大きなとじ穴などがあいた原稿

･ 大きくカールしたり、ひどく折れた部分のある原稿

･ クリップやステイプル針などでとめてある原稿

･ カーボン紙など、すべりの悪い原稿

･ OHP フィルムなどの透明度の高い原稿

• 同じ原稿を繰り返して読み込む場合の使用頻度は、30 回程度（紙質により回数は異なり
ます。）を目安にしてください。使用頻度が多くなると、原稿が折れたり、しわになった
りして、原稿が送りにくくなることがあります。

• 鉛筆で書かれた原稿を読み込んで原稿給紙ローラが汚れた場合は、フィーダのクリーニン
グを行ってください。（➞ フィーダを自動でクリーニングする：P.7-27）

• 折られている原稿をセットする場合は、原稿の折り部分を修正してからフィーダにセット
してください。

• 薄い原稿（37 ～ 51 g/m2）や厚い原稿（105 ～ 128 g/m2）を読み込むときは、１枚ずつ
原稿給紙トレイにセットしてください。

1 スライドガイドを原稿のサイズにあわせます。

• 原稿の厚さ： 37 ～ 128g/m2

• 原稿のサイズ： A3、B4、A4、A4R、B5、B5R、A5、A5R

• 原稿給紙トレイに一度に
セットできる枚数：

50 枚（80 g/m2）まで
（ただし、B4 以上の原稿は 25 枚まで）
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2 原稿をそろえ、読み込む面を上向きにして原稿給紙トレイの上にセット

します。

原稿は、奥までつき当ててセットしてください。

原稿をセットしたときに、原稿読み取り部が汚れている場合は、以下のような画面が表示

されます。原稿読み取り部を清掃してください。［閉じる］を押して原稿の読み込みを行う
こともできます。原稿読み取り部の清掃は、「第 7 章　日常のメンテナンス」を参照してく
ださい。

 

• 読み込み中にセットした原稿を抜き取ったり追加したりしないでください。

• 読み込みが終了した原稿は、順次原稿排紙部から取り除いてください。紙づまりの原因に
なります。
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• A4、B5、A5 サイズの原稿を A3、B4 サイズの用紙に拡大コピーするときなどは、原稿を
ヨコ置きにセットします（オートタテヨコ回転が「ON」に設定されていても機能しませ
ん）。

• 読み込みが終了した原稿は、セットした順番どおりに原稿排紙部に排紙されます。

• フィーダを使用して読み込むとき「原稿サイズ混載」を設定すると、異なるサイズの原稿
を一度にセットできます。（➞ コピーガイド「第 3 章　便利なコピーの使いかた」）
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カセットの用紙にプリントする
カセットに用紙をセットする手順と、セットした用紙を別のサイズの用紙に変更する手順を
説明します。

 

• 用紙をセットするときは、用紙の端で手を切ったりしないように、注意してください。

• カセットを戻す場合は、すき間に指をはさまないように注意してください。
 

• カセット 1 ～ 4 にセットできる用紙サイズは、次のとおりです。

･ カセット 1：A3、B4、A4、A4R、B5、B5R、A5

･ カセット 2、3、4：A3、B4、A4、A4R、B5、B5R、A5

• カセット 1 ～ 4 にセットできる用紙の種類は「使用できる用紙について」（➞ P.2-73）を参
照してください。

 

カセットに用紙をセットする
カセットに用紙をセットする手順を説明します。

プリントする用紙を選択した際に選択した用紙がないときや、本製品のプリント動作中にプ
リントできる用紙がなくなったときには、タッチパネルディスプレイに用紙の補給を促す画
面が表示されます。

 

• 選択したカセットが完全に押し込まれていないときにも、用紙補給画面が表示されます。
カセットは完全に押し込んでください。

• カセットには、郵便はがき、封筒、不定形サイズの用紙はセットできません。

• 次のような用紙は、カセットにセットしないでください。紙づまりの原因になります。

･ 大きくカールした用紙や、しわのある用紙

･ 薄いわら半紙

･ OHP フィルム

･ ラベル用紙

･ カラーコピーされた用紙（ウラ面にもプリントしないでください）

･ 熱転写プリンタで印字した紙（ウラ面にもプリントしないでください）
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• 用紙はよくさばいてからセットしてください。

• 用紙をセットしたカセットの横の空いている部分には、用紙や用紙以外のものを入れない
でください。紙づまりの原因になることがあります。

 

• 連続プリント中に用紙補給のメッセージが表示されたときには、用紙を補給したあと自動
的にプリントが再開されます。

•［中止］を押すと、プリントが中止されます。

1 カセットの取っ手を持ち、そのまま止まるところまで手前に引き出しま

す。

2 包装紙を開いて、用紙を取り出します。

 

残った用紙は包装紙に包み、湿気が少なく直射日光の当たらない場所に保管してくださ
い。
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• 快適なプリント結果を得ていただくため、キヤノン推奨用紙のご使用をおすすめします。

• 用紙をセットするときは、給紙されやすくするために数回さばき、用紙の端をそろえてか
らセットしてください。また、包装紙を開いて取り出した用紙は、束ごとさばいてくださ
い。

3 金属プレートを押し下げます。
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4 用紙をセットします。

用紙をそろえ、カセットの右側面にぴったりとつき当ててセットしてください。

カセットに初めて用紙をセットするときは、使用する用紙にあわせて用紙サイズ登録レ

バーを調節してください。（➞ カセットの用紙サイズを変更する：P.2-50）

用紙をセットする場合は、カセットの用紙サイズ設定と、セットする用紙サイズがあって
いることを確認してください。

 

• 用紙がカールしているときは、カールをなおしてからセットしてください。

• 用紙の高さが積載制限表示（ ）をオーバーしないように注意してください。
 

• カセットにはそれぞれ 250 枚（80 g/m2）の用紙がセットできます。

• 用紙の梱包紙に給紙面についての指示が書かれている場合は、その指示に従って用紙を
セットしてください。

• カセットに用紙をセットする場合は、プリントする面を上にしてセットしてください。

• プリントするときに不具合が生じた場合は、用紙を裏返してセットしなおしてください。

• あらかじめロゴなどが印刷されている用紙のプリント方向については「原稿向きと用紙向
きの関係について」（➞ P.2-69） を参照してください。
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5 カセットをカチッと音がするまで静かに本体に押し込みます。

 

積載制限枚数を超えたり、カセットが確実に閉じられていないと、コピーやプリントがで
きません。カセットが確実にセットされているか確認してください。用紙を入れすぎてい
る場合は、積載制限の表示まで用紙を減らしてください。

 

用紙切れでプリント動作が中断されたときは、用紙補給後、タッチパネルディスプレイに
表示されるメッセージに従って操作してください。本製品はプリント動作を再開します。

 

カセットの用紙サイズを変更する
セットする用紙サイズが今までセットしていた用紙と異なる場合は、次のようにカセットガ
イドを調節してください。

 

日本でおもに使われている紙のサイズは、A3、A4、B4、B5 などの「A/B 系列」です。
レター（LTR）やリーガル（LGL）といった「インチ系列」の紙は北米などの地域でよく
使われています。本製品は、お客様の使用状況にあわせてどちらの系列の紙サイズでも使
用できます。

1 用紙サイズを変更するカセットを引き出し、セットされている用紙をす

べて取り出します。
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2 金属プレートを押し下げます。

3 右側ガイドを取り外し、セットする用紙サイズの穴に差し込みます。

 

矢印 A の方向に倒して差し込んでください。

4 ロックレバーを起こして、前側ガイドをスライドさせ、セットする用紙

サイズの指標にあわせます。

 

紙づまりやプリントの汚れ、本製品内部の汚れの原因になりますので、用紙サイズの指標
に必ず正しくあわせてください。
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5 レバーを倒してロックします。

6 変更したサイズの用紙をカセットにセットします。

7 カセット左側にある用紙サイズ登録レバーをセットする用紙サイズにあ

わせます。

 

セットする用紙サイズに指標を正しく合わせないと、用紙サイズがタッチパネルディスプ
レイに正しく表示されません。また、紙づまりやプリントの汚れ、本製品内部の汚れの原
因になりますので、必ず正しくあわせてください。
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8 用紙サイズプレートに変更したサイズのラベルを貼ります。

9 用紙サイズプレートを入れ替えます。

10 カセットをカチッと音がするまで静かに本体に押し込みます。
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手差しトレイの用紙にプリントする
ラベル用紙や OHP フィルム、封筒、郵便はがきなどにプリントするときは、手差しトレイ
にセットします。

 

• 手差しする用紙については次の点に注意してください。

･ 用紙枚数：1 枚～約 80 枚（80 g/m2）

･ 用紙サイズ：95 × 148 mm ～ 297 × 432 mm

･ 用紙の厚さ：64 ～ 128 g/m2

･ カールした用紙は、必ずカールをなおしてから使用してください。（カール量：用紙 10
mm 以下、厚紙 5 mm 以下）紙質によっては紙送りされない場合があります。

･ 用紙の保管状況によっては紙送りされづらい場合があります。その場合は、用紙枚数を
約 40 枚（80 g/ ㎡）以下にしてセットしなおしてください。

• 異なるサイズの用紙を同時にセットしないでください。

• はがきは郵便はがきをご使用ください。ただし、インクジェット用の郵便はがきは使用で
きません。

• 厚紙の種類によっては、手差しトレイに複数枚セットした場合に紙づまりが起きることが
あります。その場合は 1 枚ずつセットしてください。

• 用紙の種類は必ず正しく設定してください。特に厚紙など、特別な種類の用紙にプリント
する場合は正しく設定されていないと画像不良が起こる可能性があり、定着器が汚れたり
紙の巻きつきが発生したりして、担当サービスによる修理が必要になる場合もありますの
で、必ず正しく設定してください。

• 封筒にプリントした場合は、10 枚排紙されるごとにトレイから封筒を取り除いてくださ
い。

• コピー機能使用時にユーザ設定サイズを選択した場合は、回転ソート、回転グループ、シ
フトソート、シフトグループ、ステイプルソート、片面 両面、両面 両面、ページ連
写両面、ページ連写、縮小レイアウトの各機能と組み合わせた設定はできません。

（➞ コピーガイド「第 1 章　コピーについて」）

• コピー機能使用時に封筒、郵便はがきを選択した場合は、ソート、グループ、回転ソー
ト、回転グループ、シフトソート、シフトグループ、ステイプルソート、片面 両面、両
面 両面、ページ連写両面、ページ連写、縮小レイアウトの各機能と組み合わせた設定は
できません。（➞ コピーガイド「第 1 章　コピーについて」）

 

• 封筒にプリントする場合、プリントした封筒にしわができることがあります。

• 快適なプリント結果を得ていただくため、キヤノン推奨用紙のご使用をおすすめします。

• 用紙についての詳細は、「使用できる用紙について」（➞ P.2-73）を参照してください。 
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■ 定形サイズ
A/B サイズまたはインチサイズの定形サイズの用紙がセットできます。

■ ユーザ設定
定形サイズ以外の用紙（95 × 148 mm ～ 297 × 432 mm）がセットできます。

■ 封筒
洋形 2 号（114 × 162mm）、洋形 4 号（105 × 235 mm）の封筒がセットできます。

■ 郵便はがき
はがき（100 × 148 mm）、往復はがき（148 × 200 mm）、4 面はがき（296 × 200
mm）がセットできます。

用紙についての詳細は、「使用できる用紙について」（➞ P.2-73）を参照してください。

1 手差しトレイを開きます。

初期設定 / 登録の手差し用紙の標準モード登録が「ON」になっているときは、設定したサ

イズ、種類の用紙のみセットできます。異なるサイズ、種類の用紙をセットするときは、手
差し用紙の標準モード登録を「OFF」にしてください。（➞ 手差し用紙の標準モードを登録
する：P.4-30）

● 指定する用紙がすでに手差しトレイにセットされている場合

❑［用紙選択］ ［手差し］を押して指定したあと、手順 7 へ進みます。 
手差しトレイの用紙にプリントする 2-55
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● 指定する用紙と異なる用紙が手差しトレイにセットされている場合

❑ 予約されているジョブがあるかどうかを確認してください。（➞ ジョブ状況や
デバイス状況を確認する：P.5-3）

予約されているジョブがないときは、セットされている用紙を取り除いたあと、手順 2
以降を続けます。

 

すでに手差しトレイを使用している場合や予約しているジョブがあるときは、それらの
ジョブが終了してから手順２以降の操作を行ってください。

2 セットする用紙サイズにあわせて、スライドガイドを調節します。

用紙が大きいときは補助トレイを引き出してから、延長トレイを開きます。
手差しトレイの用紙にプリントする2-56
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3 用紙を手差しトレイにセットします。

プリントする面を下にし、積載制限表示（ ）を超えないようにセットしてください。

用紙は突き当たるまで、しっかりセットしてください。きちんとセットされていないと、手

順４の用紙サイズ選択画面が表示されません。

手差しコピーをするときは、用紙がカールしていると、紙づまりを起こしやすくなります。
そのため、図のようにカールをなおしてから手差しトレイにセットしてください。

カールがなおらず、給紙がうまくいかないときは、用紙をセットするときに給紙方向の先
端を上側にカールさせてからセットしなおしてください。
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一度コピーした用紙の裏面に手差しコピーするときは、カールをなおしたあと、コピーす

る面を下向きにして、また、最初のコピーで後に排紙された辺が給紙方向になるように、用
紙をセットしてください。

裏面にコピーするとき
 

• 用紙がきちんとセットされていないと紙づまりが発生したり、手差しトレイから給紙され
ずにカセットから給紙される可能性があります。

• 手差しトレイに用紙をセットする場合は、用紙のかどをきちんとそろえてセットしてくだ
さい。正しくセットしないと、紙づまりを起こしやすくなります。

• 手差しトレイに厚紙、封筒、郵便はがきをセットしてプリントする場合に給紙がうまくい
かないときは、用紙をセットするときに上向きに 3 mm 程度カールさせてからセットし
なおしてください。

 

• 用紙の梱包紙に給紙面についての指示が書かれている場合は、その指示に従って用紙を
セットしてください。

• プリントするときに不具合が生じた場合は、用紙を裏返してセットしなおしてください。

• あらかじめロゴなどが印刷されている用紙のプリント方向については、「原稿向きと用紙
向きの関係について」（➞ P.2-69）を参照してください。
手差しトレイの用紙にプリントする2-58
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● 封筒をセットする場合

❑ 封筒を 5 枚ほど手にとり、よくさばいて揃えます。この操作を 5 回繰り返しま
す。

❑ 封筒を清潔で平坦な場所に置いて、矢印の方向に手で伸ばします。この操作
を 5 回繰り返します。

 

特に通紙方向（← →）を念入りに行ってください。

❑ 封の部分やのり付けしてある部分がめくれないように封筒の四隅をよく押さ
えます。
手差しトレイの用紙にプリントする 2-59
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• 封筒のウラ面（封の部分）にはプリントしないでください。

• 封筒の中に空気が入ってふくらんでいるときは、手でならして空気抜きをしてからセット
してください。

❑ 横長の封筒にプリントする場合は、表面（宛先面）を下にし、本製品を前面
から見て封の部分が手前になるようにセットします。

❑ 縦長の封筒にプリントする場合は、表面（宛先面）を下にし、本製品を前面
から見て封の部分が右側になるようにセットします。

 

• 手差しトレイに一度にセットできる封筒は 10 枚までです。

• 封筒にプリントする場合、プリントした封筒にしわができることがあります。
手差しトレイの用紙にプリントする2-60
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● 郵便はがきをセットする場合

❑ はがきの宛名面にプリントする場合は、本製品を前面から見てはがきの上端
が右側になるようにセットします。

❑ 往復はがきの宛名面にプリントする場合は、本製品を前面から見てはがきの
上端が手前になるようにセットします。

❑ ４面はがきの宛名面にプリントする場合は、本製品を前面から見てはがきの
上端が手前になるようにセットします。

郵便はがきの両面にプリントする場合は、一面目にプリントしたあと、再び手差しトレ
イにセットし、二面目にプリントしてください。一面目にプリントしたあと、カールが
ついてしまった場合はカールをなおしてからプリントしてください。
手差しトレイの用紙にプリントする 2-61
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• 郵便はがきは下向きにカールしていると、紙づまりを起こしやすくなります。

• 正しくセットしてもはがきの給紙がうまくいかないときは、担当サービスにご連絡くださ
い。

• はがきは郵便はがきをご使用ください。ただし、インクジェット用の郵便はがきは使用で
きません。
手差しトレイの用紙にプリントする2-62
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4 用紙サイズを選択します。
 

手差し用紙指定の用紙サイズ、用紙の種類の選択画面は、初期設定 / 登録の共通仕様設定、
手差し用紙の標準モードが OFF に設定されているときのみ表示されます。手差し用紙の
標準モードが ON に設定されているときは、登録されているサイズ、種類の用紙のみ、手
差しトレイにセットできます。（手差し用紙の標準モードを登録する：➞ P.4-30）

● 定形サイズの用紙を選択する場合

❑ 用紙サイズを選択したあと、［次へ］を押します。

 

インチサイズを選択する場合は、［インチサイズへ］を押します。

❑ 用紙の種類を選択したあと、［OK］を押します。

 

用紙の種類は必ず正しく設定してください。特に厚紙など、特別な種類の用紙にプリント
する場合は正しく設定されていないと画像不良が起こる可能性があり、定着器が汚れたり
紙の巻きつきが発生したりして、担当サービスによる修理が必要になる場合もありますの
で、必ず正しく設定してください。

 

• OHP フィルムまたはラベル用紙を選択した場合は、回転ソート、回転グループ、シフト
ソート、シフトグループ、ステイプルソートを設定することはできません。

• A4 タテ置きの用紙を設定したときのみ、OHP フィルムを選択することができます。

• 用紙種類の詳細については「使用できる用紙について」（➞ P.2-73）を参照してください。
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● 定形サイズ以外の用紙を選択する場合

❑［ユーザ設定］を押します。

❑［X］（ヨコ方向）を押したあと、用紙サイズを ～ （テンキー）、タッチパ
ネルディスプレイのキーボード、または［－］［＋］で入力します。

❑［Y］（タテ方向）を押したあと、用紙サイズを ～ （テンキー）、タッチパ
ネルディスプレイのキーボード、または［－］［＋］で入力します。

❑［OK］を押します。

用紙サイズの選択画面に戻ります。
 

• インチ単位で入力する 方法は、「インチ入力のしかたについて」（➞ P.2-31）を参照して
ください。

• 入力した用紙サイズを変更するときは、［C］を押していったん数値を消してから正しい
数値を入れ直してください。

• ミリ単位の数値を入力するときは、操作パネルのテンキーとクリアキーを使って入力する
こともできます。

• 数値を入力したあとで、［－］［＋］を使って数値を調整することができます。

• 設定できる範囲を超えた数値を入力すると、［OK］が表示されません。

•［X］は 148 ～ 432mm、［Y］は 95 ～ 297mm の範囲で設定してください。

❑［次へ］を押します。
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❑ 用紙の種類を選択したあと、［OK］を押します。

 

• 用紙の種類は必ず正しく設定してください。特に厚紙など、特別な種類の用紙にプリント
する場合は正しく設定されていないと画像不良が起こる可能性があり、定着器が汚れたり
紙の巻きつきが発生したりして、担当サービスによる修理が必要になる場合もありますの
で、必ず正しく設定してください。

• コピー機能使用時にユーザ設定サイズを選択した場合は、回転ソート、回転グループ、シ
フトソート、シフトグループ、ステイプルソート、片面 両面、両面 両面、ページ連
写両面、ページ連写、縮小レイアウトの各機能と組み合わせた設定はできません。

（➞ コピーガイド「第 1 章　コピーについて」）
 

用紙の種類の詳細については、「使用できる用紙について」（➞ P.2-73）を参照してくだ
さい。
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● 郵便はがきを選択する場合

❑［はがき］を押します。

❑ 郵便はがきの種類を選択したあと、［OK］を押します。

用紙サイズの選択画面に戻ります。
 

• 郵便はがきの種類は正しく選択してください。紙づまりの原因になることがあります。

• 郵便はがきを選択した場合は、ソート、グループ、回転ソート、回転グループ、シフト
ソート、シフトグループ、ステイプルソート、片面 両面、両面 両面、ページ連写両
面、ページ連写、縮小レイアウトの設定はできません。

❑［OK］を押します。
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● 封筒を選択する場合

❑［封筒］を押します。

❑ 封筒の種類を選択したあと、［OK］を押します。

用紙サイズの選択画面に戻ります。
 

• 封筒の種類は正しく選択してください。紙づまりの原因になることがあります。

• 封筒を選択した場合は、ソート、グループ、回転ソート、回転グループ、シフトソート、
シフトグループ、ステイプルソート、片面 両面、両面 両面、ページ連写両面、ペー
ジ連写、縮小レイアウトの設定はできません。

❑［OK］を押します。
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5 ［閉じる］を押します。

6 コピー機能選択時は原稿をセットして、読み込むモードを設定します。

7 （スタート）を押します。

読み込みが開始されます。
 

他の読み込むモードと一括して設定を解除するには、 （リセット）を押します。（標準
モードの設定になります。）
手差しトレイの用紙にプリントする2-68



原稿向きと用紙向きの関係について
2

あらかじめロゴなどが印刷されている用紙にプリントしてステイプルするときにご利用く
ださい。

 

次のような用紙は、カセットにセットしないでください。紙づまりの原因になります。

･ カラー画像がプリントされた用紙（ウラ面にもプリントしないでください）
 

プリントされた用紙のウラ面にプリントする場合は、下記のとおりにセットしてくださ
い。

･ カセット：これからプリントする面を上向きにセットしてください。

･ 手差し：これからプリントする面を下向きにセットしてください。

■ ステイプルをしたい場合

 

オートタテヨコ回転設定が「ON」にセットされているときは、ステイプル位置が上記と
異なってしまう場合があります。原稿と用紙の向きはそろえてセットしてください。
原稿向きと用紙向きの関係について 2-69
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■ ステイプルをしたくない場合
原稿向きと用紙向きの関係について2-70



複合動作について
2

本製品はプリンタ、ファクスなど、複数の機能を備えている複合機です。それぞれの機能を
同時に行うこと（複合動作）ができるようになっています。詳細は以下の表のとおりです。

お使いの機種によってはオプション装備が必要になる機能もあります。

○：（ジョブ投入）可能なもの

－：（デバイスが重複するので）不可能なもの

△：ジョブの投入は可能。前ジョブが終了後、自動的に再開するもの

動作中のジョブ コピー

後のジョブ 読み込み中 プリント中

コピー － △

送信 読み込み － ◯

手動送信 － ◯

メモリ送信 ◯ ◯

メモリ受信 ◯ ◯

自動受信プリント － －

プリンタ データ受信 ◯ ◯

プリント － －
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○：（ジョブ投入）可能なもの

－：（デバイスが重複するので）不可能なもの

△：ジョブの投入は可能。前ジョブが終了後、自動的に再開するもの

 

手動送信にはダイレクト送信も含みます。

動作中のジョブ ファクス プリンタ

後のジョブ
読み

込み中
手動

送信中
メモリ
送信中

メモリ
受信中

自動受信プ
リント中

データ
受信中

プリント中

コピー － － ◯ ◯ △ ◯ △

送信 読み込み － － ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

手動送信 － － － － ◯ ◯ ◯

メモリ送信 ◯ － △ △ ◯ ◯ ◯

メモリ受信 ◯ － － － ◯ ◯ ◯

自動受信プリント ◯ ◯ ◯ ◯ △ ◯ △

プリンタ データ受信 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

プリント ◯ ◯ ◯ ◯ △ ◯ △
複合動作について2-72



使用できる用紙について
2

本製品には次のような用紙をセットしてプリントすることができます。セットした用紙の種
類を本製品で登録すると、どの給紙箇所にどの種類の用紙をセットしたかひとめで分かるよ
うに、アイコン表示させることができます。（➞ 給紙箇所の用紙種類を登録する：P.4-24）

○：使用可能　　　×：使用不可

*1：普通紙、色紙、再生紙は 64 ～ 80 g/m2 の用紙です。

*2：厚紙１は 81 ～ 90 g/m2 の用紙です。

*3：厚紙 2 は 91 ～ 105 g/m2 の用紙です。

*4：厚紙 3 は 106 ～ 128 g/m2 の用紙です。

*5：OHP フィルムは、レーザプリンタ用の A4 のフィルムを使用してください。

*6：インクジェット用を除く郵便はがきが使用できます。

*7：再生紙は、古紙配合率 100％の再生紙も使用できます。

用紙の種類

給紙箇所（用紙セット位置）

カセット
（64 ～ 90 g/m2）

手差しトレイ
（64 ～ 128 g/m2）

普通紙 *1 ○ ○

再生紙 *1*7 ○ ○

色紙 *1 ○ ○

厚紙 1*2 ○ ○

厚紙 2*3 × ○

厚紙 3*4 × ○

OHP フィルム *5 × ○

ラベル用紙 × ○

はがき × ○ *6

往復はがき × ○ *6

4 面はがき × ○ *6

封筒 × ○
使用できる用紙について 2-73
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○：使用可能　　　×：使用不可

 

• 用紙をセットする方法は、次を参照してください。

･ カセット ➞ カセットの用紙にプリントする：P.2-46

･ 手差しトレイ ➞ 手差しトレイの用紙にプリントする：P.2-54

• カセット 2、3、4 はオプションです。

用紙サイズ タテ×ヨコ

給紙箇所（用紙セット位置）

カセット
1

カセット
2、3、4

手差し
トレイ

A3 297 × 420 mm ○ ○ ○

A4 297 × 210 mm ○ ○ ○

A4R 210 × 297 mm ○ ○ ○

A5 210 × 148 mm ○ ○ ○

A5R 148 × 210 mm × × ○

B4 257 × 364 mm ○ ○ ○

B5 257 × 182 mm ○ ○ ○

B5R 182 × 257 mm ○ ○ ○

はがき 100 × 148 mm × × ○

往復はがき 148 × 200 mm × × ○

4 面はがき 296 × 200 mm × × ○

封
筒

洋形 2 号 114 × 162 mm × × ○

洋形 4 号 105 × 235 mm × × ○

ユーザ設定 （95 × 148 mm ～
297 × 432 mm）

× × ○
使用できる用紙について2-74
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システムの構成
ここでは、本製品に装着できるオプション機器とオプションを装着した例を記載していま
す。

 

オプション機器

a インナー 2 ウェイトレイ・E2
インナー 2 ウェイトレイ・E2 を装着すると、排
紙トレイを 1 段追加することができます。

b 1 段カセットユニット・P1
1 段カセットユニット・P1 を装着すると、給紙
箇所を 1 つ追加することができます。
カセットに 250 枚（80 g/m2）用紙をセットで
きます。

c 3 段カセットユニット・R1
3 段カセットユニット・R1 を装着すると、給紙
箇所を 3 つ追加することができます。
各カセットに 250 枚（80 g/m2）用紙をセット
できます。

d 両面ユニット・B1
用紙の両面にコピーできます。

e 原稿置き台･ J1
読み込む前の原稿や、読み込み済みの原稿を置
くことができます。取扱説明書を収めておくこ
ともできます。

f カードリーダ - E1
カードリーダ - E1 を装着すると、自動的に部門
別 ID 管理を行うことができます。

g フィニッシャー用追加トレイ・C1
フィニッシャー U2 にフィニッシャー用追加ト
レイを装着することで排紙先のトレイを１つ増
やすことができます。

h フィニッシャー U2
フィニッシャー U2 を装着すると、ソート、グ
ループ、シフト、ステイプルソートなどの機能
が利用できます。
システムの構成3-2
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オプション装着例
本製品には以下のようなオプション機器を装着することができます。ここで記載しているの
は一部の例です。組み合わせ可能なオプション機器については、お求めになった販売店にお
問い合わせください。

 

システムオプション
システム関連のオプション製品を装着することで、本製品の性能を高めることができます。
ここでは、本製品に装着できるシステム関連のオプション製品とその機能について説明しま
す。

■ CARPS2 プリンタキット
プリンタとして使用するための拡張オプションです。

■ ネットワークインターフェースボード
本製品をネットワークに接続してリモート UI を利用したり、NetSpot を使って、コン
ピュータからネットワーク上のプリンタやコピーの設定を管理することができます。シ
ンプル SEND 拡張キットと組み合わせると、読み込んだ原稿を E- メールに添付したり、
I ファクスとして送信することができます。

 

Satera MF7455N は標準で CARPS2 プリンタキット、ネットワークインターフェース
ボードが装着されています。

■ シンプル SEND 拡張キット
送信機能を使用するための拡張オプションです。読み込んだ文書を電子メールや I ファク
ス文書として送信したり、ファイルサーバに保存することができます。

インナー 2 ウェイトレイ・E2 ＋ 3 段カセットユニット・R1 ＋カードリーダ - E1 装着時
システムの構成 3-3
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組み合わせ可能なオプション
各機能に必要なオプション製品と、同時装着に必要なオプションおよび制限を以下に示しま
す。

Satera MF7455N は CARPS2 プリンタキット、ネットワークインターフェースボードが
標準で装備されています。

機能 必要なオプション 同時装着に必要なオプションおよび制限

必要なオプション 制限

プリント機能 CARPS2 プリンタキット ネットワークインター
フェースボード（ネット
ワークプリンタとして使
用する場合）

送信機能 シンプルSEND拡張キット ネットワークインター
フェースボード

送信機能を使用するに
は、シンプル SEND 拡張
キットを有効にする必要
があります。

ファクス機能 ハンドセット・H1 お客さまがお使いの電話
機とハンドセット・H1 を
同時に装着することはで
きますが、同時に使用す
ることはできません。

リモートスキャン *1 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ ー
フェースボード

追加排紙
トレイ

胴内排紙 インナー2 ウェイトレイ・
E2

フィニッシャー U2 と同
時に装着することは出来
ません。

フィニッシャー用追加
トレイ・C1

フィニッシャー U2 インナー2ウェイトレイ・
E2を同時に装着すること
はできません。

ソート、グループ、
シフト、ステイプル

フィニッシャー U2

部門別 ID 管理 *2 カードリーダ -E1 カードリーダ取付けキッ
ト・D1
システムの構成3-4
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*1: リモートスキャン機能については、「ドライバーソフトウェアガイド」を参照してください。
*2: 部門別 ID 管理機能は本製品に標準で搭載されています。オプションのカードリーダ -E1 が装着されていると、部

門別 ID 管理機能が自動で作動し、部門 ID とパスワードを手動で入力する必要がありません。カードリーダ -E1 が
あるとタッチパネルディスプレイ上で、プリントトータルとトータル残数が表示されます。

*3:［両面］が選択されているとき両面原稿をフィーダにセットすると、本製品は自動的に両面を読み込み、2 ページ
のファクス原稿として送信します。両面ファクスは、両面ユニットが装着されているときのみ受信することができ
ます。

*4: 両面 ➞ 片面コピーには両面ユニットは必要ありません。

両面コピー、
両面ファクス *3

両面ユニット･ B1*4

追加給紙カセット 1段カセットユニット・P1

3段カセットユニット・R1

機能 必要なオプション 同時装着に必要なオプションおよび制限

必要なオプション 制限
システムの構成 3-5
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1 段カセットユニット･ P1
1 段カセットユニット･ P1 を装着すると、給紙箇所を 1 つ追加できます。

カセットには、250 枚（80 g/m2）まで用紙がセットできます。

 

各部の名称とはたらき

a カセット
250 枚（80 g/m2）の用紙をセットできます。

b 左カバー
紙づまりを処理するとき、このカバーを開けま
す。

 

別売付属品

■ FL カセット・AF1
セットする用紙にあわせて、サイズ切り替えができます。（➞ カセットの用紙サイズを変
更する：P.2-50）

•セットできる位置：カセット 1、2、3、4

•セットできる用紙サイズ：A3、B4、A4、A4R、B5、B5R、A5
1 段カセットユニット･ P13-6



3 段カセットユニット･ R1
3

3 段カセットユニット･ R1 を装着すると、給紙箇所を 3 つ追加できます。

それぞれのカセットには、250 枚（80 g/m2）まで用紙がセットできます。

 

各部の名称とはたらき

a カセット
各段に 250 枚（80 g/m2）の用紙をセットでき
ます。

b 左カバー
紙づまりを処理するとき、このカバーを開けま
す。

 

別売付属品

■ FL カセット・AF1
セットする用紙にあわせて、サイズ切り替えができます。（➞ カセットの用紙サイズを変
更する：P.2-50）

•セットできる位置：カセット 1、2、3、4

•セットできる用紙サイズ：A3、B4、A4、A4R、B5、B5R、A5
3 段カセットユニット･ R1 3-7
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フィニッシャー U2
フィニッシャー U2 は、ソート機能、グループ機能、シフト機能、ステイプルソート機能を
備えています。（➞ フィニッシャーの機能：P.3-9）

フィニッシャーU2 を装着している場合は、オプションのフィニッシャー用追加トレイ・C1
を装着して、排紙トレイを増やすことができます。

 

インナー 2 ウェイトレイ・E2 を装着している場合は、オプションのフィニッシャー U2
を装着することはできません。

 

各部の名称とはたらき

a 前カバー
ステイプルユニットの針カートリッジを交換す
るときや、針づまりが起きたときに開きます。

（➞ 針ケースを交換する：P.7-4、➞ フィニッ
シャー U2 の紙づまりの処理（オプション）：
P.8-26）

b フィニッシャー用追加トレイ・C1
フィニッシャーU2にフィニッシャー用追加トレ
イ・C1 を装着することで排紙先のトレイを１つ
増やすことができます。

c 補助トレイ
大きいサイズの用紙（A3、B4、A4R）にプリン
トするときに引き出します。

d 排紙トレイ
プリント用紙がここに排紙されます。
フィニッシャー U23-8
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フィニッシャーの機能
フィニッシャー U2 は以下の機能を備えています。

 

ソート、グループを設定している場合、トレイはプリント用紙束排出ごとに下降してい
き、下限位置に達したとき、給紙した用紙を排出したあとに、プリント動作は一時停止し
ます。トレイにあるすべての用紙を取り除くと、残りのプリントが再開されます。

■ ソート機能
プリント用紙を自動的にページぞろえして排紙する機能です。

■ グループ機能
原稿の各ページのプリント用紙を、ページごとに仕分けて排紙する機能です。

■ シフト機能
プリント用紙を手前にずらして排紙する機能です。プリント用紙は、排紙トレイの前後
に交互にずらして排紙されます。

■ ステイプルソート機能
1 部プリント後、自動的にステイプラで綴じて排紙する動作を連続して行う機能です。ス
テイプルされる箇所は次のようになります。

•原稿台ガラスにセットした場合
フィニッシャー U2 3-9
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•フィーダにセットした場合

 

フィニッシャーを装着しているときは、動作中にトレイ内のステイプルされる場所に手を
入れないでください。けがの原因になることがあります。
フィニッシャー U23-10
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• フィニッシャーの排紙トレイや、フィニッシャー用追加トレイの上には、プリント用紙以
外のものを置かないでください。トレイが破損する恐れがあります。

• トレイの下にものを置かないでください。トレイが破損する恐れがあります。

• ステイプルソートを設定している場合、トレイはプリント用紙束排出ごとに下降してい
き、下限位置に達したとき、給紙した用紙を排出したあとに、プリント動作は一時停止し
ます。トレイにあるすべての用紙を取り除くと、残りのプリントが再開されます。

• ステイプルできる用紙サイズは、A3、B4、A4、A4R、B5 です。

• 郵便はがき、封筒、OHP フィルム、ラベル用紙にはステイプルできません。

• ステイプル中に、コピー、プリントされた用紙を引き出さないでください。排紙トレイに
排出されてから取り出すようにしてください。

 

• ステイプルできる用紙の枚数は、A3、B4、A4R の場合は 30 枚、A4、 B5 の場合は 50 枚ま
でです。

• ステイプルの途中でフィニッシャーが停止し、「ステイプラの針を補給してください。」と
表示された場合は、針が残り少なくなり針ケースの交換が必要となっています。針ケース
を交換してください。（➞ 針ケースを交換する：P.7-4）
フィニッシャー U2 3-11
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インナー 2 ウェイトレイ・E2
インナー 2 ウェイトレイ・E2 を装着した場合は、本体トレイとインナートレイの 2 箇所に
排紙することができます。

インナー 2 ウェイトレイ・E2 を装着しているときには、以下の機能を使用することができ
ます。

 

フィニッシャー U2 を装着しているときはオプションのインナー２ウェイトレイ・E2 を
装着することはできません。

■ ソート機能
プリント用紙を自動的にページぞろえして排紙する機能です。

■ グループ機能
原稿の各ページのプリント用紙を、ページごとに仕分けて排紙する機能です。

■ 回転機能
同じサイズの用紙をセットした場合、ページぞろえを行い、一部ずつ交互に方向を変え
て排紙する機能です。

 

仕上げ機能の詳細については、コピーガイド「第 2 章　基本的なコピーの使いかた」を参
照してください
インナー 2 ウェイトレイ・E23-12
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各部の名称とはたらき

a インナートレイ
排紙トレイが 2 箇所になり、
トレイ A（本体トレイ）、トレイ B（インナート
レイ）を使い分けることができます。
インナー 2 ウェイトレイ・E2 3-13
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ハンドセット・H1
本製品は電話を受信すると電話機に、ファクスを受信するとファクスに切り替わる FAX/
TEL 切り替え機能を持っています。このため、本製品に電話機またはオプションのハンド
セット・H1 を接続すると通常の電話と同じように電話をかけたり、電話を受けたりするこ
とができます。FAX/TEL 機能を使うためには、初期設定 / 登録の受信モード選択を「FAX/
TEL 切替」に設定してください。

 

• 通話するには、本製品に電話機またはオプションのハンドセット・H1 を接続する必要が
あります。

• ハンドセットがハウリングする場合は、アラーム音量、通信音量の設定を下げてお使いく
ださい。（➞ 送信／ファクスガイド「第 8 章　送信／受信仕様の設定／登録」）

 

電話をかける

1 ハンドセットを上げます。
ハンドセット・H13-14
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2 ～ 、 、 （テンキー）で相手先の電話番号を入力します。

 

（スタート）を押す必要はありません。

3 相手の声が聞こえたら、通話します。

4 通話が終わったら、ハンドセットを戻します。

 

ハンドセットを戻すときは、コードを正しい位置に戻してください。
ハンドセット・H1 3-15
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電話をうける

1 着信音がなります。
 

ハンドセットの形状が異なることがありますが、機能や性能はかわりません。着信音量は
大、小、切の 3 段階で調整できます。シャープペンシルの先などで、着信音量スイッチを
切り替えてください。

2 ハンドセットを上げ通話します。
ハンドセット・H13-16
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3 通話が終わったら、ハンドセットを戻します。

 

ハンドセットを戻すときは、コードを正しい位置に戻してください。
ハンドセット・H1 3-17
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カードリーダ - E1
オプションのカードリーダ - E1 が装着されている場合は、本体を使用する前にコントロー
ルカードをセットしてください。自動的に部門別 ID 管理を行います。

 

ユーザ ID 管理を ON にしているときは､カード ID 欄にお手持ちのカード番号を入力して
ください。

 

• コントロールカードを差し込んでもタッチパネルディスプレイに基本画面が表示されな
いときは、次のような点をチェックしてください。

･ 差し込む向きは正しいですか

･ 十分に奥まで差し込まれていますか

･ 使用不可能なコントロールカードが挿入されていませんか
（破損したコントロールカード、使用禁止のコントロールカード）

• 使用可能なコントロールカードを正しく挿入してください。

• 電源を入れるまでの操作は、「主電源と操作部電源について」（➞ P.1-17） を参照してくだ
さい。

• カードリーダ - E1 装着時は、以下のカードを使用することができます。磁気式カードは
100 部門（オプションのネットワークインターフェースボード（Satera MF7455N は標
準装備）装着時は 1000 部門）まで管理できます。
カードリーダ - E13-18
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本体を使用する前の操作

1 コントロールカードを差し込み口に、正しい向きで差し込みます。

タッチパネルディスプレイに基本画面が表示されます。
カードリーダ - E1 3-19
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本体の使用終了後の操作

1 本体の使用終了後、コントロールカードを抜き取ります。

コントロールカードをセットする画面に戻ります。
 

• コントロールカードを抜き取ると、再度差し込むまで本体を使用することはできません。

• スタート予約をしてコピーする場合は、コピーが終わるまでコントロールカードを差し込
んでおく必要があります。
カードリーダ - E13-20
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カードリーダ - E1 使用時の部門別 ID 管理について
カードリーダ - E1 使用時の暗証番号、制限面数の変更、およびカウント情報の確認につい
て説明します。

 

パスワードを変更すると、変更した部門 ID のコントロールカードは使用できなくなりま
す。

 

• 暗証番号は 7 桁まで登録できます。「0000000」のように 0 だけで構成された暗証番号は
登録できません。7 桁に満たない場合は頭に 0 をつけて７桁になる数で設定されます。
例：「02」または「002」と入力 ➞「0000002」と設定されます。

• 制限面数の入力範囲は 0 ～ 999999 です。

 

初期設定 / 登録画面の操作の流れ

カードリーダ - E1 使用時の初期設定 / 登録画面の操作の流れについて説明します。
 

初期設定 / 登録で設定した内容は、 （リセット）を押しても変更されません。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］を押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。

システム管理設定画面が表示されます。
カードリーダ - E1 3-21
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2 ［部門別 ID 管理］を押します。

 

目的の画面が表示されていない場合は、［▼］［▲］を押して画面を表示させます。

3 必要な項目を設定したあと、［OK］を押します。

4 基本画面に戻るまで［閉じる］を押していきます。
カードリーダ - E13-22
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暗証番号と制限面数を変更する

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［部門別 ID 管理］の順に

押します。

2 ［暗証番号の登録］を押します。

3 ［▼］［▲］を押して、暗証番号を変更する部門を表示させて選択したあ

と、［編集］を押します。

 

［▼］［▲］を長押しすると、ページ番号が増減し、キーを離した時点のページが表示され
ます。部門 ID が大量に登録されている場合に、すばやく目的の部門 ID を表示させること
ができます。
カードリーダ - E1 3-23
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4 ～ （テンキー）で暗証番号を入力します。

暗証番号は 7 桁まで登録できます。「0000000」のように 0 だけで構成された暗証番号は
登録できません。7 桁に満たない場合は頭に 0 をつけて７桁になる数で設定されます。
例：「02」または「002」と入力すると、「0000002」と設定されます。
 

• （クリア）を押すと、入力した数字を取り消すことができます。

• 部門 ID の変更はできません。

5 ［制限の ON/OFF と制限面数の設定］を押します。

6 制限面数を設定します。

❑ 面数を制限する項目の［ON］を押します。

制限を解除する場合は、［OFF］を押します。
 

「トータルプリント」は「コピー」と「プリント」の制限面数の合計です。

❑ 面数を制限する項目の［□］を押して、 ～ （テンキー）で制限面数を入力
します。

 

• お使いの機種やオプションの装着状況によって、面数を制限できる項目が異なります。

• ダイレクト送信の場合、ファクス送信中に「スキャン制限」が制限面数に達すると、送信
は中止されます。

• メモリ送信の場合、フィーダからの原稿読み込み中にスキャン制限が上限に達すると、
ジョブは中止されます（中止される前に読み込まれた分のスキャンはカウントされませ
ん）。

 

• （クリア）を押すと、入力した数字を取り消すことができます。

• 制限面数の入力範囲は 0 ～ 999999 です。設定した数値を超えるコピー／スキャン／プリ
ントはできません。

• 制限面数とは、プリント面に対しての数です。1 枚の用紙に両面プリントした場合は面数
は 2 になります。
カードリーダ - E13-24
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❑［OK］➞［OK］を押します。

7 ［閉じる］を押します。
カードリーダ - E1 3-25
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8 基本画面に戻るまで、［OK］または［戻る］を押します。

コピー基本画面

送信基本画面

ネットワークスキャン画面

 

送信基本画面はオプションのシンプル SEND 拡張キットを有効にした場合の画面です。
カードリーダ - E13-26
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現在使用しているコントロールカードのカウント情報を確認する

現在使用しているコントロールカード（部門 ID）のカウント面数と制限面数を確認するこ
とができます。

1 ［システム状況／中止］を押します。

2 ［カウント確認］を押します。
カードリーダ - E1 3-27
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3 カウントを確認したあと、［閉じる］➞［閉じる］の順に押します。

基本画面に戻ります。

 

カウント情報の確認とプリントをする

部門ごとに使用したプリント面数のカウントを表示したり、リストをプリントすることがで
きます。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［部門別 ID 管理］の順に

押します。

2 ［カウント管理］を押します。

3 カウントの確認、またはプリントをします。

部門 ID が空欄（表示なし）のプリント面数は、部門 ID に対応していないプリンタドライ
バなどからのプリント（ID 不定ジョブ）です。
部門 ID が空欄（表示なし）のスキャン面数は、部門 ID に対応していないドライバからの
リモートスキャン（ID 不定ジョブ）です。
カードリーダ - E13-28
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● 確認だけの場合

❑［▼］［▲］を押して任意の部門を表示させたあと、必要に応じて［ ］［ ］
を押して内容を確認します。

 

［▼］［▲］を長押しすると、ページ番号が増減し、キーを離した時点のページが表示され
ます。部門 ID が大量に登録されている場合に、すばやく目的の部門 ID を表示させること
ができます。
カードリーダ - E1 3-29
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● 表示されているカウントをプリントする場合

❑［カウントプリント］を押します。

❑［はい］を押します。

プリントしない場合は、［いいえ］を押します。

プリントが開始されます。
 

• プリントを中止する場合は、［中止］を押します。

• プリント中の画面を閉じる場合は、［閉じる］を押します。

• 共通仕様設定（初期設定 / 登録）の、カセットオート選択の ON/OFF の［その他］で ON に
設定されている給紙箇所に、A3、 B4、A4、A4R の普通紙、再生紙または色紙がセット
されているときにリストをプリントできます。（➞ カセットオート選択の ON/OFF を設定
する：P.4-22）

4 ［閉じる］を押します。

5 ［OK］を押します。
カードリーダ - E13-30
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カウント情報を消去する

登録されている部門のカウント数を消去します。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［部門別 ID 管理］の順に

押します。

2 ［カウント管理］を押します。

この手順の画面を確認する場合は、「カウント情報の確認とプリントをする」（P.3-28）の
手順 2 を参照してください。

3 ［オールクリア］を押します。

部門ごとに消去したい場合は、［▼］［▲］を押して、消去したい部門を表示させて選択した
あと、［クリア］を押します。
カードリーダ - E1 3-31
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4 ［はい］を押します。

消去しない場合は、［いいえ］を押します。

「消去しました。」というメッセージが約 2 秒間表示されます。

カウント数が消去されます。

5 ［閉じる］を押します。
カードリーダ - E13-32
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6 ［OK］を押します。

 

ID 不定のプリントジョブ／スキャンジョブを受け付けるかどうか設定する

部門 ID に対応していないプリンタドライバなどからのプリントや、パソコンからのリモー
トスキャンをさせるか、させないかの設定をします。

 

•［ID 不定プリンタジョブの許可］は、オプションの CARPS2 プリンタキット（Satera
MF7455N は標準装備）を装着している場合のみ、設定が有効になります。

•［ID 不定リモートスキャンジョブの許可］は、オプションのネットワークインターフェー
スボード（Satera MF7455N は標準装備）を装着している場合のみ、設定が有効になり
ます。

• 工場出荷時は、「ON」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［部門別 ID 管理］の順に

押します。
カードリーダ - E1 3-33
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2 ［ON］または［OFF］を選択したあと、［OK］を押します。

選択する項目

ID 不定プリンタジョブの許可

ID 不定リモートスキャンジョブの許可

［ON］： 部門 ID に対応していないプリンタドライバなどからのプリントを行います。

［OFF］： 部門IDに対応していないプリンタドライバなどからのプリントを行いません。

［ON］： 部門 ID に対応していないドライバからのリモートスキャンを行います｡

［OFF］： 部門 ID に対応していないドライバからのリモートスキャンを行いません｡
カードリーダ - E13-34
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初期設定 / 登録画面とは
初期設定 / 登録画面では、本製品のさまざまな設定を、使用する条件や環境にあわせて変更
することができます。

 

• ユーザ ID 管理を ON にしているとき、ユーザタイプが一般ユーザの場合はシステム管理設
定モードを操作することができません。

• ユーザ ID 管理を ON にしているとき、ユーザタイプが管理者の場合はシステム管理設定
モードを操作することができます（システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号を入力
する画面が表示されたときは、該当項目を入力してください）。

 

初期設定 / 登録画面で設定した内容は、 （リセット）を押しても変更されません。

 

初期設定 / 登録画面を表示させる

1 （初期設定 / 登録）を押します。

初期設定 / 登録画面が表示されます。

2 初期設定 / 登録の種類を選択します。

システム管理設定を選択するときにシステム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定さ
れている場合は、［システム管理設定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を

～ （テンキー）で入力して （認証）を押します。
初期設定 / 登録画面とは4-2
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3 設定する初期設定 / 登録項目を選択します。

各キーを押して設定できる内容は、「初期設定 / 登録項目一覧表」（➞ P.4-5）を参照してく
ださい。
 

共通仕様設定、調整 / クリーニング、システム管理設定、コピー仕様設定は、いくつかの
項目にわかれています。［▼］［▲］を押して、目的の項目を選択してください。
初期設定 / 登録画面とは 4-3
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4 初期設定 / 登録項目を設定したあと、［OＫ］を押します。

指定したモードが設定されます。

5 基本画面に戻るまで［閉じる］を押していきます。
初期設定 / 登録画面とは4-4



初期設定 / 登録項目一覧表
4

初期設定 / 登録画面の各仕様設定で登録／設定できる項目を以下に示します。（* マークは工
場出荷時の設定です。）

本書に記載されていない設定方法については、下記の各ガイドを参照してください。

•コピー仕様設定： コピーガイド

•送信 / 受信仕様設定、レポート出力、
宛先表仕様設定：

送信／ファクスガイド

•プリンタ仕様設定： CARPS2 プリンタガイド

•ネットワーク設定、レポート出力： ネットワークガイド

初期設定 / 登録画面

システム管理設定画面
初期設定 / 登録項目一覧表 4-5
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メニュー項目は Satera MF7455N（シンプル SEND 拡張キット装着時）を例にとっていま
す。お使いの機種やオプションの装着状況により、表示されない項目もあります。

■ 共通仕様設定

初期設定 / 登録項目 設定項目 参照ページ

初期機能の設定 初期機能の設定
コピー *、送信 / ファクス、スキャン

「システム状況画面」を初期画面にする：ON、OFF*

「システム状況画面」の［デバイス］を優先する：ON*、
OFF

P.4-14

オートクリア後の機能 復帰する *、復帰しない P.4-16

ブザーの ON/OFF 入力音：ON*、OFF
警告音：ON*、OFF
送信終了音：ON ､ OFF*

受信終了音：ON ､ OFF*

プリント終了音：ON* ､ OFF
読取終了音：ON* ､ OFF

P.4-17

トナーセーブモード 強く、弱く、OFF* P.4-19

プリンタ濃度 9 段階（中間 *） P.4-20

インチ入力 ON、OFF* P.4-21

カセットオート選択の
ON/OFF

コピー、プリンタ、受信、その他
（手差し：ON、OFF*、その他の給紙箇所：ON*、OFF）

P.4-22

用紙種類の登録 普通紙 *、再生紙、色紙、厚紙１ P.4-24

スリープ時の消費電力 少ない *、多い P.4-26

排紙トレイの設定 ** インナー 2 ウェイトレイ・E2 装着時
フィニッシャーU2 ＋フィニッシャー追加トレイ・C1
装着時

P.4-28

トレイ A：コピー*、プリンタ *、受信 *、その他 *

トレイ B：コピー*、プリンタ *、受信 *、その他 *

手差し用紙の標準モード
登録

ON、OFF*

用紙サイズ、用紙の種類
P.4-30

給紙方法切替 スピード優先 *、プリント面優先 P.4-36

表示言語の切替 ON、OFF* P.4-37

画面白黒反転 ON、OFF* P.4-38

フィーダ汚れ時エラー
表示

ON*、OFF P.4-39
初期設定 / 登録項目一覧表4-6
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* マークは工場出荷時の設定です。

** マークはオプション装着時に表示される項目です。

■ タイマー設定

* マークは工場出荷時の設定です。
** 本項目は、工場出荷時の設定でお使いになることをおすすめします。

■ 調整 / クリーニング

* マークは工場出荷時の設定です。

リモートスキャン時の
データ圧縮率

高圧縮、普通 *、低圧縮 P.4-40

リモートスキャン時の
ガンマ値

［γ1.0］、［γ1.4］、［γ1.8］*、［γ2.2］ P.4-41

共通仕様設定の初期化 はい、　いいえ P.4-42

初期設定 / 登録項目 設定項目 参照ページ

日付 / 時刻の設定 設定（12 桁の数字）
タイムゾーン：GMT － 12：00 ～ GMT ＋ 12：00・
GMT ＋ 9：00*

P.4-43

オートスリープタイム ** ON*（3 ～ 30 分（1 分間隔）（5 分 *））、OFF P.4-45

オートクリアタイム 0 分（なし）、1 ～ 9 分（1 分間隔）・2 分 * P.4-46

初期設定 / 登録項目 設定項目 参照ページ

転写ローラの
クリーニング

開始キー P.7-22

定着器のクリーニング クリーニング用紙プリント P.7-23

フィーダのクリーニング 開始キー P.4-48、7-27

特殊モード M 標準 *、低い、やや高い、高い P.4-50

特殊モード N 自動 *、手動：強、中、OFF P.4-51

特殊モード O 手差しトレイ：強、中、OFF*　カセット：強、中、OFF* P.4-53

特殊モード P 強、中 *、OFF P.4-54

特殊モード S スピード優先 1、スピード優先 2、OFF* P.4-55

回転ソート調整 スピード優先 1*、スピード優先 2、画質優先 P.4-57

フィーダ汚れ時自動補正 ON*、OFF P.4-58

保守コード 本製品では機能しません。 －

初期設定 / 登録項目 設定項目 参照ページ
初期設定 / 登録項目一覧表 4-7
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■ レポート出力

* マークは工場出荷時の設定です。

■ システム管理設定

初期設定 / 登録項目 設定項目 参照ページ

仕様設定 送信／ファクス
ガイド

送信結果レポート ON、エラー時のみ *、OFF
　送信原稿表示：ON*、OFF

通信管理レポート

　40通信で自動プリント ON*、OFF

　送信 / 受信分離 ON、OFF*

受信結果レポート ON、エラー時のみ、OFF*

リストプリント

宛先表リスト ワンタッチボタン、宛先表

ユーザデータリスト ユーザデータリストをプリントしますか？　
はい、いいえ

初期設定 / 登録項目 設定項目 参照ページ

システム管理者情報の設定 P.6-2

システム管理者名 半角 32 文字、全角 16 文字 P.6-3

システム管理部門 ID 最大 7 桁 P.6-3

システム管理暗証番号 設定（7 桁） P.6-3

部門別 ID 管理 P.6-4

部門別 ID 管理 ON、OFF* P.6-5

暗証番号の登録 登録、編集、消去、制限の ON/OFF と制限面数の設定 P.6-5

カウント管理 クリア、オールクリア、カウントプリント P.6-13

ID 不定プリンタジョブの
許可

ON*、OFF P.6-18

ID 不定リモートスキャン
ジョブの許可

ON*、OFF P.6-18
初期設定 / 登録項目一覧表4-8
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ネットワーク設定　 ネットワーク
ガイド

TCP/IＰ 設定 IPv4 設定、IPv6 設定、WINS 設定 **、LPD 印刷の
設定、RAW 印刷の設定、FTP の PASV モードを使
用 **、拡張 FTP の ON/OFF**、HTTP を使用、ポー
ト番号設定、受信許可 MAC アドレス設定、プロキ
シ設定

SMB 設定 ** SMB クライアントを使用、サーバ名、ワークグルー
プ名、コメント、LM アナウンスを使用

SNMP 設定 SNMP を使用、コミュニティ名、SNMP 書き込み
可能、ホストからプリンタ管理情報を取得

専用ポート設定 ON、OFF

Ethernet ドライバ設定 自動検出、通信方式、Ethernet の種類、MAC アド
レス（表示のみ）

電子メール /I ファクス ** SMTP 受信、POP、認証 / 暗号化設定、SMTP サー
バ、電子メールアドレス、POP サーバ、POP アド
レス、POP パスワード、POP 発行間隔

起動時間の設定 0 ～ 300 秒（60 秒 *）

転送設定　 受信手段 **、条件の ON/OFF、登録、条件なし転送
登録、詳細 / 編集、消去、リストプリント

送信／ファクス
ガイド

デバイス情報の設定 P.6-22

デバイス名 半角 32 文字、全角 16 文字 P.6-22

設置場所 半角 32 文字、全角 16 文字 P.6-22

ユーザ ID 管理 ON、OFF* P.6-20

通信管理設定　 送信／ファクス
ガイド

電子メール /I ファクス ** 送信データサイズ上限値、サイズ上限オーバー時の
分割送信、省略時の件名

ファクス設定 送信スタートスピード、 受信スタートスピード

メモリ受信設定 ON、詳細設定、OFF*

リモートUIのON/OFF　 ON*、OFF P.6-21

送信機能の制限　 P.6-23

宛先表の暗証番号 最大 7 桁

新規宛先の制限 ON、OFF*

ファクスドライバからの
送信を許可

ON*、OFF

初期設定 / 登録項目 設定項目 参照ページ
初期設定 / 登録項目一覧表 4-9
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* マークは工場出荷時の設定です。

** マークはオプション装着時に表示される項目です。

 

• ユーザ ID 管理を ON にしている場合、ユーザタイプが一般ユーザの場合はシステム管理設
定モードを操作することができません。

• ユーザ ID 管理を ON にしている場合、ユーザタイプが管理者のときはシステム管理設定
モードを操作することができます（システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号を入力
するダイアログボックスが表示されたときは、該当項目を入力してください）。

■ コピー仕様設定

* マークは工場出荷時の設定です。

コールの制限 ON、OFF* P.6-25

ファクス番号入力時の確認
入力 

ON、OFF* P.6-26

同報送信の制限 同報送信の確認、同報送信不可、OFF* P.6-26

ライセンス登録　 ライセンスキーをテンキーで入力 P.1-24

部門 ID/ ユーザ名表示の
ON/OFF　

ON*、OFF P.6-29

自動オンライン / オフライ
ン移行 

自動オンライン移行：ON、OFF*、自動オフライン
移行：ON、OFF*

P.6-30

ジョブ履歴表示の ON/
OFF　

ON*、OFF P.6-27

USB デバイスを使用　 ON*、OFF P.6-28

転送エラー時の設定　 P.6-33

画像をプリント ON*、OFF

画像をメモリに保存 ON、OFF*

ファームウェア更新  本製品のファームウェアをバージョンアップする
必要がある場合に実行します。

－

ページ記述言語選択
（プラグ＆プレイ）

CARPS2、FAX P.6-35

初期設定 / 登録項目 設定項目 参照ページ

画像向き優先 ON、OFF* コピーガイド

オートタテヨコ回転 ON*、OFF

標準モードの変更 登録、初期化

コピー仕様設定の初期化 はい、いいえ

初期設定 / 登録項目 設定項目 参照ページ
初期設定 / 登録項目一覧表4-10
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■ 送信 / 受信仕様設定

初期設定 / 登録項目 設定項目 参照ページ

共通設定 送信／ファクス
ガイド

送信機能設定

発信人名称の登録 全角 12 文字、半角 24 文字まで

ユーザ略称の登録 全角 12 文字、半角 24 文字まで

データ圧縮率 ** 高圧縮、普通 *、低圧縮

リトライ回数 **　 ０～ 5 回（３回 *）

送信機能の標準モードの
変更

登録、初期化

発信元記録 つける *、詳細設定、つけない

カラー送信のガンマ値 ** γ1.0、γ1.4、γ1.8*、γ2.2

シャープネス 7 段階（４）

定型業務ボタンの登録 置数、選択カセット、変倍、両面、枠消し、縮小レ
イアウト、ページ連写、原稿混載等

カラー送信時の読取設定 ** スピード優先 *、画質優先

送信画面の初期表示 定型業務ボタン、ワンタッチボタン、初期画面 *

送信機能設定の初期化 はい、いいえ

受信機能設定　

両面記録 ON、OFF*

カセット選択 スイッチ A：ON*、OFF
スイッチ B：ON*、OFF
スイッチ C：ON*、OFF
スイッチ D：ON*、OFF

画像縮小 ON*（縮小モード、縮小率、縮小方向）*、OFF

受信情報記録 つける、つけない *

トナーなし時の印字継続 する、しない *

ファクス設定　

基本登録　

ユーザ電話番号の登録 最大 20 桁

回線種類の選択 ダイヤル 20PPS、ダイヤル 10PPS、プッシュ *

通信音量調整 0 ～ 3　（1*）
初期設定 / 登録項目一覧表 4-11
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* マークは工場出荷時の設定です。

** マークはオプション装着時に表示される項目です。

■ プリンタ仕様設定
「CARPS2 プリンタガイド」を参照してください。

オフフックアラーム ** ON*、OFF 送信／ファクス
ガイド

送信機能設定

ECM 送信 ON*、OFF

ポーズ時間セット 1 ～ 15 秒（2 秒 *）

自動リダイヤル ON*、詳細設定、OFF

送信前のダイヤルトーン
確認

ON*、OFF

回転送信 ON*、OFF

受信機能設定　

ECM 受信 ON*、OFF

受信モード選択 自動受信 *、FAX/TEL 切替、手動受信、留守 TEL 接続

着信呼出 ON*、OFF

リモート受信 ON、OFF*

自動受信切替 ON、OFF*

初期設定 / 登録項目 設定項目 参照ページ
初期設定 / 登録項目一覧表4-12
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■ 宛先表仕様設定

** マークはオプション装着時に表示される項目です。

*** マークは Satera MF7430 ではオプション装着時に表示される項目です。

初期設定 / 登録項目 設定項目 参照ページ

宛先表仕様設定　 送信／ファクス
ガイド

宛先の登録 ***

　ファクス ファクス番号：120 桁まで
名称登録：全角 8 文字、半角 16 文字まで
詳細設定：送信スピード、国際送信、ECM 送信

　電子メール ** 電子メールアドレス：120 文字まで
名称登録：全角８文字、半角 16 文字まで

　I ファクス ** 電子メールアドレス：120 文字まで
名称登録：全角８文字、半角 16 文字まで

　ファイル ** プロトコル：FTP、Windows (SMB)

• FTP の場合：

ホスト名：半角 120 文字まで
フォルダへのパス：半角 120 文字まで
ユーザ名：半角 24 文字まで
パスワード：半角 24 文字まで

• Windows (SMB) の場合：

ホスト名：全角 60 文字、半角 120 文字まで
フォルダへのパス：全角 60 文字、半角 120 文
字まで
ユーザ名：全角 12 文字、半角 24 文字まで
パスワード：半角 14 文字まで

名称登録：全角８文字、半角 16 文字まで

　グループ 名称登録：全角８文字、半角 16 文字まで
宛先表から選択

ワンタッチボタンの登録

　登録 / 編集 ボタン名称：全角 6 文字、半角 12 文字まで
初期設定 / 登録項目一覧表 4-13
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各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定）
コピーやファクスなどの各機能に共通する仕様の設定をします。

 

初期画面を設定する
電源を入れたときやオートクリア後に、どの機能の画面を表示させるかを設定します。ま
た、システム状況画面を表示させることもできます。

 

工場出荷時は、次のように設定されています。

･ 初期機能の選択：コピー

･「システム状況画面」を初期画面にする：OFF

･「システム状況画面」の［デバイス］を優先する：ON

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［初期機能の設定］の順に押

します。
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定）4-14
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2 ［コピー］、［送信 / ファクス］または［スキャン］を選択したあと、

［OK］を押します。

電源を入れたときやオートクリア後：

［コピー］：コピー基本画面が表示されます。

［送信 / ファクス］：送信／ファクス基本画面が表示されます。

［スキャン］：ネットワークスキャン画面が表示されます。
 

シンプル SEND 拡張キットが有効になっていないときは［送信 / ファクス］は［ファク
ス］と表示されます。

● システム状況画面を初期画面にする場合

❑「「システム状況画面」を初期画面にする」の［ON］を押したあと、［OK］を
押します。

電源を入れたときやオートクリア後にシステム状況画面が表示されます。
 

［システム状況 / 中止］を押したときに、デバイス情報を優先表示しない場合は、「「シス
テム状況画面」の【デバイス】を優先する」の［OFF］を押します。［OFF］にした場合、
システム状況画面にはコピーのジョブ状況画面が優先して表示されます。

指定したモードが設定されます。
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定） 4-15



4

 

オートクリア後の表示画面を設定する
オートクリア後に、初期機能で設定した機能の画面を表示させるかどうかを設定します。

 

• オートクリアするまでの時間は、変更することができます。（➞ オートクリアタイムの設
定をする：P.4-46）

• 工場出荷時は、「復帰する」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［オートクリア後の機能］の

順に押します。

2 ［復帰する］または［復帰しない］を選択したあと、［OK］を押します。

選択する項目

指定したモードが設定されます。

［復帰する］： オートクリア後、「初期機能の設定」で設定した機能の画面を表示させま
す。例えば、「初期機能の設定」で「「システム状況画面」を初期画面に
する」を指定した場合、コピーの応用機能を設定中の画面などでオート
クリアするとシステム状況画面に戻ります。

［復帰しない］： オートクリア前の機能の画面に戻ります。例えば、「初期機能の設定」で
「システム状況画面」を初期画面にする」を指定した場合でも、コピーの
応用機能を設定中の画面などでオートクリアするとコピー基本画面に戻
ります。
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定）4-16
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ブザーを設定する
次に示す 6 種類のブザーを必要に応じて ON/OFF できます。それぞれのブザーは次の状態
で鳴ります。

 

工場出荷時は、入力音、警告音、プリント終了音、読取終了音が「ON」、送信終了音、受
信終了音が「OFF」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［ブザーの ON/OFF］の順

に押します。

2 設定したいブザーを選択します。

• 入力音： 操作部上のキーやタッチパネルディスプレイ上のキーを押したとき
• 警告音： 機械にトラブル（紙づまり、誤操作など）が発生したとき
• 送信終了音： ファクスの送信が終了したとき
• 受信終了音： ファクスの受信が終了したとき
• プリント終了音： コピー、ファクスなどのプリントが終了したとき
• 読取終了音： コピー、ファクスなどの読み取りが終了したとき
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定） 4-17
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3 「ON」を選択したあと音量を１～３の３段階で設定し、［OK］を押しま

す。

「OFF」を選択すると、ブザーは鳴りません。

指定したモードが設定されます。
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定）4-18
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トナーセーブモードを設定する
次に示す３種類のトーナーセーブモードを必要に応じて設定することができます。

 

• トナーセーブモードを「強く」に設定すると、印刷品質が低下することがあります。かす
れなどが気になるときにはトナーセーブモードを「OFF」に設定してください。

• 工場出荷時は「OFF」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［トナーセーブモード］の順

に押します。

2 ［強く］、［弱く］または［OFF］を選択したあと、［OK］を押します。

指定したモードが設定されます。

・強く： 強いトナーセーブを行うとき
・弱く： 弱いトナーセーブを行うとき
・OFF： トナーセーブを行わないとき
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定） 4-19
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プリンタ濃度の選択をする
原稿とプリント結果が異なるときに、プリンタ濃度を調整することができます。

 

工場出荷時は 9 段階の中間位置に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［プリンタ濃度］の順に押し

ます。

2 ［うすく］、または［こく］を押して、濃度を調整したあと、［OK］を押

します。
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インチ入力をするかどうか設定する
数値入力を行うモードの画面でインチ入力キーを表示させることができます。

 

• インチ入力を「ON」に設定した場合でも、［mm 入力へ］を押すと数値を mm 単位で入力
することができます。

• 工場出荷時は、「OFF」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［インチ入力］の順に押しま

す。

2 ［ON］または［OFF］を選択したあと、［OK］を押します。

指定したモードが設定されます。
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カセットオート選択の ON/OFF を設定する
それぞれの給紙箇所を自動用紙選択とオートカセットチェンジの対象にするかどうかを、設
定することができます。また、使用する給紙箇所を機能ごとに設定することができます。

 

•「ON」に設定した給紙箇所は、次の機能の選択時に対象となります。

• 工場出荷時の設定は、手差しが「OFF」に、他はすべて「ON」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［カセットオート選択の ON/

OFF］の順に押します。

2 ［コピー］、［プリンタ］、［受信］または［その他］を選択します。

［プリンタ］は、オプションの CARPS2 プリンタキット（Satera MF7455N は標準装備）
を装着している場合のみ表示されます。
 

• レポート出力時に対象となるカセットの設定は、［その他］で行います。

• シンプル SEND 拡張キットが有効になっていないときは［受信］は［ファクス］と表示さ
れます。

・自動用紙選択： プリント時に自動的に適切な用紙（給紙箇所）を選ぶ機能
です。

・オートカセットチェンジ： 連続プリント中に給紙箇所の用紙がなくなった場合に、同
じサイズの用紙がセットされている他の給紙箇所から自動
的に給紙する機能です。
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3 各給紙箇所について［ON］または［OFF］を選択したあと、［OK］を

押します。

選択する項目

給紙箇所の各番号はそれぞれ以下の場所を示しています。

フィニッシャーU2、フィニッシャー用追加トレイ・C1、3 段カセットユニット・R1 装着時

指定したモードが設定されます。
 

• 手差し以外の給紙箇所をすべて「OFF」に設定することはできません。

• 手順 2 で［プリンタ］を選択した場合、（ ）は表示されません。

［ON］： 給紙箇所をオート選択の対象にします。
［OFF］： 給紙箇所をオート選択の対象にしません。
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定） 4-23



4

 

給紙箇所の用紙種類を登録する
本製品にセットした用紙の種類を登録することができます。用紙種類を登録すると用紙選択
画面の給紙箇所にアイコンが表示されます。

 

用紙の種類は必ず正しく登録してください。正しく登録されていないと画像不良が起こる
可能性があり、定着器が汚れたり紙の巻きつきが発生したりして、担当サービスによる修
理が必要になる場合もありますので、必ず正しく登録してください。

 

カセット２～４はオプションのカセットユニットを装着している場合にのみ表示されま
す。

1 （初期設定 / 登録） ➞ ［共通仕様設定］ ➞ ［用紙種類の登録］の順に押

します。

2 用紙種類を登録する給紙箇所を選択します。

給紙箇所の各番号はそれぞれ以下の場所を示しています。
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フィニッシャーU2、フィニッシャー用追加トレイ・C1、3 段カセットユニット・R1 装着時

3 セットする用紙種類を選択したあと、［OK］を押します。

登録した用紙種類と同じ種類の用紙をセットしてください。

指定したモードが設定されます。
 

用紙の種類は必ず正しく登録してください。正しく登録されていないと画像不良が起こる
可能性があり、定着器が汚れたり紙の巻きつきが発生したりして、担当サービスによる修
理が必要になる場合もありますので、必ず正しく登録してください。
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定） 4-25
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• 用紙種類の詳細については「使用できる用紙について」（➞ P.2-73）を参照してください。

• ここで設定した用紙種類は、各機能の用紙選択時に、下の画面のように表示されます。

 

スリープ時の消費電力を設定する
スリープ状態のときの消費電力量を設定することができます。

 

• タイマー指定のジョブ（タイマー送信に予約されたジョブなど）がある場合には、完全な
スリープ状態に移行しません。

• ネットワークを経由して、本製品の設定や状態などを閲覧または管理できるアプリケー
ションを利用している場合、完全なスリープ状態に移行しません。

• 本製品を Windows のプリンタとして使用している場合、お使いの Windows で SNMP ス
テータスが有効な設定になっていると、完全なスリープ状態に移行しません。（コンピュー
タの電源 OFF 時を除く）SNMP ステータスを無効にする方法は、ネットワーク管理者に
お問い合わせください。

• 以下のいずれかの場合に本製品がスリープモードに入ると、消費電力を「少ない」に設定
していても、「多い」に設定した場合と同じになります。
各機能の設定については、「送信／ファクスガイド」、「ネットワークガイド」を参照して
ください。

･ 動作中のジョブがある場合（転送ジョブ、レポートジョブ、受信ジョブ、転送終了通知
を含む）

･ 初期設定 / 登録で以下の設定をしている場合

• 工場出荷時は、「少ない」に設定されています。

送信 / 送信仕様設定

ファクス設定 受信機能設定 電話機を接続している場合に設定する［受
信モード選択］が［FAX/TEL 切替］［留守
TEL］、［手動受信］に設定されている
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1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［スリープ時の消費電力］の

順に押します。

2 ［少ない］または［多い］を選択したあと、［OK］を押します。

選択する項目

指定したモードが設定されます。
 

［少ない］に設定したときは、操作部電源スイッチを押してからタッチパネルディスプレ
イが表示されるまで、10 秒以上かかる場合があります。

［少ない］： スリープ時の消費電力は少なくなりますが、復帰時間は長くなります。

［多い］： スリープ時の消費電力は多くなりますが、復帰時間は短くなります。
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機能ごとの排紙トレイを設定する
用紙排出先の各トレイを、どの機能の排紙トレイとして使用するかを設定します。

排紙トレイの設定は、以下のオプションを装着している場合のみ表示されます。オプション
の装着状態により、トレイ A/B の示す排紙トレイは異なります。

 

• 1 つのトレイを、複数の機能の排紙先として設定することもできます。

• シンプル SEND 拡張キットが有効になっていないときは［受信］は［ファクス］と表示さ
れます。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［排紙トレイの設定］の順に

押します。

オプション装着状態 工場出荷時の設定 トレイ A/B

インナー 2 ウェイトレイ・E2 トレイ A： コピー、プリンタ、受信、
その他

トレイ B： コピー、プリンタ、受信、
その他

フィニッシャー U2 ＋
フィニッシャー用追加トレイ・
C1

トレイ A： コピー、プリンタ、受信、
その他

トレイ B： コピー、プリンタ、受信、
その他
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2 トレイ A/B に排紙する機能を選択したあと、［OK］を押します。

Satera MF7455N にシンプル SEND 拡張キット＋

フィニッシャー U2 ＋フィニッシャー用追加トレイ・C1 装着時

Satera MF7455N にシンプル SEND 拡張キット＋

インナー 2 ウェイトレイ・E2 装着時

［プリンタ］は、オプションの CARPS2 プリンタキット（Satera MF7455N は標準装備）
を装着している場合のみ表示されます。

［その他］は、レポートをプリントする場合に選択します。

1 つのトレイを、1 つの機能のみの排紙先として設定する場合、その機能のみを選択します。

指定したモードが設定されます。
 

複数のトレイを同じ機能の排紙先として設定した場合は、トレイの積載制限に達すると、
自動的に排紙可能なトレイに排紙先が移ります。ただし、ファクスの受信プリントは紛失
を防ぐために排紙先を 1 箇所のみとすることをおすすめします。
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手差し用紙の標準モードを登録する
手差し用紙の標準モードを登録しておくと、カセットと同様に手差しトレイを利用すること
ができます。手差しトレイにいつも同じサイズ、種類の用紙をセットする場合に便利です。

送信機能をご使用の場合は、標準モードを登録しておくと、手差し用紙を使用してファクス
や I ファクスを受信することができます。

 

用紙の種類は必ず正しく登録してください。特に厚紙など、特別な種類の用紙にプリント
する場合は正しく登録されていないと画像不良が起こる可能性があり、定着器が汚れたり
紙の巻きつきが発生したりして、担当サービスによる修理が必要になる場合もありますの
で、必ず正しく登録してください。

 

• コピー、ファクス（受信）で手差しトレイを自動用紙選択の給紙段としてお使いになる場
合は、手差しトレイをカセットオート選択の対象にしておく必要があります。（➞ カセッ
トオート選択の ON/OFF を設定する：P.4-22）

• 工場出荷時は、「OFF」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［手差し用紙の標準モード登

録］の順に押します。

2 ［ON］➞［登録］を押します。

［OFF］を押した場合は、そのまま手順 4 へ進みます。
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3 用紙サイズを選択します。

● 定形サイズの用紙を選択する場合

❑ 用紙を選択したあと、［次へ］を押します。

 

インチサイズを選択する場合は、［インチサイズへ］を押します。

❑ 用紙の種類を選択したあと、［OK］を押します。

 

用紙の種類は必ず正しく登録してください。特に厚紙など、特別な種類の用紙にプリント
する場合は正しく登録されていないと画像不良が起こる可能性があり、定着器が汚れたり
紙の巻きつきが発生したりして、担当サービスによる修理が必要になる場合もありますの
で、必ず正しく登録してください。

 

• OHP フィルムやラベル紙を選択したときは、回転ソート、回転グループ、シフトソート、
シフトグループ、ステイプルソートは使用できません。

• A4 の用紙を設定したときのみ、OHP フィルムを選択することができます。

• 用紙の種類については、「使用できる用紙について」（➞ P.2-73）を参照してください。
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● 定形サイズ以外の用紙を選択する場合

❑［ユーザ設定］を押します。

❑［X］（ヨコ方向）を押したあと、用紙サイズを ～ （テンキー）、タッチパ
ネルディスプレイのキーボード、または［－］［＋］で入力します。

❑［Y］（タテ方向）を押したあと、用紙サイズを ～ （テンキー）、タッチパ
ネルディスプレイのキーボード、または［－］［＋］で入力します。

❑［OK］を押します。

用紙サイズの選択画面に戻ります。
 

• インチ単位で入力する方法は、「インチ入力のしかたについて」（➞ P.2-31）を参照して
ください。

• 入力した用紙サイズを変更するときは、［C］を押していったん数値を消してから正しい
数値を入れ直してください。

• ミリ単位の数値を入力するときは、操作パネルのテンキーとクリアキーを使って入力する
こともできます。

• 数値を入力したあとで、［－］［＋］を使って数値を調整することができます。

• 設定できる範囲を超えた数値を入力すると、［OK］が表示されません。

•［X］は 148 ～ 432mm、［Y］は 95 ～ 297mm の範囲で設定してください。

❑［次へ］を押します。
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❑ 用紙の種類を選択したあと、［OK］を押します。

 

• 用紙の種類は必ず正しく設定してください。特に厚紙など、特別な種類の用紙にプリント
する場合は正しく設定されていないと画像不良が起こる可能性があり、定着器が汚れたり
紙の巻きつきが発生したりして、担当サービスによる修理が必要になる場合もありますの
で、必ず正しく設定してください。

• コピー機能使用時にユーザ設定サイズを選択した場合は、回転ソート、回転グループ、シ
フトソート、シフトグループ、ステイプルソート、片面 両面、両面 両面、ページ連
写両面、ページ連写、縮小レイアウトの各機能と組み合わせた設定はできません。

（➞ コピーガイド「第 1 章　コピーについて」）
 

用紙の種類の詳細については、「使用できる用紙について」（➞ P.2-73）を参照してくだ
さい。

● 郵便はがきを選択する場合

❑［はがき］を押します。
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定） 4-33



4

❑ 郵便はがきの種類を選択したあと、［OK］を押します。

用紙サイズの選択画面に戻ります。
 

• 郵便はがきの種類は正しく選択してください。紙づまりの原因になることがあります。

• 郵便はがきを選択した場合は、ソート、グループ、回転ソート、回転グループ、シフト
ソート、シフトグループ、ステイプルソート、片面 両面、両面 両面、ページ連写両
面、ページ連写、縮小レイアウトの設定はできません。

❑［OK］を押します。

● 封筒を選択する場合

❑［封筒］を押します。
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❑ 封筒の種類を選択したあと、［OK］を押します。

用紙サイズの選択画面に戻ります。
 

• 封筒の種類は正しく選択してください。紙づまりの原因になることがあります。

• 封筒を選択した場合は、ソート、グループ、回転ソート、回転グループ、シフトソート、
シフトグループ、ステイプルソート、片面 両面、両面 両面、ページ連写両面、ペー
ジ連写、縮小レイアウトの設定はできません。

❑［OK］を押します。

4 ［OK］を押します。

指定したモードが設定されます。
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プリント面を選択する（給紙方法切替）
ロゴなどがあらかじめ印刷されている用紙にプリントする場合、カセットの用紙を入れ替え
ることなく片面、両面いずれの場合にも表面にロゴが配置されるようにプリントする機能で
す。［プリント面優先］は、オプションの両面ユニット・B1 が装着されている場合にのみ、
有効になります。

 

工場出荷時は［スピード優先］に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［給紙方法切替］の順に押し

ます。

2 設定したいカセットで、［スピード優先］または［プリント面優先］を

選択します。

 

カセット２、３、４は 1 段カセットユニット・P1 または 3 段カセットユニット・R1 を
装着した場合に表示されます。

3 ［OK］を押します。

［スピード優先］：片面印刷時と両面印刷時では最初にプリントされる面が変わるので、ロ
ゴなどが印刷された用紙にプリントする場合には次のように用紙をセットしてください。

［プリント面優先］：片面印刷時、両面印刷時にかかわらず、カセットから給紙する場合は
下になっている面から先にプリントされ、手差しトレイの場合は上になっている面からプ

リントされます。

片面印刷： カセットから給紙する場合は、プリントしたい面を上に向けてセットします。
手差しトレイから給紙する場合は、プリントしたい面を下に向けてセットしま
す。

両面印刷： カセットから給紙する場合は、プリントしたい面を下にしてセットします。手
差しトレイから給紙する場合は、プリントしたい面を上に向けてセットしま
す。
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初期設定 / 登録の共通仕様設定で、［カセットオート選択の ON/OFF］が［ON］に設定さ

れているときに、［プリント面優先］が設定されているカセットが選択された場合も、その
指示に従い［プリント面優先］でプリントされます。

 

表示言語の切り替えをする
画面に表示される言語を日本語以外の言語に切り替えることができます。

 

• 表示言語の切替を「ON」に設定すると、入力できる文字が制限されます。すべての文字
入力を行えるようにする場合は、「OFF」に設定してください。

• 表示言語を切り替えても、一部切り替わらない表示もあります。

• 工場出荷時は、「OFF」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［表示言語の切替］の順に押

します。

2 ［ON］を押して、表示言語を選択したあと、［OK］を押します。

表示言語の切り替えをしない場合は、［OFF］を押します。

指定したモードが設定されます。
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定） 4-37
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• 表示言語を切り替えた場合、一部の機能のメッセージなどが切り替えた言語で正しく表示
されないことがあります。このような場合は、電源を入れなおしてください。

• ユーザ ID 管理を ON にしている場合、ユーザ情報の［表示名］に半角英数字以外で入力を
行った場合は、本製品の表示言語を日本語にしておく必要があります。本製品の表示言語
が日本語以外になっている場合、電子メールの受信側で送信元の欄に登録した表示名が表
示されません。

 

画面白黒反転を設定する
「ON」に設定すると、タッチパネルディスプレイの白い部分と黒い部分を反転させることが
できます。画面の明るさを調整しても表示が見づらい場合など、ご利用にあわせて設定して
ください。

 

工場出荷時は、「OFF」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［画面白黒反転］の順に押し

ます。

2 ［ON］または［OFF］を選択したあと、［OK］を押します。

選択する項目

タッチパネルディスプレイの色調が変更されます。

［ON］： タッチパネルディスプレイの画面色を反転表示します。

［OFF］： タッチパネルディスプレイの画面色を通常表示します。
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定）4-38
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フィーダ汚れ時エラー表示を設定する
フィーダの原稿読み取り部分に付着するゴミなどを読み取ってしまい、コピーの出力紙にス
ジ状の汚れが出てしまう場合に、本製品が汚れを検知して原稿読み取り部の清掃を促すメッ
セージを表示することができます。このメッセージは、フィーダに原稿をセットしたときに
表示されます。フィーダの原稿読み取り部の清掃を行う場合は、「フィーダを清掃する（定
期清掃）」（➞ P.7-17）または「フィーダを自動でクリーニングする」（➞ P.7-27）を参照し
てください。

 

工場出荷時は「ON」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［フィーダ汚れ時エラー表

示］の順に押します。

2 ［ON］または［OFF］を選択したあと、［OK］を押します。

指定したモードが設定されます。
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定） 4-39
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リモートスキャン時のデータ圧縮率を設定する
リモートスキャン時のデータの圧縮率を指定することができます。圧縮率が高くなると文書
のメモリ使用量は少なくなりますが低画質になります。逆に、圧縮率を低くすると文書のメ
モリ使用量は多くなりますが高画質になります。

 

• リモートスキャン時のデータ圧縮率は、オプションのネットワークインターフェースボー
ド（Satera MF7455N は標準装備）を装着している場合に表示されます。

• リモートスキャン機能については、「ドライバーソフトウェアガイド」を参照してくださ
い。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［リモートスキャン時のデー

タ圧縮率］を押します。

2 ［高圧縮］、［普通］または［低圧縮］を選択したあと、［OK］を押しま

す。

選択する項目

［高圧縮］： メモリ使用量は少なくてすみますが、低画質になります。

［普通］： メモリ使用量、画質共に、［高圧縮］と［低圧縮］の中間になります。

［低圧縮］： メモリ使用量は多くなりますが、高画質になります。
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リモートスキャン時のガンマ値を設定する
カラーで読み込んだ画像をネットワーク接続しているパソコンに保存するときに、ガンマ値
を指定することができます。お使いのパソコンのディスプレイの設定に最も合ったガンマ値
を選ぶことで、適切な画質で画像を表示することができます。

 

• リモートスキャン時のガンマ値は、オプションのネットワークインターフェースボード
（Satera MF7455N は標準装備）を装着している場合に表示されます。

• リモートスキャン機能については、「ドライバーソフトウェアガイド」を参照してくださ
い。

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［リモートスキャン時のガン

マ値］を押します。

2 ガンマ値（［γ1.0］、［γ1.4］、［γ1.8］、［γ2.2］）を選択したあと、

［OK］を押します。
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定） 4-41
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共通仕様設定を初期化する
共通仕様設定の内容を、工場出荷時の設定に戻します。

 

共通仕様設定（初期設定 / 登録）の表示言語の切り替えを「ON」に設定して言語を切り
替えているときに共通仕様設定を初期化した場合、設定は「OFF」（工場出荷時）に戻り
ますが、選択した言語は戻りません。（➞ 表示言語の切り替えをする：P.4-37）

1 （初期設定 / 登録）➞［共通仕様設定］➞［共通仕様設定の初期化］の

順に押します。

2 ［はい］を押します。

初期化しない場合は、［いいえ］を押します。

「初期化しました。」というメッセージが約 2 秒間表示されます。

共通仕様設定が初期化されます。
各機能に共通の仕様を設定する（共通仕様設定）4-42



各種タイマーを設定する（タイマー設定）
4

日付と時刻の設定やスリープ状態になるまでの時間の設定などを行います。

 

日付／時刻を設定する（日付 / 時刻の設定）
現在の日付と時刻を設定します。設定した時刻と日付は、時刻指定機能の基準時刻になりま
す。

1 （初期設定 / 登録）➞［タイマー設定］➞［日付 / 時刻の設定］の順に

押します。

• GMT： イギリスのグリニッジ天文台の時刻（グリニッジ標準時）を GMT
（Greenwich Mean Time ）と呼びます。

• タイムゾーン： 世界の地域別標準時間帯は、GMT （± 0 時）からの時差（± 12 時間
以内）を使用して各国の標準時間帯としています。この時差を使用して
いる地域をタイムゾーンといいます。日本の標準時はこれより 9 時間
先行しているため、［GMT+09：00 ］を設定します。
各種タイマーを設定する（タイマー設定） 4-43
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2 ～ （テンキー）で、現在の日付（西暦、月、日）と時刻を入力しま

す。

年は西暦の 4 桁を入力します。

月日、時刻は 0 を含む数字 4 桁を入力します。時刻の表示形式は 24 時間制です。

 

入力を間違えたときは、 （クリア）を押して、西暦から入力しなおしてください。

● タイムゾーンを設定する場合

❑［タイムゾーンの設定］を押して、タイムゾーンを選択したあと、［OK］を押
します。

 

• 工場出荷時は、「GMT ＋ 09:00」に設定されています。

• 目的のタイムゾーンが表示されないときは、［▼］［▲］を押します。

例： 5 月 6 日 ➞ 0506 

7 時 5 分 ➞ 0705

23 時 18 分 ➞ 2318
各種タイマーを設定する（タイマー設定）4-44
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3 ［OK］を押します。

指定したモードが設定されます。

 

オートスリープタイムの設定をする
「オートスリープ」とは、プリント終了後、またはキー操作終了後、一定時間以上何の操作
も行われなかった場合に、節電のために自動的に操作部電源スイッチを OFF にしてスリー
プ状態になる機能です。

 

工場出荷時は、「5」分 * に設定されています。
* 本項目は、工場出荷時の設定でお使いになることをおすすめします。

1 （初期設定 / 登録）➞［タイマー設定］➞［オートスリープタイム］の

順に押します。
各種タイマーを設定する（タイマー設定） 4-45
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2 ［▼］［▲］を押してオートスリープタイムを設定したあと、［OK］を押

します。

3 分～ 30 分の範囲で設定できます。
指定したモードが設定されます。

 

オートクリアタイムの設定をする
「オートクリア」とは、本製品の操作を終了してから、一定時間以上何の操作も行われなかっ
た場合に、タッチパネルディスプレイの表示を自動的に基本画面（標準モード）に戻す機能
です。

 

•「0」分に設定すると、オートクリアを行いません。

• 工場出荷時は、「2」分に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［タイマー設定］➞［オートクリアタイム］の順

に押します。
各種タイマーを設定する（タイマー設定）4-46
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2 ［－］［＋］を押してオートクリアタイムを設定したあと、［OK］を押し

ます。

0 ～ 9（1 分間隔）の範囲で設定できます。

～ （テンキー）で設定することもできます。

指定したモードが設定されます。
各種タイマーを設定する（タイマー設定） 4-47
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調整をする（調整 / クリーニング）
プリント時の細かい調整や、クリーニングをします。

クリーニングは定期的に行ってください。操作の詳細については「日常のお手入れ」
（➞ P.7-16）を参照してください。

 

フィーダをクリーニングする
フィーダを使用して原稿を読み取ったときに、ローラについた鉛筆の粉などのために原稿が
汚れ、原稿にないものがプリントされていることがあります。また、［共通仕様設定］（初期
設定 / 登録）で［フィーダ汚れ時エラー表示］を［ON］に設定していた場合に、フィーダ
汚れ時エラーが表示されることがあります。この場合は、フィーダにセットした白紙原稿

（用紙）を使用して原稿給紙ローラの汚れをクリーニングします。
 

フィーダのクリーニングには約 20 秒間かかります。

1 （初期設定 / 登録）➞［調整 / クリーニング］➞［フィーダのクリーニ

ング］の順に押します。
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2 フィーダに白紙を 10 枚くらいセットしたあと、［開始］を押します。

用紙はよくさばいてください。

A4 サイズ（60 ～ 80 g/m2）の用紙をセットしてください。

クリーニングをしない場合は、［キャンセル］を押します。

フィーダのクリーニングが開始された画面が表示されます。

クリーニングが終了すると、「フィーダのクリーニング終了しました。」というメッセージ

が約 2 秒間表示されます。

調整 / クリーニングの画面に戻ります。

フィーダのクリーニングが終わったら、読み込みを再度行ってください。

 

フィーダのクリーニングを中止する場合は、［中止］を押します。
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転写出力値を調整する（特殊モード M）
特殊な用紙に対して、転写出力を調整することにより画質を改善するときに使用します。

 

• 工場出荷時は「標準」に設定されています。

•「高」は厚い紙に使用すると効果が現れることがあります。

•「低」は開封して時間がたち、湿気を多く含んだ用紙や再生紙などに使用すると効果が現
れることがあります。

1 （初期設定 / 登録）➞［調整 / クリーニング］➞［特殊モード M］の順

に押します。
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2 以下のいずれかを選択したあと、［OK］を押します。

選択する項目

標準：転写出力を通常値として動作します。

低い：転写出力を通常より弱くします。

やや高い：転写出力を通常よりやや高くします。

高い：転写出力を通常より高くします。

指定したモードが設定されます。

 

カールを矯正する（特殊モード N）
吸湿した用紙のカールを矯正するときに使用します。本機が高湿度環境で使用されている場
合に本モードを使用することでカール矯正効果があります。

1 （初期設定 / 登録）➞［調整 / クリーニング］➞［特殊モード N］の順

に押します。
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2 以下のいずれかを選択したあと、［OK］を押します。

選択する項目

自動：カセットヒーターユニット装着時に、カールの矯正レベルを自動的に最適な状態
（「中」または「OFF」）に切り替えて動作します。

手動：カールの矯正レベルを「中」または「強」のどちらで動作させるかを手動で選択で
きます。

中：吸湿紙のカールを矯正します。「中」の場合は、カールが矯正しきれず、紙づま
りが発生したり、排紙トレイ積載可能枚数に到達しない場合があります。

強：吸湿紙のカールを矯正します。「中」を選択したときよりもより強い矯正効果が

あります。

OFF：カール矯正モードで動作しません。

指定したモードが設定されます。
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• 工場出荷時は「自動」に設定されています。

• 本モードを「自動」または「手動」に設定するとコピーのスピードが遅くなる場合があり
ます。A4 サイズ等倍の場合、以下のとおりとなります。

• 用紙が吸湿していない場合に、「中」または「強」に設定されていると、画質が低下する
場合があります。

 

分離優先モードを設定する（特殊モード O）
コピー済みの用紙の裏面をカセットや手差しトレイにセットした場合は、紙質などにより用
紙がドラムから分離しづらくなるために通常より紙づまりが発生しやすいことがあります。
そのような場合に、本モードを利用します。

 

工場出荷時は手差しトレイ、カセットとも「OFF」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［調整 / クリーニング］➞［特殊モード O］の順

に押します。

2 ［カセット］と［手差しトレイ］それぞれに対して、［中］、［強］または

［OFF］を選択したあと、［OK］を押します。

選択する項目

中：用紙がドラムから分離しやすくなります。

強：中の設定よりも分離しやすくなります。

OFF：分離優先モードで動作しません。

指定したモードが設定されます。
 

中、または高に設定した場合、画像がかすれる場合があります｡

OFF 中 強
片面 25 22 9
両面 25 14 8

（枚／分）
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薄紙を使用する（特殊モード Ｐ）
薄紙や再生紙など紙の腰が弱く、吸湿していなくてもカールがおきやすい紙に対して、カー
ルを矯正します。

 

工場出荷時は「中」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録） ➞ ［調整 / クリーニング］ ➞ ［特殊モード Ｐ］の順

に押します。

2 以下のいずれかを選択したあと、［OK］を押します。

選択する項目

中：カールを矯正します。

強：「中」より強くカールを矯正します。

OFF：本モードを使用しません。

指定したモードが設定されます。
 

特殊モードNと特殊モードPの両方が動作する設定の場合、特殊モードNが優先されます。
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次のプリントまでの待ち時間を短くする（特殊モード S）
連続コピーした直後に用紙サイズを変更すると、変更後の用紙でのプリント開始まで、少し
時間ががかる場合があります。

本モードで、「スピード優先１」または「スピード優先２」を設定すると、この待ち時間が
短くなります。

 

• 工場出荷時は「OFF」に設定されています。

• 本モードを「スピード優先 1」または「スピード優先 2」に設定すると、前の画像が次の
プリント面に写ってしまう場合があります。

1 （初期設定 / 登録）➞［調整 / クリーニング］➞［特殊モード S］の順

に押します。
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2 以下のいずれかを選択したあと、［OK］を押します。

選択する項目

スピード優先 1：待ち時間を短くし、スピードを優先してプリントします。

スピード優先 2：待ち時間をある程度短くし、スピードを優先してプリントします。

OFF：待ち時間を短くしません。

指定したモードが設定されます。
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回転ソート時のコピー時間の調整をする
回転ソートを設定してプリントするときの、用紙サイズ切替の待ち時間を短縮してコピーに
かかる時間を調整します。

 

工場出荷時は「スピード優先１」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［調整 / クリーニング］➞［回転ソート調整］の

順に押します。

2 以下のいずれかを選択したあと、［OK］ を押します。

選択する項目

スピード優先１：切替時間を最短にし、スピード優先してプリントします。

スピード優先２：切替時間を短くします。スピード優先１よりコピーにかかる時間が長く
なります。

画質優先：切替時間を調整しません。

指定したモードが設定されます。
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フィーダの汚れを補正する
フィーダが汚れていると、プリントされた画像に汚れや、すじが入ってしまうことがありま
す。フィーダ汚れ時自動補正を［ON］に設定しておくと、プリントされた原稿の汚れを軽
減することができます。

 

送信機能使用時に［ファイル形式］で［JPEG］または［PDF（高圧縮）］が選択されてい
る場合は、本モードの設定は無効となります。

 

• フィーダ汚れ時自動補正を［ON］に設定すると、［OFF］にしたときより鮮明にプリント
されますが、汚れやすじが完全に消えるわけではありません。

• 工場出荷時は「ON」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［調整 / クリーニング］➞ ［フィーダ汚れ時自動

補正］の順に押します。

2 ［ON］または ［OFF］を選択したあと、［OK］を押します。

指定したモードが設定されます。
調整をする（調整 / クリーニング）4-58
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5
いろいろなジョブの操作と
デバイス状況の確認
システムの状況を確認したり、プリントジョブの確認や変更などのしかたについて説明して
います。

カウンタを確認する  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-2

ジョブ状況やデバイス状況を確認する  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-3

コピー、プリントジョブの詳細情報を確認する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-7

コピー、プリントジョブを削除する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5-9
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カウンタを確認する
コピーやプリントのカウンタを確認することができます。

1 操作パネルの （カウンタ確認）を押します。

タッチパネルディスプレイにカウンタが表示されます。

2 ［閉じる］を押します。

基本画面に戻ります。
カウンタを確認する5-2



ジョブ状況やデバイス状況を確認する
5

［システム状況 / 中止］を押すとシステム状況画面が表示され、現在処理中や待機中のジョ
ブの確認と中止、および処理済みジョブの確認を、ジョブタイプごとに行うことができます。

また、ファクスの送信ジョブ履歴と受信ジョブ履歴のレポートを、システム状況画面からプ
リントすることもできます。

さらに、給紙箇所にセットされている用紙の有無やメモリ残量、エラーメッセージなど、本
製品の状況を確認することができます。

 

• ジョブの確認 / 中止は、リモート UI でも行うことができます。（➞ リモート UI ガイド「第 2
章　いろいろな機能の確認／管理」）

•［システム管理設定］の［ジョブ履歴表示の ON/OFF］が「OFF」に設定されている場合
は、以下の詳細情報は表示されません。

･ コピージョブ状況、コピージョブ履歴、送信ジョブ履歴、受信ジョブ履歴、ファクスジョ
ブ履歴、プリントジョブ状況、プリントジョブ履歴

1 ［システム状況 / 中止］を押します。

2 システム状況画面の上に並んでいるキーから、確認または変更するジョ

ブタイプを選択するか、［デバイス］を押して本製品の現在の状況を表

示させます。
ジョブ状況やデバイス状況を確認する 5-3
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● ジョブタイプ（コピー、送受信、ファクス、プリント）を選択した場合

❑ 現在処理中または待機中のジョブを確認するには、［ジョブ状況］を押します。

ここでは、［プリント］を選択しています。

［ファクス］を選択した場合は、［送信ジョブ状況］または［受信ジョブ状況］を押します。

［送受信］を選択した場合は、［送信ジョブ状況］を押します。
 

送受信ジョブおよびファクスジョブの状況確認の詳細については、送信／ファクスガイド
「第７章　送信／受信状況の確認と変更」を参照してください。

❑ すでに処理済みのジョブを確認するには、［ジョブ履歴］を押します。

プリントのジョブ履歴は、ジョブの種類ごとに保存されています。［ジョブタイプ］を
押したあと、確認するジョブの種類を選択します。

［送受信］を選択した場合は、［送信ジョブ履歴］または［受信ジョブ履歴］を押します。

［受信ジョブ履歴］を押したあと［I ファクス受信文書］ ➞ ［転送エラージョブ状況］を
押すと、I ファクス転送エラージョブ状況が表示されます。
ジョブ状況やデバイス状況を確認する5-4
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• 画面に表示される以下のアイコンは、それぞれ次の状況を示しています。

• ジョブ履歴には、コピー／ファクス／プリントは 100 件、送信／受信はあわせて 100 件の
ジョブが表示されます。

● デバイスを選択した場合

❑ 本製品の状況を確認します。

アイコン（ジョブ状況） 説明

実行中

待機中

中止中

アイコン（ジョブの種類） 説明

コピージョブ

I ファクスジョブ

電子メール

サーバ送信

ファクスジョブ

プリンタジョブ

レポートジョブ
ジョブ状況やデバイス状況を確認する 5-5
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［メモリ残量］が 0％になっていない場合でも、ジョブの受付ができないことがあります。
その際は、メモリに蓄積されているジョブを出力／削除するなどして、メモリの空き容量
を増やしてください。

❑ トナーの有無を確認するには、［消耗品確認］を押します。

❑ 確認が終了したら、［閉じる］を押します。

3 ［閉じる］を押します。

基本画面に戻ります。
ジョブ状況やデバイス状況を確認する5-6



コピー、プリントジョブの詳細情報を確認する
5

コピー、プリントジョブの受付日時やページ数などの、詳細情報を確認します。
 

［システム管理設定］の［ジョブ履歴表示の ON/OFF］が「OFF」に設定されている場合
は、以下の詳細情報は表示されません。

･ コピージョブ状況、コピージョブ履歴、送信ジョブ履歴、受信ジョブ履歴、ファクスジョ
ブ履歴、プリントジョブ状況、プリントジョブ履歴

1 ［システム状況 / 中止］を押したあと、ジョブタイプ（［コピー］、［プリ

ント］）を選択します。

2 ［ジョブ状況］または［ジョブ履歴］を押して、詳細を表示するジョブ

を選択したあと、［詳細情報］を押します。
コピー、プリントジョブの詳細情報を確認する 5-7
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3 詳細情報を確認したあと、基本画面に戻るまで［閉じる］を押していき

ます。
コピー、プリントジョブの詳細情報を確認する5-8



コピー、プリントジョブを削除する
5

コピー、プリント中のジョブや、待機中のジョブを中止します。
 

• 読み込み中のジョブは ［ストップ］を押して中断できます。

• プリント中のコピージョブをタッチパネルディスプレイから中止する手順については、コ
ピーガイド「第 1 章　コピーについて」を参照してください。

• 送信／ファクスジョブを中止する手順については、送信／ファクスガイド「第 1 章　送信
機能について」を参照してください。

1 ［システム状況 / 中止］を押したあと、ジョブタイプ（［コピー］、［プリ

ント］）を選択します。

この手順の画面を確認する場合は、「コピー、プリントジョブの詳細情報を確認する」
（➞ P.5-7） の手順 1 を参照してください。

2 ［ジョブ状況］を押します。
コピー、プリントジョブを削除する 5-9
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3 目的のジョブを選択したあと、［中止］を押します。

4 「中止してもよろしいですか？」と表示されたら、「はい」を押します。

中止しないときは、「いいえ」を押します。

選択したジョブが中止されます。

5 操作が終了したら、［閉じる］を押します。
コピー、プリントジョブを削除する5-10
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システム管理者情報を設定する（システム管理者情

報の設定）
本製品のシステム管理者情報を設定します。

システム管理部門 ID を設定すると、システム管理設定モードに対して、制限をかけること
ができます。

システム管理者情報の設定は、初期設定 / 登録画面から行います。初期設定 / 登録画面での
操作の流れは、「初期設定 / 登録画面とは」（➞ P.4-2）を参照してください。

 

• カードリーダ- E1を装着すると、すでに登録済みのシステム管理部門IDとシステム管理暗
証番号は消去されます。

• ユーザ ID 管理を ON に設定している場合、部門別 ID 管理を「OFF」にし、システム管理者
を設定していないときは、すべてのユーザが管理者ユーザになる場合があります。

• ユーザID管理をONに設定している場合、システム管理設定モードは、ユーザタイプによっ
て以下のように制限されます。

･「一般ユーザ」として登録されたユーザは、システム管理部門 ID の設定に関わらず、シ
ステム管理設定を変更することができません。

･「管理者」として登録されたユーザは、正しいシステム管理部門 ID とシステム管理暗証
番号を入力するか、あらかじめユーザ情報として登録しておくことでシステム管理設定
を変更することができます。

 

• カードリーダ - E1 装着時は、それぞれのカードに割りあてられている数字（100 部門（オ
プションのネットワークインターフェースボード（Satera MF7455N は標準装備）装着
時は 1000 部門））をシステム管理部門 ID として登録することができません。

• 文字を入力する方法は、「タッチパネルディスプレイから文字を入力する」（➞ P.2-16） を
参照してください。

•「かな漢」「カタカナ」「英字」「記号」「コード」モードで、メールアドレスは半角 64 文字
まで、それ以外は半角 32 文字、全角 16 文字まで登録できます。「カタカナ（半角）」で
入力した濁点（゛）、半濁点（゜）は半角 1 文字分に数えます。

• システム管理部門 ID やシステム管理暗証番号は 7 桁まで登録できます。「0000000」のよ
うに 0 だけで構成された暗証番号は登録できません。7 桁に満たない場合は頭に 0 をつ
けて７桁になる数で設定されます。
例：「02」または「002」と入力すると、「0000002」と設定されます。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［システム管理者情報の

設定］の順に押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。
システム管理者情報を設定する（システム管理者情報の設定）6-2
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2 各項目を設定したあと、［次へ］を押します。

［システム管理者名］：

［システム管理者名］を押して、システム管理者の名称を入力したあと、［OK］を押します。

［システム管理部門 ID］：

［システム管理部門 ID］を押して、システム管理部門 ID として設定または変更する 7 桁以
内の数字を ～ （テンキー）で入力します。本製品の操作を管理するために、システム
管理部門 ID は必ず設定してください。「0000000」のように 0 だけで構成されたシステム

管理部門 ID は登録できません。7 桁に満たない場合は頭に 0 をつけて７桁になる数で設定
されます。
例：「02」または「002」と入力すると、「0000002」と設定されます。

［システム管理暗証番号］：

［システム管理暗証番号］を押して、システム管理暗証番号として設定または変更する 7 桁

以内の数字を ～ （テンキー）で入力します。「0000000」のように 0 だけで構成され
た暗証番号は登録できません。7 桁に満たない場合は頭に 0 をつけて７桁になる数で設定
されます。

例：「02」または「002」と入力すると、「0000002」と設定されます。

3 各項目を設定したあと、［OK］を押します。
 

（クリア）を押すと、入力した文字（数字）を取り消すことができます。
システム管理者情報を設定する（システム管理者情報の設定） 6-3
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部門別 ID 管理を設定する（部門別 ID 管理）
1 つの部門に対して 7 桁の部門 ID と部門 ID ごとの暗証番号を登録することにより、番号を
入力した場合のみ本製品が使えるように設定することができます。この機能を部門別 ID 管
理と呼びます。部門 ID と暗証番号は 100 部門（オプションのネットワークインターフェー
スボード（Satera MF7455N は標準装備）装着時は 1000 部門）まで登録でき、部門ごと
のコピー／プリントのカウントを確認できます。

ここでは、以下の設定／登録、およびカウント情報の確認を行います。

•部門別 ID 管理をするかしないかの設定

•部門 ID と暗証番号の登録

•スキャン、プリント、コピーなどの制限の ON/OFF と制限面数の設定

• ID 不定プリンタジョブ、リモートスキャンジョブの許可

部門別 ID 管理は、初期設定 / 登録画面から行います。初期設定 / 登録画面での操作の流れ
は、「初期設定 / 登録画面とは」（➞ P.4-2）を参照してください。
部門別 ID 管理設定を編集したあとは、（認証）を押して、部門別 ID とパスワードの入力画
面を表示させてください。

 

• オプションのカードリーダ-E1を装着している場合は、自動的に部門別ID管理を行います。
（➞ カードリーダ - E1：P.3-18）

• パスワードを変更すると、変更した部門 ID のコントロールカードは使用できなくなりま
す。

• ユーザID管理をONに設定している場合は、登録されているユーザ名に対応した部門ID に
対して、部門別 ID 管理を行います。

• ユーザID管理をONに設定している場合は、ユーザIDに登録している情報と部門別ID管理
のユーザ情報およびパスワードを一致させる必要があります。登録されている部門 ID ／
暗証番号が変わった場合は、ユーザ ID の情報もあわせて変更してください。ユーザ ID の
設定については、「リモート UI ガイド」を参照してください。

 

• 部門 ID や暗証番号は 7 桁まで登録できます。「0000000」のように 0 だけで構成された部
門 ID や暗証番号は登録できません。7 桁に満たない場合は頭に 0 をつけて７桁になる数
で設定されます。
例：「02」または「002」と入力すると、「0000002」と設定されます。

• 制限面数の入力範囲は 0 ～ 999999 です。

• 本製品では、部門別 ID 管理だけでなく、ユーザ ID による管理もできます。

• 工場出荷時は、「OFF」に設定されています。
部門別 ID 管理を設定する（部門別 ID 管理）6-4
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部門 ID ／暗証番号／制限面数の登録

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［部門別 ID 管理］の順に

押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。

2 ［ON］➞［暗証番号の登録］を押します。

暗証番号を登録しない場合は、手順 8 へ進みます。

3 ［登録］を押します。
部門別 ID 管理を設定する（部門別 ID 管理） 6-5
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4 部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力します。

❑［部門 ID］を押したあと、部門 ID を入力します。

❑［暗証番号］を押したあと、暗証番号を入力します。

部門 ID や暗証番号は 7 桁まで登録できます。「0000000」のように 0 だけで構成され
た部門 ID や暗証番号は登録できません。7 桁に満たない場合は頭に 0 をつけて７桁に
なる数で設定されます。
例：「02」または「002」と入力すると、「0000002」と設定されます。

 

• （クリア）を押すと、入力した数字を取り消すことができます。

• 暗証番号を登録しない場合は、部門IDを入力しただけで、本製品が使えるようになります。

5 ［制限の ON/OFF と制限面数の設定］を押します。

6 制限面数を設定します。

❑ 面数を制限する項目の［ON］を押します。

制限を解除する場合は、［OFF］を押します。
 

「トータルプリント」は「コピー」と「プリント」の制限面数の合計です。
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❑ 面数を制限する項目の［□］を押したあと、 ～ （テンキー）で制限面数を
入力します。

 

• ファクス送信中に、「スキャン制限」が制限面数に達した場合、送信は中止されます。

• フィーダからの原稿読み込み中にスキャン制限が上限に達した場合、ジョブは中止されま
す。（読み込まれた分のスキャンはカウントされません。）

 

• （クリア）を押すと、入力した数字を取り消すことができます。

• 制限面数の入力範囲は 0 ～ 999999 です。設定した数値を超えるコピー／スキャン／プリ
ントはできません。

• 制限面数とは、プリント面に対しての数です。1 枚の用紙に両面プリントした場合は面数
は 2 になります。

❑［OK］➞［OK］を押します。

7 ［閉じる］を押します。
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8 ［OK］を押します。

 

手順 2 の「ON」が設定されている場合は、部門別 ID 管理されます。

 

暗証番号と制限面数を変更する
登録されている暗証番号と制限面数を変更します。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［部門別 ID 管理］の順に

押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。

2 ［ON］➞［暗証番号の登録］を押します。

この手順の画面を確認する場合は、「部門 ID ／暗証番号／制限面数の登録」（➞ P.6-5）の

手順 2 を参照してください。
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3 ［▼］［▲］を押して、暗証番号を変更する部門を表示させて選択したあ

と、［編集］を押します。

 

［▼］［▲］を長押しすると、ページ番号が増減し、キーを離した時点のページが表示され
ます。部門 ID が大量に登録されている場合に、すばやく目的の部門 ID を表示させること
ができます。

4 ～ （テンキー）で暗証番号を入力します。

暗証番号は 7 桁まで登録できます。「0000000」のように 0 だけで構成された暗証番号は

登録できません。7 桁に満たない場合は頭に 0 をつけて７桁になる数で設定されます。
例：「02」または「002」と入力すると、「0000002」と設定されます。
 

• （クリア）を押すと、入力した数字を取り消すことができます。

• 部門 ID の変更はできません。

5 ［制限の ON/OFF と制限面数の設定］を押します。
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6 必要に応じて制限面数を変更します。

❑ 対象とする項目の［ON］を押します。

❑ 対象とする項目の［□］を押したあと、 ～ （テンキー）で制限面数を入力
します。

❑［OK］➞［OK］を押します。

項目ごとに制限の ON/OFF を切り替えることもできます。
 

• （クリア）を押すと、入力した数字を取り消すことができます。

• 制限面数の入力範囲は 0 ～ 999999 です。設定した数値を超えるプリントはできません。

• 制限面数とは、プリント面に対しての数です。1 枚の用紙に両面プリントした場合は面数
は 2 になります。

7 ［閉じる］を押します。
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8 ［OK］を押します。

 

手順 2 の「ON」が設定されている場合は、部門別 ID 管理されます。

 

部門を消去する
登録されている部門を消去します。

 

カードリーダ - E1 で部門別 ID 管理をしている場合は、部門 ID の消去はできません。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［部門別 ID 管理］の順に

押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。

2 ［ON］➞［暗証番号の登録］を押します。

この手順の画面を確認する場合は、「部門 ID ／暗証番号／制限面数の登録」（➞ P.6-5）の
手順 2 を参照してください。
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3 ［▼］［▲］を押して、消去する部門を表示させて選択したあと、［消去］

を押します。

 

［▼］［▲］を長押しすると、ページ番号が増減し、キーを離した時点のページが表示され
ます。部門 ID が大量に登録されている場合に、すばやく目的の部門 ID を表示させること
ができます。

4 ［はい］を押します。

消去しない場合は、［いいえ］を押します。

部門が消去されます。

5 ［閉じる］を押します。
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6 ［OK］を押します。

 

手順 2 の「ON」が設定されている場合は、部門別 ID 管理されます。

 

カウント情報の確認とプリントをする
部門ごとに使用したプリント面数のカウントを表示したり、リストをプリントすることがで
きます。

 

ユーザ ID 管理でのユーザ情報の登録については、「リモート UI ガイド」を参照してくだ
さい。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［部門別 ID 管理］の順に

押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。

2 ［ON］➞［カウント管理］を押します。
部門別 ID 管理を設定する（部門別 ID 管理） 6-13



6

3 カウントの確認、またはプリントをします。

部門 ID が空欄（表示なし）のプリント面数は、部門 ID に対応していないプリンタドライ
バなどからのプリント（ID 不定ジョブ）です。

部門 ID が空欄（表示なし）のスキャン面数は、部門 ID に対応していないドライバからの
リモートスキャン（ID 不定ジョブ）です。

● 確認だけの場合

❑［▼］［▲］を押して任意の部門を表示させたあと、必要に応じて［ ］［ ］
を押して内容を確認します。
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［▼］［▲］を長押しすると、ページ番号が増減し、キーを離した時点のページが表示され
ます。部門 ID が大量に登録されている場合に、すばやく目的の部門 ID を表示させること
ができます。

● 表示されているカウントをプリントする場合

❑［カウントプリント］を押します。

❑［はい］を押します。

プリントしない場合は、［いいえ］を押します。

プリントが開始されます。
 

• プリントを中止する場合は、［中止］を押します。

• プリント中の画面を閉じる場合は、［閉じる］を押します。

• 共通仕様設定（初期設定 / 登録）の、カセットオート選択の ON/OFF の［その他］で ON に
設定されている給紙箇所に、 A3、B4、A4、A4R の普通紙、再生紙または色紙がセット
されているときにリストをプリントできます。（➞ カセットオート選択の ON/OFF を設定
する：P.4-22）

4 ［閉じる］を押します。

5 ［OK］を押します。
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手順 2 の「ON」が設定されている場合は、部門別 ID 管理されます。

 

カウント情報を消去する
登録されている部門のカウント数を消去します。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［部門別 ID 管理］の順に

押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。

2 ［ON］➞［カウント管理］を押します。

この手順の画面を確認する場合は、「カウント情報の確認とプリントをする」（➞ P.6-13）

の手順 2 を参照してください。

3 ［オールクリア］を押します。

部門ごとに消去したい場合は、［▼］［▲］を押して、消去したい部門を表示させて選択した

あと、［クリア］を押します。
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4 ［はい］を押します。

消去しない場合は、［いいえ］を押します。

「消去しました。」というメッセージが約 2 秒間表示されます。

カウント数が消去されます。

5 ［閉じる］を押します。
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6 ［OK］を押します。

 

手順 2 の「ON」が設定されている場合は、部門別 ID 管理されます。

 

ID 不定のプリントジョブ／スキャンジョブを受け付けるかど
うか設定する

部門 ID に対応していないプリンタドライバからのプリントや、パソコンからのリモートス
キャンをさせるか、させないかの設定をします。

 

•［ID 不定プリンタジョブの許可］は、オプションの CARPS2 プリンタキット（Satera 
MF7455N は標準装備）を装着している場合のみ、設定が有効になります。

•［ID 不定リモートスキャンジョブの許可］は、オプションのネットワークインターフェー
スボード（Satera MF7455N は標準装備）を装着している場合のみ、設定が有効になり
ます。

• 工場出荷時は、すべて「ON」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［部門別 ID 管理］の順に

押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。
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2 ［ON］を押します。

3 ［ON］または［OFF］を選択したあと、［OK］を押します。

選択する項目

ID 不定プリンタジョブの許可

ID 不定リモートスキャンジョブの許可

 

手順 2 の「ON」が設定されている場合は、部門別 ID 管理されます。

［ON］： 部門 ID に対応していないプリンタドライバなどからのプリントを行います。

［OFF］： 部門 ID に対応していないプリンタドライバなどからのプリントは行いません。

［ON］： 部門 ID に対応していないドライバからのリモートスキャンを行います｡

［OFF］： 部門 ID に対応していないドライバからのリモートスキャンを行いません｡
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ユーザ ID 管理
ユーザ ID 管理の ON/OFF を設定します。ユーザ ID 管理を ON に設定すると、1000 部門
までのユーザ ID の情報を管理することができます。

ユーザ ID 管理の設定は、初期設定 / 登録画面から行います。初期設定 / 登録画面での操作
の流れは、「初期設定 / 登録画面とは」（➞ P.4-2）を参照してください。

 

• ユーザ ID 管理をするためには、オプションのネットワークインターフェースボード
（Satera MF7455N は標準装備）が必要です。

• ユーザ ID とパスワードは本体からは登録できません。リモート UI から登録してください。

• ユーザ ID 管理を ON にする前に、ユーザ ID とパスワードを登録してください。
 

それぞれのユーザ ID には、部門 ID は１つ登録できます。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［ユーザ ID 管理］の順に

押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。

2 ［ON］または［OFF］を選択したあと、［OK］を押します。
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OFF）
6

リモート UI を使用して本製品の設定や操作を可能にするかどうかの設定をします。

リモート UI の ON/OFF は、初期設定 / 登録画面から行います。初期設定 / 登録画面での操
作の流れは、「初期設定 / 登録画面とは」（➞ P.4-2）を参照してください。

 

リモート UI を使用するには、オプションのネットワークインターフェースボード（Satera
MF7455N は標準装備）が必要です。

 

• リモート UI の詳しい内容については、「リモート UI ガイド」を参照してください。

• ネットワークの接続、設定については、「ネットワークガイド」を参照してください。

• 工場出荷時は、「ON」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［リモート UI の ON/

OFF］の順に押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。

2 ［ON］または［OFF］を選択したあと、［OK］を押します。

選択する項目

指定したモードが設定されます。
 

設定は、本製品の主電源スイッチを入れなおしたあと有効になります。

［ON］： リモート UI からの設定や操作を行うことができます。

［OFF］： リモート UI からの設定や操作を行うことができません。
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デバイス情報を設定する（デバイス情報の設定）
本製品の名称と設置されている場所を設定します。

デバイス情報の設定は、初期設定 / 登録画面から行います。初期設定 / 登録画面での操作の
流れは、「初期設定 / 登録画面とは」（➞ P.4-2）を参照してください。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［デバイス情報の設定］

の順に押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設

定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して
（認証）を押します。

2 本製品の名称と設置場所を登録します。

❑［デバイス名］を押して、本製品の名称を入力したあと［OK］を押します。

❑［設置場所］を押して、本製品の設置場所を入力したあと、［OK］を押します。

❑［OK］を押します。

「かな漢」「カタカナ」「英字」「記号」「コード」モードで、半角 32 文字、全角 16 文字

まで登録できます。「カタカナ（半角）」で入力した濁点（゛）、半濁点（゜）は半角 1
文字分に数えます。

本製品の名称と設置場所を登録しない場合は、［キャンセル］を押します。

本製品の名称と設置場所が設定されます。
 

文字を入力する方法は、「タッチパネルディスプレイから文字を入力する」（➞ P.2-16）を
参照してください。
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送信機能を制限する
6

宛先表の暗証番号、新規宛先による送信／ファクスの制限、ファクスドライバからの送信の
許可、コールの制限、ファクス番号の確認入力、同報送信の制限の設定をすることができま
す。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［送信機能の制限］の順

に押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設

定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して
（認証）を押します。

2 制限したい項目を選択します。

● 宛先表に暗証番号を設定する場合

❑［宛先表の暗証番号］を押します。
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❑ ～ （テンキー）で暗証番号を入力します。

暗証番号は 7 桁まで登録できます。「0000000」のように 0 だけで構成された暗証番
号は登録できません。7 桁に満たない場合は頭に 0 をつけて７桁になる数で設定されま

す。
例：「02」または「002」と入力すると、「0000002」と設定されます。

（クリア）を押すと、入力した数字を取り消すことができます。

❑［OK］を押します。
 

• 宛先表に暗証番号を設定すると、宛先表の編集時に暗証番号の入力画面が表示されます。

• 暗証番号を解除する場合は、［宛先表の暗証番号］画面を表示させ、 （クリア）を押して
設定してある暗証番号を削除します。

• 工場出荷時には暗証番号は設定されていません。

● 新規宛先を制限する場合

❑［新規宛先の制限］を押します。

選択する項目

 

工場出荷時は「OFF」に設定されています。

［ON］： テンキーからの宛先入力および、新規宛先の入力を禁止します。

［OFF］： 新規宛先の入力を禁止しません。
送信機能を制限する6-24
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● ファクスドライバからの送信を制限する場合

❑［ファクスドライバからの送信を許可］を押します。

選択する項目

 

工場出荷時は「ON」に設定されています。

● コールを制限する場合

❑［コールの制限］を押します。

選択する項目

 

工場出荷時は「OFF」に設定されています。

［ON］： ファクスドライバからの送信を許可します。

［OFF］： ファクスドライバからの送信を禁止します。

［ON］： コールボタンの使用を禁止します。

［OFF］： コールボタンの使用を禁止しません。
送信機能を制限する 6-25
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● 番号の確認入力を設定する場合

❑［ファクス番号入力時の確認入力］を押します。

選択する項目

 

工場出荷時は「OFF」に設定されています。

● 同報送信を制限する場合

❑［同報送信の制限］を押します。

選択する項目

 

工場出荷時は「OFF」に設定されています。

［ON］： テンキーで新規宛先の番号を入力すると、宛先の確認入力画面が
表示されます。

［OFF］： 宛先の確認入力画面は表示されません。

［同報送信の確認］： 複数の宛先へ送信するときに、宛先にファクスが含まれていると、
確認画面が表示されます。

［同報送信不可］： 複数の宛先への送信を禁止します。

［OFF］： 複数の宛先への送信を禁止しません。
送信機能を制限する6-26



ジョブ履歴表示の ON/OFF を設定する
6

［システム状況 / 中止］ですでに処理済みのジョブを表示する／しないを設定します。
 

•［システム状況 / 中止］の詳しい内容については、「ジョブ状況やデバイス状況を確認する」
（➞ P.5-3）を参照してください。

•［ジョブ履歴表示の ON/OFF］を「OFF」に設定すると、通信管理レポートの自動出力が
行われません。

• 工場出荷時は「ON」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［ジョブ履歴表示の ON/

OFF］の順に押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。

2 ［ON］または［OFF］を選択します。

選択する項目

 

ジョブ履歴表示を［OFF］に設定すると、通信管理レポートの自動出力設定が無効になり
ます。

3 ［OK］を押します。

［ON］： ［システム状況 / 中止］でジョブ履歴を表示します。

［OFF］： ［システム状況 / 中止］でジョブ履歴を表示しません。
ジョブ履歴表示の ON/OFF を設定する 6-27



6

USB デバイスを使用する
USB インタフェースで接続して本製品を使用する／しないを設定します。
 

工場出荷時は「ON」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［USB デバイスを使用］

の順に押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。

2 ［ON］または［OFF］を選択します。

選択する項目

USB インタフェースで接続して本製品を使用しない場合には、「OFF」を選択します。

［ON］： USB インタフェースで接続して本製品を使用することができます。

［OFF］： USB インタフェースで接続して本製品を使用することができません。
USB デバイスを使用する6-28



部門 ID/ ユーザ名表示の ON/OFF を設定す
る

6

部門別 ID 管理を設定している場合に、初期画面のジョブ／状況表示部に部門 ID を表示する／
しないを設定します。

 

• 部門別 ID 管理の詳しい内容については、「部門別 ID 管理を設定する（部門別 ID 管理）」
（➞ P.6-4）を参照してください。

• 工場出荷時は「ON」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［部門 ID/ ユーザ名表示

の ON/OFF］の順に押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設

定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して
（認証）を押します。

2 ［ON］または［OFF］を選択します。

選択する項目

部門 ID を確認する必要がない場合には、「OFF」を選択します。

［ON］： 部門 ID を表示します。

［OFF］： 部門 ID を表示しません。
部門 ID/ ユーザ名表示の ON/OFF を設定する 6-29
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ネットワークの自動接続／切断を設定する
（自動オンライン / オフライン移行）
リモートスキャン機能などを使用する場合、ネットワークをオンラインに切り替える必要が
あります。ここでは、オンライン／オフラインの切り替え方法を設定します。

 

• 自動オンライン / オフライン移行はオプションのネットワークインターフェースボード
（Satera MF7455N は標準装備）が装着されている場合に表示されます。

• リモートスキャン機能については、「ドライバーソフトウェアガイド」を参照してくださ
い。

 

自動オンライン移行を設定する（自動オンライン移行）
自動オンライン移行を「ON」に設定すると、 （リモートスキャナ）を押すだけで、自動
的にネットワークをオンラインに切り替えることができます。

 

工場出荷時は、「OFF」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［自動オンライン / オフ

ライン移行］➞［自動オンライン移行］の順に押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。
ネットワークの自動接続／切断を設定する （自動オンライン / オフライン移行）6-30



6

2 ［ON］または［OFF］を選択したあと、［OK］を押します。

指定したモードが設定されます。

 

自動オフライン移行を設定する（自動オフライン移行）
ネットワークがオンラインの状態では、コピー、ファクスでの読み込みなどの操作を行うこ
とができない場合があります。自動オフライン移行を「ON」に設定しておくと、本製品は
自動的にオフラインに移行します。

 

工場出荷時は、「OFF」に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［自動オンライン / オフ

ライン移行］➞［自動オフライン移行］の順に押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。
ネットワークの自動接続／切断を設定する （自動オンライン / オフライン移行） 6-31
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2 ［ON］または［OFF］を選択したあと、［OK］を押します。

指定したモードが設定されます。
 

「ON」に設定した場合は、タイマー設定（初期設定 / 登録）のオートクリアタイムで設定
した時間が経過すると、自動的にオフラインに移行します。オートクリアをしない（0 分）
に設定してある場合は約 2 分でオフラインに移行します。（➞ オートクリアタイムの設定
をする：P.4-46）
ネットワークの自動接続／切断を設定する （自動オンライン / オフライン移行）6-32



転送エラー時の設定をする
6

ファクスや I ファクスの転送エラーが発生した場合の受信文書の処理のしかたを設定しま
す。

 

工場出荷時は「画像をプリント」が［ON］に設定されています。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［転送エラー時の設定］

の順に押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。

2 ［画像をプリント］を押します。
転送エラー時の設定をする 6-33
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3 ［ON］または［OFF］を選択し、［OK］を押します。

選択する項目

4 ［画像をメモリに保存］を押します。

5 ［ON］または［OFF］を選択し、［OK］を押します。

選択する項目

 

［画像をプリント］、［画像をメモリに保存］のどちらも OFF に設定すると、
転送できなかった文書は失われます。

［ON］： 通信管理設定のメモリ受信設定が［OFF］に設定されているときに、転送でき
なかった画像をプリントします。

［OFF］： プリントしません。

［ON］： 転送できなかった画像をメモリに保存します。

［OFF］： メモリに保存しません。
転送エラー時の設定をする6-34



本体側で指定した機能に対応するドライバをパ
ソコン側で検出、インストールする

（ページ記述言語選択（プラグ＆プレイ））
6

本体側で、本体に装着されているファクスボードやプリンタキットに適した機能を指定しま
す。パソコン側では、本体側で指定された機能に対応するドライバを検出してインストール
を行います。

 

対応するドライバがパソコン内にない場合は、検出およびインストールは行われません。
 

ページ記述言語選択（プラグ & プレイ）機能は、オプションの CARPS2 プリンタキット
（Satera MF7455N は標準装備）が装着されている場合に表示されます。

1 （初期設定 / 登録）➞［システム管理設定］➞［ページ記述言語選択

（プラグ＆プレイ）］を押します。

システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号が設定されている場合は、［システム管理設
定］を押したあとにシステム管理部門 ID と暗証番号を ～ （テンキー）で入力して

（認証）を押します。

2 プラグ＆プレイの対象となる機能のボタンを選択したあと、［OK］を押

します。
本体側で指定した機能に対応するドライバをパソコン側で検出、インストールする
（ページ記述言語選択（プラグ＆プレイ））
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本体側で指定した機能に対応するドライバをパソコン側で検出、インストールする 
（ページ記述言語選択（プラグ＆プレイ））

6-36
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フィーダ
フィーダは、送信原稿に済みスタンプ（マーク）をつけることができます。済みスタンプが
カスレてきたり、つかなくなったりしたときは、スタンプカートリッジを交換してください。

 

スタンプカートリッジを交換するときは、インクで衣服や手を汚さないように注意してく
ださい。衣服や手が汚れた場合は、直ちに水で洗い流してください。

 

スタンプカートリッジを交換する

1 フィーダの上カバーを開いたあと、中カバーを開きます。

2 ピンセットを使って古いスタンプカートリッジを取り外します。
フィーダ7-2
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3 ピンセットを使って新しいスタンプカートリッジをカチッと音がするま

で取り付けます。

 

• スタンプカートリッジの 2 つの突起が、フィーダの凹みに収まるようにセットしてくださ
い。

• スタンプカートリッジのスタンプ面が突き出ないようにセットしてください。

• スタンプカートリッジを正規の位置にセットしていないと紙づまりの原因になることが
あります。

4 中カバーを閉じたあと、フィーダの上カバーを閉じます。

 

カバーを閉じる場合は、すき間に指をはさまないように注意してください。
フィーダ 7-3
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フィニッシャー U2（オプション）
フィニッシャー U2（オプション）の針ケースを交換する方法について説明します。

 

針ケースを交換する
ステイプルユニットのカートリッジの針が残り少なくなり、針ケースの交換が必要になる
と、下のような画面が表示されます。以下の手順に従って、針ケースを交換してください。

針ケースは必ず本製品専用のものを使用してください。

 

針ケースはなくなる前に販売店よりお求めになることをおすすめします。

1 フィニッシャーの前カバーを開きます。
フィニッシャー U2（オプション）7-4
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2 針カートリッジの上下（緑色の部分）をつまんで引き上げてから引き出

します。

3 空になった針ケースの左右の「PUSH」部を押して取り外します。

針カートリッジを下図のように置いてから、針ケースを取り出します。

4 新しい針ケースをセットします。

針カートリッジのバネは、カチッと音がするまで指で押し込んでください。
フィニッシャー U2（オプション） 7-5
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• 針ケースは必ず本製品専用のものを使用してください。

• 針をとめてあるシールは、カートリッジにセットする前にはがさないでください。
 

一度にセットできる針ケースは 1 個までです。

5 針をとめてあるシールをまっすぐに引き抜きます。

 

斜めに引くとシールが途中で切れる恐れがあります。必ずまっすぐ引き抜いてください。

6 針カートリッジをしっかり押し込みます。
フィニッシャー U2（オプション）7-6
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7 フィニッシャーの前カバーを閉じます。

 

カバーを閉じる場合は、すき間に指をはさまないように注意してください。
 

カバーを閉じると、針がとじ位置になければステイプルユニットは自動的に数回空うちし
て、針の頭出しを行います。
フィニッシャー U2（オプション） 7-7
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カートリッジの交換
トナーがなくなりプリントできない状態になると、タッチパネルディスプレイに交換方法が
表示されます。このようなとき、次の手順に従ってカートリッジを交換してください。

［後で処理］を押した場合は、カートリッジをすぐに交換しなくても初期設定 / 登録の設定、
原稿の読み込みなどの操作は続けることができます。

 

• カートリッジは絶対に火の中に入れないでください。爆発の恐れがあり大変危険です。

• カートリッジは火気のある場所に保管しないでください。トナーに引火して、爆発や火災
の原因になります。

 

• カートリッジを廃棄する場合は、トナー容器を袋に入れてトナーが飛び散らないように
し、自治体の指示に従って処理してください。

• カートリッジは幼児の手の届かないところへ保管してください。もしトナーを飲んだ場合
は、直ちに医師と相談してください。

• トナーが衣服や手に付着した場合は、直ちに水で洗い流してください。温水で洗うとト
ナーが定着し、汚れがとれなくなることがあります。

 

• カートリッジは必ず本製品専用のものを使ってください。

• カートリッジの交換は、カートリッジ交換のメッセージが表示されてから行ってくださ
い。

• カートリッジの交換は、本製品のプリント中に行わないでください。

• 当初同梱されているカートリッジの寿命は、交換用キヤノン純正品の約半分です。
 

• タッチパネルディスプレイに表示される［前の手順へ］、［次の手順へ］を押して、交換方
法を確認することができます。

• トナーがなくなり中断したプリントジョブは、カートリッジ交換後自動的に再開します。
カートリッジの交換7-8
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カートリッジの交換

1 本体左カバー上の開閉ボタンを押して、左カバーを開きます。

2 本体正面カバーを開きます。

3 ロックレバーをカチッというまで回します。

 

レバーの ▼が  （アンロックアイコン） の ▲ 位置にあることを確認してください。
カートリッジの交換 7-9
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4 カートリッジホルダーの取っ手を持って、本体からカートリッジホル

ダーを引き出します。

カートリッジホルダーは、止まるところまで引き出してください。

5 カートリッジの取っ手を持ってカートリッジホルダーからカートリッジ

を取り出します。

カートリッジはまっすぐ上に引き出してください。
カートリッジの交換7-10
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6 交換用のカートリッジを保護袋から取り出します。

 

カートリッジが入っていた保護袋は、お手入れの際カートリッジを取り外したときに使い
ますので捨てずに保管しておいてください。

7 外側の短い梱包テープをはがします。

8 パッキング材を取り除きます。
カートリッジの交換 7-11
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9 カートリッジをゆっくりと左右、前後に 5 ～ 6 回振って、中のトナーを

均一にならします。

10 カートリッジを平らな安定した場所に置き、シーリングテープを矢印の

ように引き抜きます。

シーリングテープはまっすぐに引き抜いてください。

 

シーリングテープを勢いよく引き抜いたり、途中で止めたりするとトナーが飛び散ること
があります。トナーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と相談してくだ
さい。

 

• シーリングテープは最後まで完全に引き抜いてください。シーリングテープがカートリッ
ジ内に残っていると、印字不良の原因になります。

• 引き抜いたシーリングテープは、地域の条例に従って処分してください。
カートリッジの交換7-12
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11 長い梱包テープをはがします。

12 拍車カバーのタブを持って、拍車カバーをはずします。

13 カートリッジの取っ手を持って、カートリッジホルダーにセットしま

す。
カートリッジの交換 7-13
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14 カートリッジホルダーの取っ手を持って、本体にカートリッジホルダー

をしっかり押し込みます。

15 ロックレバーを回して、元の位置に戻します。
 

レバーの ▼が  （ロックアイコン）の ▲ 位置にあることを確認してください。

16 本体正面カバーを閉めます。

 

本体正面カバーを閉めるときに指をはさまないようにしてください。けがの原因になりま
す。
カートリッジの交換7-14
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17 本体左カバーのハンドアイコン（ ）部分を押して、カチッと音がする

まで静かに閉じます。

 

本体左カバーを閉めるときに指をはさまないようにしてください。けがの原因になりま
す。

 

使用済みのカートリッジなどにつきましては、回収を行っています。ご理解とご協力をお
願いします。（➞ 資源再利用のお願い：P.xxv）

 

カートリッジの保管について
交換用にお求めになったカートリッジや、修理や移動時に取り出したカートリッジは、次の
ような点に気を付けて保管してください。

 

• 安全かつ快適にご使用いただくために、次の条件を満たした場所で保管してください。

･ 直射日光の当たる場所は避けてください。

･ 高温多湿の場所や、温度変化や湿度変化の激しい場所は避けてください。
保管温度範囲： 0 ～ 35 ℃
保管湿度範囲： 35 ～ 85 ％RH（相対湿度／結露しないこと）

･ アンモニアなどの腐食性のガスが発生する場所や、空気に塩分が多く含まれている場所、
ホコリの多い場所での保管は避けてください。

･ 幼児の手の届かないところに保管してください。

･ フロッピーディスクやディスクドライブなど、磁気を嫌う製品の近くには置かないでく
ださい。

• 本体にセットするときと同じ向きで保管してください。立てたり、裏返したりした状態で
保管しないでください。

• 使用中のカートリッジを本体から取り出したときは、すみやかに梱包時の保護袋に入れる
か、厚い布で包んでください。

• 新品のカートリッジは、実際に使用するときまで保護袋から取り出さないでください。
 

保管湿度範囲内でも、外気との温度差によってカートリッジ外部や内部に水滴が付着する
ことがあります。この水滴が付着する状態を、結露といいます。結露はカートリッジの品
質に悪影響をおよぼします。
カートリッジの交換 7-15
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日常のお手入れ
原稿がきれいに読み取れないときは、次の箇所を清掃してください。快適なプリント結果を
得ていただくため、1 か月に 1 回程度、清掃をお願いいたします。

•原稿台ガラス

•フィーダ裏面

•フィーダローラ部

•排紙部ローラ
 

電源プラグを定期的に抜き、その周辺およびコンセントにたまったほこりや汚れを、乾い
た布で拭き取ってください。ほこり、湿気、油煙の多いところで電源プラグを長期間差し
たままにすると、その周辺にたまったほこりが湿気を吸って絶縁不良となり、火災の原因
になります。

 

カバーを閉じる場合は、すき間に指をはさまないように注意してください。
 

• アルコールやシンナー、ベンジンなどの溶剤はプラスチック部を変質させることがありま
す。絶対に使わないでください。

• 清掃のときは、水で濡らしすぎると原稿の破損や故障の原因になることがあります。

• 電源プラグを抜いている間は、ファクスの送受信はできません。

• プリント待機中のデータがある場合に主電源スイッチを切ると、プリント待機中のデータ
は消去されます。

• メモリ受信されたデータや、送信予約などは、電源プラグを抜いてから約 60 分間は保持
されます。

 

原稿台ガラスおよびフィーダ裏面を清掃する
以下の手順で、原稿台ガラスおよびフィーダ裏面の清掃をしてください。

 

原稿台ガラスおよびフィーダ裏面の清掃をするときは、主電源スイッチを切り、電源コー
ドをコンセントから抜いてください。火災や感電の原因になります。

 

原稿台ガラスやフィーダ裏面が汚れていると原稿がきれいに読み取れなかったり、原稿の
サイズを誤って検知することがあります。
日常のお手入れ7-16
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1 水または中性洗剤を含ませて固く絞った布で原稿台ガラスおよびフィー

ダ裏面を清掃したあと、かわいた柔らかい布で、から拭きします。

 

フィーダを清掃する（定期清掃）
フィーダから給紙した原稿にスジ状の汚れがつく場合は、ローラ部を清掃してください。

 

フィーダの清掃をするときは、主電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜い
てください。火災や感電の原因になります。

 

• フィーダの読み込み部分が汚れていると紙づまりや原稿の汚損の原因になることがあり
ます。

• ローラは回しながら清掃してください。

1 フィーダカバーを開きます。
日常のお手入れ 7-17
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2 フィーダカバー裏側のローラ（計 3 か所）を、水を含ませて固く絞った

布で清掃したあと、かわいた柔らかい布でから拭きします。

3 手前側のつまみを持って、中カバーを開きます。

4 ローラ（計 3 か所）を、水を含ませて固く絞った布で清掃したあと、か

わいた柔らかい布でから拭きします。
日常のお手入れ7-18
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5 中カバーの上側の透明なプラスチック部を、水を含ませて固く絞った布

で清掃したあと、かわいた柔らかい布でから拭きします。

6 中カバーを閉じます。

7 フィーダカバーを閉じます。
日常のお手入れ 7-19
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8 フィーダを開きます。

9 フィーダ原稿読み取り部（細長いガラス部）を、水を含ませて固く絞っ

た布で清掃したあと、かわいた柔らかい布でから拭きします。

10 樹脂ローラとその周辺を、水を含ませて固く絞った布で清掃したあと、

かわいた柔らかい布でから拭きします。
日常のお手入れ7-20
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11 フィーダを閉じます。

 

排紙部ローラを清掃する
排紙部のローラにほこりなどの汚れが付着すると、紙をそろえる精度が低下します。精度を
維持するために、月 1 回程度定期的に清掃を行ってください。

 

ローラは回しながら清掃してください。
 

オプションのインナー２ウェイトレイ・E2 または、フィニッシャー用追加トレイ・C1 を
装着しているときは、上段に排紙してから清掃すると作業がやりやすくなります。

1 ローラを少し持ち上げて、水を含ませて固く絞った布で、ローラを回し

ながら表面に付着した紙粉などをふき取ります。

2 ローラが乾くまで、3 分ほど待ちます。お急ぎのときは、かわいた柔ら

かい布で表面をから拭きします。
日常のお手入れ 7-21
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転写ローラをクリーニングする
プリントした用紙の裏面が汚れるときは、本体の転写ローラが汚れている可能性がありま
す。このようなときは、転写ローラのクリーニングを行ってください。

 

自動クリーニングは電源を ON にしたまま行います。

1 （初期設定 / 登録）➞［調整 / クリーニング］➞［転写ローラのクリー

ニング］の順に押します。

2 ［開始］を押します。

操作を中止するときは［キャンセル］ を押します。

クリーニングが終了すると、調整 / クリーニング画面に戻ります。
日常のお手入れ7-22
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定着器をクリーニングする
プリント面に黒い筋が現れるときは、定着器が汚れている可能性があります。このようなと
きは、定着器のクリーニングを行ってください。定着器のクリーニングはカートリッジを交
換したときにも行ってください。

 

自動クリーニングは電源を ON にしたまま行います。

1 （初期設定 / 登録）➞［調整 / クリーニング］➞［定着器のクリーニン

グ］の順に押します。

2 ［クリーニング用紙プリント］を押します。

操作を中止するときは［キャンセル］を押します。

クリーニング用紙がプリントされます。
日常のお手入れ 7-23
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3 手差しトレイを開きます。

4 クリーニング用紙を、パターンがプリントされた面を上にしてセットし

ます。

5 用紙サイズを選択し、［次へ］を押します。
日常のお手入れ7-24
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6 用紙の種類を選択し、［OK］を押します。

7 ［開始］を押します。

操作を中止するときは［キャンセル］を押します。

定着器のクリーニングをしている間は下の画面が表示されます。

クリーニングが終了すると、調整 / クリーニング画面に戻ります。
 

• クリーニングの実行には、約 100 秒かかります。

• クリーニングは中止することができません。完了するまでお待ちください。
日常のお手入れ 7-25
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8 ［定着器のクリーニング］➞［クリーニング用紙プリント］を押します。

操作を中止するときは［キャンセル］を押します。

クリーニング用紙がプリントされます。

9 クリーニング用紙を、パターンがプリントされた面を下にしてセットし

ます。
日常のお手入れ7-26
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10 手順５から７を繰り返して定着フィルムをクリーニングします。

使用後のクリーニング用紙は廃棄してください。

 

フィーダを自動でクリーニングする
フィーダを使用して原稿を読み取ったときに、ローラについた鉛筆の粉などのために原稿が
汚れ、原稿にないものがプリントされていることがあります。また、［共通仕様設定］（初期
設定 / 登録）で［フィーダ汚れ時エラー表示］を［ON］に設定していた場合に、フィーダ
汚れ時エラーが表示されることがあります。この場合は、フィーダにセットした白紙原稿

（用紙）を使用して原稿給紙ローラの汚れをクリーニングします。
 

自動クリーニングは電源を ON にしたまま行います。
 

フィーダのクリーニングには約 20 秒間かかります。

1 （初期設定 / 登録）➞［調整 / クリーニング］➞［フィーダのクリーニ

ング］の順に押します。
日常のお手入れ 7-27
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2 フィーダに白紙を 10 枚くらいセットしたあと、［開始］を押します。

用紙はよくさばいてください。

A4 サイズの用紙をセットしてください。

クリーニングをしない場合は、［キャンセル］を押します。

フィーダのクリーニングが開始された画面が表示されます。

クリーニングが終了すると、「フィーダのクリーニング終了しました。」というメッセージ

が約 2 秒間表示されます。

調整 / クリーニングの画面に戻ります。

フィーダのクリーニングが終わったら、読み込みを再度行ってください。

 

フィーダのクリーニングを中止する場合は、［中止］を押します。
日常のお手入れ7-28



消耗品
7

本製品には次のような消耗品が用意されています。

詳しくは、お求めになった販売店にお問い合わせください。

用紙、トナーはなくなる前に販売店よりお求めになることをおすすめします。

■ 用紙
普通紙（A3、B4、A4、B5、A5 サイズ）の他に、再生紙、カラーペーパー、OHP フィ
ルム（本製品専用）、ラベル用紙などがあります。詳しくはお求めの販売店にお問い合わ
せください。

 

用紙は火気のある場所に保管しないでください。用紙に引火して、やけどや火災の原因に
なります。

 

• 用紙補給後に残った用紙は、湿気を避けるため包装紙にしっかりと包んで保管してくださ
い。

• 高温多湿の環境に長時間置かれていた用紙は使用しないでください。紙詰まりの原因とな
ります。

 

• 快適なプリント結果を得ていただくため、キヤノン推奨用紙のご使用をおすすめします。

• 市販されている用紙にはいろいろな種類のものがあり、本製品にあわないものもありま
す。ご使用になる場合は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。
消耗品 7-29
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■ 専用カートリッジ
本製品に対応するキヤノン純正トナーカートリッジの寿命は、約 6,700 ページです。こ
のページ数は、工場出荷時の印字濃度設定のまま、印字率 6％* で A4 サイズの用紙に印
刷した場合の値です。トナー消費量は、印刷する書類の内容によって異なります。図、
表、グラフなどを多用した、空白部分が少ない書類はトナー消費量が多くなるので、ト
ナーカートリッジの寿命が短くなります。トナーカートリッジの交換の際は、必ず本製
品専用のキヤノン純正トナーカートリッジを使用してください。
*「印字率 6%」とは、用紙全体に対してトナーでカバーされる面積が 6% であることをいいます。

最適な印刷品位のため、交換用トナーカートリッジは、キヤノン純正トナーカートリッ
ジのご使用をお薦めします。

 

• カートリッジは火中に投じないでください。爆発の恐れがあり大変危険です。

• カートリッジは火気のある場所に保管しないでください。トナーに引火して、やけどや火
災の原因になります。

 

トナーなどの消耗品は幼児の手の届かないところへ保管してください。もしトナーなどを
飲んだ場合は、直ちに医師と相談してください。

 

トナーカートリッジの偽造品にご注意ください。トナーカートリッジの「偽造品」が流通
していることが確認されています。

「偽造品」を使用されますと、印字品位の低下など、機械本体の本来の性能が十分に発揮
されない場合があります。「偽造品」に起因する故障や事故につきましては、責任を負い
かねますのでご了承ください。
詳しくは下記ホームページをご覧ください。
http://www.canon.com/counterfeit 

機種名
対応するキヤノン純正
トナーカートリッジ

印字枚数

Satera MF7455N/MF7430 Canon Cartridge 505
（キヤノン　トナーカートリッジ　
５０５）

A4 サイズで約 6,700 枚
消耗品7-30
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■ スタンプカートリッジ
済みスタンプ用のインクカートリッジです。
消耗品 7-31
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保守について
本製品は、所定の保守契約に基づいて修理・調整を行います。

詳細はお求めになった販売店にお問い合わせください。

■ 補修用性能部品
本製品の補修用性能部品およびトナーカートリッジの最低保有期間は、本製品製造打ち
切り後 7 年間です。

■ 用紙について
快適なプリント結果を得ていただくため、キヤノン推奨用紙のご使用をおすすめします。

使用可能な用紙については「使用できる用紙について」（➞ P.2-73） を参照してください。

（* 各オプションで使用できる用紙の厚さに制限がありますので、注意してください。）
 

次のような用紙にはプリントしないでください。紙づまりの原因になります。

･ 大きくカールした用紙やしわのある用紙

･ 薄いわら半紙

･ 熱転写プリンタで印字した紙（ウラ面にもプリントしないでください。）

･ インクジェット専用の郵便はがき
 

市販されている用紙にはいろいろな種類のものがあり、本製品に合わないものもありま
す。ご使用になる場合は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。

■ その他
本商品ならびに関連する消耗品・サービス役務などは、別途消費税を申し受けますので
ご了承ください。
保守について7-32
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頻繁に紙づまりが起こるときは
特に本製品に不具合がないのに紙づまりが頻発するときは、次の 2 つのような原因が考えら
れます。それぞれの対処方法に従って、原因を除去してください。

■ 本体内に紙片が残っている
つまっている用紙を無理に引っ張ったりした場合、用紙が破れて紙片が本体内に残って
しまうことがあります。用紙が破れた場合には、残りの紙片もすべて取り除いてくださ
い。

■ 設定と異なる用紙がカセットにセットされている
カセットにセットされている用紙が、カセットの右側面にある用紙サイズの指標と一致
しているかどうか確認してください。（➞ カセットの用紙サイズを変更する：P.2-50）
頻繁に紙づまりが起こるときは8-2



紙づまりが起きたときには
8

紙づまりが起きると、タッチパネルディスプレイに次のような画面が表示されます。

 

紙づまりが起こったときの処理
タッチパネルディスプレイに、紙がつまっている場所を示す画面と、紙づまりの処理方法が
表示されます。この画面表示は紙づまりが処理されるまで繰り返されます。

■ 紙づまりの箇所を示す画面の例
紙づまりの箇所を画面で確認できます。

［後で処理］を押した場合は、紙づまりをすぐに処理しなくても初期設定 / 登録の設定、
原稿の読み込みなどの操作は続けることができます。

 

フィーダで紙づまりが発生したときは、続けて操作を行うことはできません。画面の指示
に従って用紙を取り除いてください。（➞ フィーダの紙づまりの処理：P.8-18）

 

製品内部には、高圧になる部分があります。紙づまりの処理など内部を点検するときは、
ネックレス、ブレスレットなどの金属物が製品内部に触れないように点検してください。
やけどや感電の原因になることがあります。
紙づまりが起きたときには 8-3



8

 

• 原稿づまりや紙づまりを取り除くときは、原稿や用紙の端で手を切ったりしないように、
注意してください。

• 紙づまりで用紙を製品内部から取り除くときは、製品内部で手を切ったりけがをしないよ
うに、注意してください。用紙を取り除くことができない場合は、担当サービスにお問い
合わせください。

• 紙づまりで用紙を製品内部から取り除くときは、紙づまりしている用紙の上にのっている
トナーが衣服や手に触れないように取り除いてください。衣服や手が汚れます。衣服や手
が汚れた場合は、直ちに水で洗い流してください。温水で洗うとトナーが定着し、汚れが
とれなくなることがあります。

• 紙づまりで用紙を製品内部から取り除くときは、紙づまりしている用紙の上にのっている
トナーが飛び散らないように、丁寧に取り除いてください。トナーが目や口などに入るこ
とがあります。トナーが目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と相談してく
ださい。

• 製品内部の定着器周辺は、使用中に高温になります。紙づまりの処理など内部を点検する
ときは、上部カバー以外の定着器周辺に触れないように点検してください。やけどの原因
になることがあります。

• 両面ユニットには使用中に高温になるところがあります。紙づまりの処理など内部を点検
するときは、両面ユニットの内部に触れないように点検してください。やけどの原因にな
ることがあります。

• 排紙ガイドは使用中に高温になります。紙づまりの処理をするときは、レバー以外の部分
に触れないでください。やけどの原因になることがあります。

• 紙づまりの処理がすべて終了したら、排紙部やローラには衣服や手などを近づけないでく
ださい。動作中でなくても、プリントなどのため急に動き出し、衣服や手などが巻き込ま
れて、けがの原因になることがあります。

• カバーやフィーダを閉じる場合は、すき間に指をはさまないように注意してください。け
がの原因になることがあります。

 

複数の箇所に用紙がつまっている場合は、タッチパネルディスプレイに表示された順に処
理してください。

1 画面に表示されたすべての紙づまり箇所を確認し、つまった紙を取り除

きます。

つまった紙を見つけて取り除く方法については、以下の該当ページを参照してください。ま
たは、画面に表示される手順に従ってください。

用紙が破れた場合は、残りの紙片もすべて取り除いてください。
 

紙づまり中に電源を切ると、カセットの紙づまりが検知されなくなります。電源を切らず
に紙づまりを処理してください。

 

• 画面に表示されている紙づまり位置に、実際には紙がつまっていない場合がありますが、
画面の表示に従い、必ずすべての表示箇所を確認してください｡

• 紙づまりが起こる箇所と、それらの紙づまりの処理方法を説明している参照ページは以下
のとおりです。

･ 定着ユニット（➞ 定着ユニットの紙づまりの処理：P.8-7）

･ 手差しトレイ（➞ 手差しトレイ部の紙づまりの処理：P.8-12）

･ カセット 1（➞ カセット 1 の紙づまりの処理：P.8-13）
紙づまりが起きたときには8-4
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2 オプション機器で紙づまりが起きた場合は、それぞれの項目を参照して

ください。

● 両面ユニット・B1

❑ 両面ユニット・B1 の紙づまりの処理（オプション）：P.8-10

● カセット 2、3、4

❑ カセット 2、3、4 の紙づまりの処理（オプション）：P.8-16
紙づまりが起きたときには 8-5
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● インナー 2 ウェイトレイ・E2

❑ インナー 2 ウェイトレイ・E2 の紙づまりの処理 （オプション）：P.8-22

● フィニッシャー U2

❑ フィニッシャー U2 の紙づまりの処理（オプション）：P.8-26

3 表示された箇所につまっている紙をすべて取り除いたら、レバーやカ

バーなどを処理する前の状態に戻します。

4 画面の指示に従って操作を続けます。

フィーダ以外の紙づまりの処理が終了するとプリント動作を再開します。

取り除く紙が他にもある場合は、タッチパネルディスプレイに紙づまりの処理方法を示す

画面が表示されます。手順 1 から同様の作業をしてください。
 

複数の部数をコピーしている場合でも、コピー枚数を設定しなおす必要はありません。つ
まった枚数に応じて、自動的に補正されます。
紙づまりが起きたときには8-6
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定着ユニットの紙づまりの処理
定着ユニットで紙づまりが起こると、下のような画面が表示されます。紙づまり位置を確認
し、画面に表示される処理方法を参考にしながら、以下の手順に従って用紙を取り除いてく
ださい。

1 本体左カバー上の開閉ボタンを押して、左カバーを開きます。
紙づまりが起きたときには 8-7
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2 緑色のレバーを押し下げます。

3 排紙部カバーを持ち上げてつまっている用紙を取り除きます。

4 定着上カバー右端のつまみに指をかけて押し下げ、定着上カバーを開い

てつまっている用紙を取り除きます。
紙づまりが起きたときには8-8
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5 下部につまっている用紙を取り除きます。

6 緑色のレバーを押し上げます。

7 本体左カバーのハンドアイコン（ ）部分を押して、カチッと音がする

まで静かに閉じます。
紙づまりが起きたときには 8-9
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8 画面の指示に従って操作します。
 

紙づまりの処理方法を示す画面表示は、紙づまりが処理されるまで繰り返されます。
（➞ 紙づまりが起こったときの処理：P.8-3）

 

両面ユニット・B1 の紙づまりの処理（オプション）
両面ユニット・B1 で紙づまりが起こると、下のような画面が表示されます。紙づまり位置
を確認し、画面に表示される処理方法を参考にしながら、以下の手順に従って用紙を取り除
いてください。

1 本体左カバー上の開閉ボタンを押して、左カバーを開きます。
紙づまりが起きたときには8-10
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2 両面ユニットにつまっている用紙を取り除きます。

3 本体左カバーのハンドアイコン（ ）部分を押して、カチッと音がする

まで静かに閉じます。

4 画面の指示に従って操作します。
 

紙づまりの処理方法を示す画面表示は、紙づまりが処理されるまで繰り返されます。
（➞ 紙づまりが起こったときの処理：P.8-3）
紙づまりが起きたときには 8-11
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手差しトレイ部の紙づまりの処理
手差しトレイ部で紙づまりが起こると、下のような画面が表示されます。紙づまり位置を確
認し、画面に表示される処理方法を参考にしながら、以下の手順に従って用紙を取り除いて
ください。

1 手差しトレイ上の用紙をすべて取り除きます。

2 つまった用紙を取り除きます。

上記の手順でつまっている用紙が取り除けないときは、「定着ユニットの紙づまりの処理」
（➞ P.8-7）を参照してください。

 

紙づまりの処理方法を示す画面表示は、紙づまりが処理されるまで繰り返されます。
（➞ 紙づまりが起こったときの処理：P.8-3）
紙づまりが起きたときには8-12
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カセット 1 の紙づまりの処理
カセット 1 で紙づまりが起こると、下のような画面が表示されます。紙づまり位置を確認
し、画面に表示される処理方法を参考にしながら、以下の手順に従って用紙を取り除いてく
ださい。

1 本体カバー上の開閉ボタンを押して、左カバーを開きます。
紙づまりが起きたときには 8-13
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2 本体のカセット左上カバーを開きます。

3 つまっている用紙を取り除きます。

4 カセットを引き出し、つまっている用紙を取り除きます。
紙づまりが起きたときには8-14
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5 カセット 1 をカチッと音がするまで静かに本体に押し込みます。

6 本体のカセット左上カバーを閉じます。

7 本体左カバーのハンドアイコン（ ）部分を押して、カチッと音がする

まで静かに閉じます。
紙づまりが起きたときには 8-15
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8 画面の指示に従って操作します。
 

紙づまりの処理方法を示す画面表示は、紙づまりが処理されるまで繰り返されます。
（➞ 紙づまりが起こったときの処理：P.8-3）

 

カセット 2、3、4 の紙づまりの処理（オプション）
カセット 2、3、4 で紙づまりが起こると、下のような画面が表示されます。紙づまり位置
を確認し、画面に表示される処理方法を参考にしながら、以下の手順に従って用紙を取り除
いてください。

 

手順はカセット２を例にとって説明しています。カセット３、４についても同じ手順で処
理してください。

1 カセット 2 のカセット左カバーを開きます。
紙づまりが起きたときには8-16
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2 つまっている用紙を取り除きます。

3 カセット 2 を引き出して、つまっている用紙を取り除きます。

4 カセット 2 をカチッと音がするまで静かに本体に押し込みます。
紙づまりが起きたときには 8-17
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5 カセット２の左カバーを閉じます。

6 画面の指示に従って操作します。
 

紙づまりの処理方法を示す画面表示は、紙づまりが処理されるまで繰り返されます。
（➞ 紙づまりが起こったときの処理：P.8-3）

 

フィーダの紙づまりの処理
フィーダで紙づまりが起こると、下のような画面が表示されます。紙づまり位置を確認し、
画面に表示される処理方法を参考にしながら、以下の手順に従って用紙を取り除いてくださ
い。
紙づまりが起きたときには8-18
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1 フィーダの上カバーを開きます。

2 つまっている用紙を取り除きます。

 

用紙を無理に引っ張ると破れることがあります。

3 手前のつまみを持って、中カバーを開きます。
紙づまりが起きたときには 8-19
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4 つまみを回して、つまっている用紙を取り除きます。

 

つまっている原稿が取れないときは、無理に引っ張らずに手順５へ進んでください。

5 中カバーを閉じます。

6 つまっている原稿をすべて取り除いたら、フィーダの上カバーを閉じま

す。
紙づまりが起きたときには8-20
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7 フィーダを開き、つまっている原稿を取り除きます。

8 フィーダを閉じます。

9 画面の指示に従って操作します。
 

紙づまりの処理方法を示す画面表示は、紙づまりが処理されるまで繰り返されます。
（➞ 紙づまりが起こったときの処理：P.8-3）
紙づまりが起きたときには 8-21
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インナー 2 ウェイトレイ・E2 の紙づまりの処理
（オプション）

インナー 2 ウェイトレイ・E2 で紙づまりが起こると、下のような画面が表示されます。紙
づまり位置を確認し、画面に表示される処理方法を参考にしながら、以下の手順に従って用
紙を取り除いてください。

1 外側から見えている用紙を取り除きます。
紙づまりが起きたときには8-22
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2 本体左カバー上の開閉ボタンを押して、左カバーを開きます。

3 緑色のレバーを押し下げます。

4 インナーガイドを引き上げます。
紙づまりが起きたときには 8-23
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5 つまっている用紙を取り除きます。

6 緑色のレバーを押し上げます。

7 本体左カバーのハンドアイコン（ ）部分を押して、カチッと音がする

まで静かに閉じます。
紙づまりが起きたときには8-24
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8 画面の指示に従って操作します。
 

紙づまりの処理方法を示す画面表示は、紙づまりが処理されるまで繰り返されます。
（➞ 紙づまりが起こったときの処理：P.8-3）
紙づまりが起きたときには 8-25
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フィニッシャー U2 の紙づまりの処理（オプション）
フィニッシャー U2 で紙づまりが起こると、下のような画面が表示されます。紙づまり位置
を確認し、画面に表示される処理方法を参考にしながら、以下の手順に従って用紙を取り除
いてください。

1 外側から見えている用紙を取り除きます。

2 本体左カバー上の開閉ボタンを押して、左カバーを開きます。
紙づまりが起きたときには8-26
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3 緑色のレバーを押し下げます。

4 インナーガイドを引き上げます。

5 インナーガイドの下につまっている用紙を取り除きます。
紙づまりが起きたときには 8-27
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6 緑色のレバーを押し上げます。

7 本体左カバーのハンドアイコン（ ）部分を押して、カチッと音がする

まで静かに閉じます。

8 画面の指示に従って操作します。
 

紙づまりの処理方法を示す画面表示は、紙づまりが処理されるまで繰り返されます。
（➞ 紙づまりが起こったときの処理：P.8-3）
紙づまりが起きたときには8-28



針づまりが起きたときには
8

針づまりが起きたときには、以下の手順に従って針を取り除いてください。

フィニッシャー U2 で針づまりが起こると、下のような画面が表示されます。針づまり位置
を確認し、画面に表示される処理方法を参考にしながら、以下の手順に従って針を取り除い
てください。

 

針づまりの処理を行う場合は、本製品のカバーやカセットが閉じていることを確認してか
ら行ってください。

1 フィニッシャーの前カバーを開きます。
針づまりが起きたときには 8-29
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2 針カートリッジのタブをつまんで引き出します。

3 針カートリッジのつまみを下げます。

4 針ケースからスライドされている針束をすべて取り除きます。
針づまりが起きたときには8-30
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5 針カートリッジのつまみを元に戻します。

6 針カートリッジをしっかり押し込みます。

7 フィニッシャーの前カバーを閉じます。

 

カバーを閉じる場合は、すき間に指をはさまないように注意してください。
 

カバーを閉じると、針がとじ位置になければステイプルユニットは自動的に数回空うちし
て、針の頭出しを行います。
針づまりが起きたときには 8-31
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エラーメッセージ一覧
タッチパネルディスプレイに表示されるメッセージの対処方法を説明します。

記載されていないメッセージについては、「送信／ファクスガイド」、「ネットワークガイド」
を参照してください。

 

自己診断表示
表示されたメッセージに応じて、必要な処理を行ってください。

次のような状態になったとき、自己診断表示が表示されます。

•何らかの操作上の誤りで読み込みやプリントできないとき。

•読み込み中やプリント動作中にユーザの判断や処理が必要になったとき。

•ネットワークの参照中にユーザの判断や処理が必要になったとき。

以下は、自己診断メッセージと原因と処置方法の一覧です。

原稿台に原稿をセットしてください。

 

原　因 原稿台ガラスに原稿をセットするモードが設定されています。原稿台ガラスに原
稿がありません。
 

処　置 原稿台ガラスに原稿をセットしてください。

原稿台の原稿を取り除いてください。

 

原　因 フィーダと原稿台ガラスの両方に原稿がセットされています。
 

処　置 原稿台の原稿を取り除いてください。
原稿を取り除いてもメッセージが消えない場合は、原稿台カバーの開閉を行って
ください。

原稿読み取り部が汚れています。

 

原　因 フィーダ原稿読み取り部（細長いガラス面）にゴミなどが付着して汚れています。
 

処　置 フィーダ原稿読み取り部の清掃を行ってください。（➞ フィーダを清掃する（定期
清掃）：P.7-17）
エラーメッセージ一覧8-32
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原稿を 1 枚目に戻してスタートキーを押してください。

 

原　因 フィーダに何らかのトラブルが発生して、読み込みがストップしました。
 

処　置 原稿を 1 枚目からそろえて、フィーダの原稿給紙トレイに再セットし、（スター
ト）を押してください。

原稿を点検してください。

 

原　因 用紙や原稿がつまっています。
 

処　置 紙づまりしている用紙や原稿を取り除いてください。（➞ 紙づまりが起きたときに
は：P.8-3、フィーダの紙づまりの処理：P.8-18）

最適サイズの A4 がありません。

 

原　因 自動用紙選択で選択された最適サイズの用紙がセットされていません。
 

処置 1 表示されているサイズの用紙をセットしてください。
このまま （スタート）を押すと、現在選択されているカセットの用紙にプリント
されます。
 

処置 2 表示されているサイズの用紙がセットされていてもこのメッセージが表示された
場合は、目的のカセットのカセットオート選択の ON/OFF を「ON」に設定しま
す。（➞ カセットオート選択の ON/OFF を設定する：P.4-22）

トナーを交換してください。

 

原　因 トナー残量が少なくなり、プリントできません。
 

処　置 本製品専用のトナー容器を交換してください。（➞ カートリッジの交換：P.7-8）

排紙トレイの紙を取り除いてください。

 

原　因 前のプリントがトレイに残っています。
 

処　置 トレイに残っている用紙を取り除いてください。プリントが開始または再開され
ます。
エラーメッセージ一覧 8-33
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用紙がありません。

 

原因 1 用紙がなくなり、プリントできません。
 

処　置 用紙を補給してください。（➞ カセットの用紙にプリントする：P.2-46）
 

原因 2 カセットが正しくセットされていません。
 

処　置 カセットを奥までセットしてください。（➞ カセットの用紙にプリントする：
P.2-46）

 

終了コード一覧
ジョブや操作が正常に終了していない場合は、終了コードを確認し、表示されている終了
コードに応じて、必要な処理を行ってください。終了コードは、システム状況画面のジョブ
履歴の詳細情報画面で確認することができます。（➞ コピー、プリントジョブの詳細情報を
確認する：P.5-7）送信や受信、ファクスのジョブについては、正常に終了しないと終了コー
ドが通信管理レポートや送信結果レポートの通信結果欄にプリントされます。（➞ 送信／
ファクスガイド「第 11 章　レポート出力」）

終了コードに応じて、必要な処理を行ってください。
 

送信ジョブを中止すると、結果欄に「STOP」とプリントされます。

#001

 

原　因 用紙や原稿がつまっています。
 

処　置 紙づまりしている用紙や原稿を取り除いてください。（➞ 紙づまりが起きたときに
は：P.8-3、フィーダの紙づまりの処理：P.8-18）

#009

 

原因 1 用紙がありません。
 

処　置 用紙を補給してください。（➞ カセットの用紙にプリントする：P.2-46）
 

原因 2 カセットが正しくセットされていません。
 

処　置 カセットを正しくセットしなおしてください。（➞ カセットの用紙にプリントす
る：P.2-46）

#037

 

原　因 メモリの空き容量がないため、受信できませんでした。
 

処　置 エラー文書や不要な文書を削除して、メモリの空き容量を増やしてください。
（➞ 送信／ファクスガイド「第 5 章　文書を受信する」）
エラーメッセージ一覧8-34
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#701

 

原　因 ジョブを投入したときに設定した部門 ID が存在しません。または、パスワードを
変更しました。
 

処　置 正しい部門 ID または、暗証番号を ～ （テンキー）で入力して、もう一度送信
してください。「部門 ID と暗証番号を入力する」（➞ P.2-32）を参照してください。

#749

 

原　因 サービスコールが表示されたため、実行できませんでした。
 

処　置 主電源スイッチをいったん切ったあと、10秒以上待ってからもう一度主電源ス
イッチを入れてください。それでも正常に動作しない場合は、主電源スイッチを
切ったあと、電源プラグをコンセントから抜いて、担当サービスにご連絡くださ
い。

#816

 

原　因 部門別 ID 管理の制限面数で設定した数値を超え、プリントできませんでした。
 

処　置 システム管理者にご連絡ください。

#853

 

原因 1 パソコンから本製品へプリントデータを送信中に、アプリケーションまたは OS
からキャンセルされたことによってジョブを実行することができませんでした。
 

処　置 もう一度実行してください。
 

原因 2 部門別 ID 管理が「ON」に設定されているときに、以下のような原因で部門 ID の
認証エラーが発生しました。
・部門 ID と暗証番号が正しくない
・制限面数の上限に達している
・［ID 不定プリンタジョブの許可］または［ID 不定リモートスキャンジョブの許

可］が「OFF」に設定されている場合、部門 ID に対応していないドライバから
ジョブを実行しようとしている

 

処　置 上記の原因に該当していないことを確認し、もう一度実行してください。
 

原因 3 プリントジョブ実行中に何らかのエラーが発生しました。
 

処　置 設定を確認して、もう一度実行してください。
エラーメッセージ一覧 8-35
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読み込み中にメモリがいっぱいになったときに
は

原稿の読み込み中にメモリがいっぱいになると、タッチパネルディスプレイに次のような画
面が表示されます。

 

システム状況 / 中止画面の［デバイス］で、［メモリ残量］が 0％になっていない場合で
も、ジョブの受付ができないことがあります。

1 メッセージを確認し、［OK］を押します。

基本画面に戻ります。現在行っているジョブが終了したあと、読み込みしなおしてくださ

い。
読み込み中にメモリがいっぱいになったときには8-36



サービスコール表示
8

機械に何らかの異常が起こり、正常に動かなくなったときは、下のような画面（サービス
コール表示）が表示されます。

 

担当サービスを呼ぶときは
下のようなサービスコールが表示されたら次のように対処してください。

 

• 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因になります。

• 電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っぱる
と、電源コードの芯線の露出、断線など電源コードが傷つき、その部分から漏電して、火
災や感電の原因になることがあります。

 

• 電源プラグを抜いている間は、ファクスの送受信はできません。
• プリント待機中のデータがある場合に主電源スイッチを切ると、プリント待機中のデータ

は消去されます。
• メモリ受信されたデータや、送信予約などは、電源プラグを抜いてから約 60 分間は保持

されます。
サービスコール表示 8-37
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1 主電源スイッチをいったん切ったあと、10 秒以上待ってからもう一度

主電源スイッチを入れます。

2 それでも正常に作動しない場合は、次のことを行ってから、担当サービ

スにご連絡ください。

❑ 主電源スイッチを切ります。

❑ 電源プラグをコンセントから抜きます。
 

担当サービスに連絡する場合は、以下の項目を確認してください。

･ 製品名

･ トラブルの現象や状況など

･ タッチパネルディスプレイに表示されているコード番号

OFFOFFOFF

ONONON

OFFOFFOFF
サービスコール表示8-38
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レポートサンプル
本製品の設定内容をプリントすることができます。以下のレポートやリストがプリントでき
ます。

 

ユーザデータリスト
レポートサンプル9-2
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部門別管理リスト
レポートサンプル 9-3
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通信管理レポート

 

宛先表リスト
レポートサンプル9-4



仕様
9

製品が改良され変更になったり、今後発売される製品によって内容が変更になることがあり
ますので、ご了承ください。

本製品に関する情報はこちらでもご確認いただけます。

キヤノン Satera ホームページ

■ http://canon.jp/satera/

 

本体

項目 仕様

名称 キヤノン Satera MF7455N/MF7430

形式 デスクトップタイプ

読み取り解像度 600 × 600 dpi

書き込み解像度 1200 × 1200 dpi

階調数 256 階調

複写原稿 シート、ブック原稿、立体物（約 2 kg まで）

複写サイズ A3、B4、A4、A4R、B5、B5R、A5、A5R*、郵便はがき *、往復はがき *、4
面はがき *、不定形サイズ（95 × 148 mm ～ 297 × 432 mm）*、封筒 *

* 手差しトレイ使用時

画像欠け幅
先端、左右：3.0 ± 2.0 mm
後端　　　：5.0 ± 2.0 mm

ウォームアップ
タイム

22 秒以下 *

* 主電源立ち上げ時、室温 20 ℃、オプション非装着の場合。
 使用環境により変わる場合があります。

ファーストコピー
タイム

6.9 秒 *

*A4 ヨコ、普通紙、等倍、最上段カセット、原稿台ガラスから。
仕様 9-5
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連続複写速度 * 等倍 （枚／分）

A3
A4R
A4
A5
B4
B5R
B5

15
11
25
25
11
9

23

縮小

A3➞A5（50％）
A3➞B5R（61.1％）
A3➞A4R（70.7％）
B4➞B5R（70.7％）
B4➞A4R（81.6％）
A3➞B4（86.5％）
A4➞B5 （86.5％）

9
9

11
9

11
11
23

拡大

B4➞A3（115.4％）
B5➞A4（115.4％）
A4R➞B4（122.4％）
A5➞B5（122.4％）
A4R➞A3（141.4％）
B5R➞B4（141.4％）
A5R➞A3（200％）

15
25
11
23
15
11
15

* 手差しトレイ給紙を除く。
用紙の種類・サイズ・送り方向の設定により、コピー速度が低下します。
また連続コピー時に、本体の温度調整や画質調整のため動作が休止または遅
くなる場合があります。

項目 仕様
仕様9-6
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複写倍率 定型： 等倍

1：1

縮小

1：0.86（A3➞B4/A4➞B5）

1：0.81（B4➞A4R/B5➞A5R）

1：0.70（A3➞A4R/B4➞B5R）

1：0.50（A3➞A5R）

拡大

1：1.15（B4➞A3/B5➞A4）

1：1.22（A4R➞B4/A5➞B5）

1：1.41（A4R➞A3/B5R➞B4）

1：2.00（A5R➞A3）

ズーム： 50 ～ 200%（1% 刻み）

給紙方式／給紙容量 カセット給紙： 250 枚 * × 1 カセット（80 g/m2）
300 枚 * × 1 カセット（64 g/m2）

手差し給紙： 1 ～ 80 枚 *（80 g/m2）
1 ～ 100 枚 *（64 g/m2）

* 用紙の種類、サイズにより異なります。

連続複写枚数 99 枚

電源 AC 100 V 15 A　50 Hz/60 Hz 共通

消費電力 最大消費電力
スリープモード時

1.45 kW
3 W

大きさ 622 mm（幅）× 676 mm（奥行）× 672 mm（高さ）

質量 約 50 kg

機械占有寸法 920 mm（幅）× 676 mm（奥行）
（手差しトレイを伸ばしたサイズ）

使用環境 温度：10.0 ～ 30.0 ℃
湿度：20 ～ 80％（相対湿度・結露しないこと）

項目 仕様
仕様 9-7
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フィーダ

 

１段カセットユニット・P1（オプション）

 

３段カセットユニット・R1（オプション）

項目 仕様

原稿送り装置の種類 自動両面原稿送り装置

原稿サイズ／種類 A3、B4、A4、A4R、B5、B5R、A5、A5R
37g/m2 ～ 128g/m2

原稿の収納可能枚数 50 枚（80 g/m2）（A4、A4R、B5、B5R、A5、A5R）
25 枚（80 g/m2）（A3、B4）

原稿読み取り速度 20 枚／分（A4）

電源／最大消費電力 本体より供給／約 26 W

大きさ／質量 565 mm（幅）× 490 mm（奥行）× 122 mm（高さ）／約 7.0 kg

項目 仕様

用紙サイズ A3、B4、A4、A4R、B5、B5R、A5

給紙容量 250 枚（80 g/m2）
300 枚（64 g/m2）

電源／最大消費電力 本体より供給／約 4 W

大きさ／質量 581 mm（幅）× 570 mm（奥行）× 117 mm（高さ）／約 6.0 kg

項目 仕様

用紙サイズ A3、B4、A4、A4R、B5、B5R、A5

給紙容量 250 枚（80 g/m2）／ 3 段
300 枚（64 g/m2）／ 3 段

電源／最大消費電力 本体より供給／約 18 W

大きさ／質量 581 mm（幅）× 570 mm（奥行）× 275 mm（高さ）／約 17.3 kg
仕様9-8
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フィニッシャー U2（オプション）

項目 仕様

使用可能用紙 64 ～ 128 g/m2

積載容量 * フィニッシャー用追加トレイ・C1 未装着時：
　グループ（ソートなし）
　　A4/B5/A5/A5R： 770 枚または 100 mm
　　A4R/B5R/B4/A3： 380 枚または 50 mm
　ソートモード
　　A4/B5/A5R： 770 枚または 100 mm
　　A4R/B5R/B4/A3： 380 枚または 50 mm
　ステイプルモード
　　A4/B5： 50 部または 100 mm
　　A4R/B4/A3： 30 部または 50 mm

フィニッシャー用追加トレイ・C1 装着時：
　グループ（ソートなし）
　　A4/B5/A5/A5R： 200 枚または 26 mm
　　A4R/B5R/B4/A3： 100 枚または 13 mm
　ソートモード
　　A4/B5/A5R： 200 枚または 26 mm
　　A4R/B5R/B4/A3： 100 枚または 13 mm
　ステイプルモード
　　A4/B5： 50 部または 26 mm
　　A4R/B4/A3： 30 部または 13 mm

* 普通紙、80 g/ ㎡の場合

ステイプル枚数 * A4/B5：50 枚（64 ～ 80 g/ ㎡）
A3/B4/A4R：30 枚（64 ～ 80 g/ ㎡）
* コーナーステイプルのみ

ステイプル可能用紙サイズ A3/B4/A4/A4R/B5

シフト可能用紙サイズ A3/B4/A4/A4R/B5

電源 本体より供給

最大消費電力 約 46 W

大きさ 460 mm（幅）× 520 mm（奥行）× 300 mm（高さ）

本体接続時の占有寸法 1102 mm（幅）× 676 mm（奥行）（手差しトレイとフィニッシャー用
追加トレイ・C1 補助トレイ展開時）

質量 約 10 kg
仕様 9-9
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両面ユニット・B1（オプション）

 

インナー 2 ウェイトレイ・E2（オプション）

 

カードリーダ -E1（オプション）

項目 仕様

用紙サイズ A3、B4、A4、A4R、B5、B5R、A5R

用紙種類 64 g/m2 ～ 90 g/m2

電源 本体より供給

最大消費電力 約 21 W

大きさ／質量 438 mm（幅）× 448 mm（奥行）× 379 mm（高さ）／約 2.5 kg

項目 仕様

用紙サイズ／使用可能用紙 A3、B4、A4、A4R、B5、B5R、A5、A5R 
64 g/m2 ～ 90g/m2

普通紙、再生紙

積載容量 上段トレイ：100 枚（A4、B5、A5、A5R）、50 枚（A3、B4、A4R、B5R）
下段トレイ：250 枚（A4、B5）、100 枚（A3、B4、A4R、B5R、A5、A5R）

電源／最大消費電力 本体より供給／約 5 W

大きさ／質量 486 mm（幅）× 451 mm（奥行）× 152 mm（高さ）／約 1.5 kg

本体接続時の占有寸法 本体に組み込み

項目 仕様

使用カード 磁気式カード

カード読み取り方式 磁気式移動読み取り

磁気カード読み取り方向 差込方向

磁気記録・再生 再生

電源 本体より供給

大きさ／質量 88 mm（幅）× 100 mm（奥行）× 32 mm（高さ）／約 295 g
仕様9-10



ユーザ入力項目の文字制限と機能制限について
9

 

文字制限

*：宛先表の「名称」欄には、設定されている名称のうち全角 7 文字（半角 15 文字）までが表示されます。

初期設定 / 登録

システム管理設定 システム管理者情報
の設定

システム管理者名 半角 32 文字、全角 16 文字

デバイス情報 デバイス名 半角 32 文字、全角 16 文字

設置場所 半角 32 文字、全角 16 文字

送信 / 受信仕様
設定

送信機能設定 発信人名称 半角 24 文字、全角 12 文字

ユーザ略称 半角 24 文字、全角 12 文字

宛先仕様設定 名称登録 全角 8 文字、半角 16 文字 *

ファクス番号 半角 120 文字

ボタン名称登録 全角 6 文字、半角 12 文字

コピー機能

モードメモリ 名称 半角 10 文字、全角 5 文字
ユーザ入力項目の文字制限と機能制限について 9-11
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機能制限

初期設定 / 登録

日付／時刻 西暦、月、日、時刻

システム管理者情報
の設定

システム管理部門 ID 最大 7 桁

システム管理暗証番号 最大 7 桁

部門別 ID 管理 部門 ID 最大 7 桁

暗証番号 最大 7 桁

制限面数 各 0 ～ 999999

ユーザ電話番号 最大 20 桁

宛先 500 件

コピー機能

モードメモリ 個数 4

予約コピー 個数 5 ジョブ（動作中のジョブを含む）

ファクス機能

予約送信 70 ジョブ

送信 ページ数 最大約 1000 ページ
ユーザ入力項目の文字制限と機能制限について9-12



ローマ字入力表
9

 

ローマ字入力表 9-13
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JIS 漢字コード表
 

JIS 漢字コード表9-14
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JIS 漢字コード表 9-15
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JIS 漢字コード表9-16
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JIS 漢字コード表 9-17
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JIS 漢字コード表9-18
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JIS 漢字コード表 9-19
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JIS 漢字コード表9-20
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JIS 漢字コード表 9-21
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JIS 漢字コード表9-22
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JIS 漢字コード表 9-23
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JIS 漢字コード表9-24
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JIS 漢字コード表 9-25
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JIS 漢字コード表9-26



索引
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英数字
4 面はがきアイコン, 2-73

CARPS2 プリンタキット, 3-3

ECM 受信, 4-12

ECM 送信, 4-12

FL カセット・AF1, 3-6, 3-7

ID 不定プリンタジョブの許可, 3-33, 4-8, 6-18

カードリーダ - E1 使用時, 3-33

ID 不定リモートスキャンジョブの

許可, 3-33, 4-8, 6-18

カードリーダ -E1 使用時, 3-33

ID（認証）キー, 1-16

I ファクスジョブアイコン, 5-5

JIS 漢字コード表, 9-14

mm 入力へ, 2-31, 4-21

OHP フィルムアイコン, 2-73

USB デバイスを使用, 4-10, 6-28

あ
アース線の接続, 1-6

アイコン（ジョブ状況）, 5-5

アイコン（ジョブの種類）, 2-10, 5-5

アイコン（本製品の種類）, 2-11

厚紙アイコン, 2-73

宛先表仕様設定, 4-13

宛先表の暗証番号, 4-9, 6-23

宛先表リスト, 4-8

アルファベットを入力する, 2-18

暗証番号

カードリーダ - E1 使用時の変更, 3-21

消去, 6-11

登録, 6-5

入力, 1-19, 2-32

変更, 6-8

暗証番号の登録, 4-8

色紙アイコン, 2-73

インチ入力, 2-31, 4-6, 4-21

インチ入力のしかた, 2-31

インチ入力へ, 2-31

インナー 2 ウェイトレイ・E2, 3-2, 3-12

インナートレイ, 3-13

紙づまりの処理, 8-22

仕様, 9-10

インナー 2 ウェイトレイ・E2 の機能, 3-12

回転, 3-12

グループ, 3-12

ソート, 3-12

インナートレイ, 3-13

エラーアイコン, 2-11

エラーメッセージ一覧, 8-32

エラーランプ, 1-16

延長トレイ, 2-56

往復はがきアイコン, 2-73

オートカセットチェンジ機能, 2-11

オートクリア機能, 2-11

オートクリア後の機能, 4-6, 4-16

オートクリアタイム, 4-7, 4-46

オートスリープタイム, 4-7, 4-45

オートタテヨコ回転, 2-12, 4-10

オプション機器の構成, 3-2

オフフックアラーム, 4-12

おもな機能, 2-3
索引 9-27
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か
カートリッジ交換アイコン, 2-11

カートリッジの交換, 7-8

カートリッジの購入, 7-30

カートリッジの保管, 7-15

カートリッジホルダー, 1-15

カードリーダ - E1, 1-19, 3-2, 3-18

ID 不定プリンタジョブのプリント, 3-33

ID 不定リモートスキャンジョブの許可, 

3-33

暗証番号の変更, 3-23

カウントの確認とプリント, 3-28

カウントのクリア, 3-31

仕様, 9-10

使用時の部門別 ID 管理, 3-21

制限面数の変更, 3-23

本体の使用終了後の操作, 3-20

本体を使用する前の操作, 3-19

カールのなおしかた, 2-57

回線種類の選択, 4-11

回転機能

インナー２ウェイトレイ・E2, 3-12

回転ソート調整, 4-57

開閉センサー, 2-40

カウンタ確認キー, 1-16, 5-2

カウンタの確認, 5-2

カウント管理キー, 3-28, 3-31, 4-8

カウント情報を消去する, 3-31

カウントの確認とプリント, 6-13

カードリーダ - E1 使用時, 3-28

カウントのクリア, 6-16

カードリーダ - E1 使用時, 3-31

カセット, 3-6, 3-7

前側ガイド, 2-51

右側ガイド, 2-51

用紙サイズの変更, 2-50

用紙サイズ登録レバー, 2-52

用紙をセット, 2-46

カセット 1, 1-13

紙づまりの処理, 8-13

カセット 2

紙づまりの処理, 8-16

カセットオート選択の ON/OFF, 4-6, 4-22

カセットガイドの調節, 2-50

カセット選択, 4-11

カセットユニット

1 段カセットユニット・P1, 3-6

3 段カセットユニット・R1, 3-7

FL カセット・AF1, 3-6, 3-7

カセット, 3-6, 3-7

仕様, 9-8

左カバー, 3-6, 3-7

画像縮小, 4-11

画像向き優先, 4-10

カタカナの入力, 2-16

紙づまり, 8-2, 8-3

紙づまりアイコン, 2-11

紙づまりが起こったときの処理, 8-3

紙づまり箇所の確認, 8-4

紙づまりの処理

インナー 2 ウェイトレイ・E2, 8-22

カセット 1, 8-13

カセット 2, 8-16

定着ユニット, 8-7

手差しトレイ, 8-12

フィーダ, 8-18

フィニッシャー U2, 8-26

両面ユニット・B1, 8-10

画面コントラストダイヤル, 1-16, 2-15

画面白黒反転, 4-6, 4-38

漢字の入力, 2-23

郵便はがきにプリント, 2-66

記号の入力, 2-19

機能（モード）設定キー, 2-14

機能制限, 9-12

キャンセルキー, 2-13

給紙箇所の用紙種類を登録する, 4-24
索引9-28



9

給紙方法切替, 4-6, 4-36

共通仕様設定, 4-6, 4-14

初期化する, 4-42

共通仕様設定の初期化, 4-7, 4-42

区点コードの入力, 2-29

クリアキー, 1-16

クリーニング

定着器, 7-23

転写ローラ, 7-22

フィーダ, 7-27

グループ

インナー 2 ウェイトレイ・E2 の機能, 

3-12

グループ機能, 3-9

原稿給紙トレイ, 2-44

原稿サイズの自動検知, 2-38

原稿台ガラス, 1-15

原稿台ガラスにセットする方法, 2-40

原稿台ガラスの清掃, 7-16

原稿給紙トレイ, 1-14

原稿の厚さ, 2-43

原稿のサイズ, 2-43

原稿のセット, 2-38

原稿サイズ, 2-38

原稿台ガラス, 2-38

タテ置き, 2-39

フィーダ, 2-38

ヨコ置き, 2-39

原稿排紙部, 1-14, 2-44

原稿向き, 2-69

コールの制限, 4-10, 6-25

コピー, 2-3

コピーキー, 1-16

コピー仕様設定, 4-10

コピー仕様設定の初期化, 4-10

コピージョブアイコン, 2-10, 5-5

コントロールカード, 1-19, 2-34, 3-18

コントロールカード（部門 ID）の

カウント面数の確認, 3-27

コントロールカード（部門 ID）の制限面数の確

認, 3-27

コントロールカードのカウント情報の確認, 3-27

さ
サーバ送信アイコン, 5-5

サービスコール表示, 8-37

再生紙アイコン, 2-73

サブ電源, 1-16

自己診断表示, 8-32

システムオプションの構成, 3-3

システム管理暗証番号, 4-8, 6-3

システム管理者情報の設定, 4-8, 6-2

システム管理者名, 4-8, 6-3

システム管理設定, 4-8, 6-2

システム管理部門 ID, 4-8, 6-3

システム状況 / 中止, 2-7, 5-3

システム状況画面, 2-10, 5-3

システム状況画面（デバイス）, 2-10

システム状況画面（プリント）, 2-10

システム設定, 1-22

実行中アイコン, 5-5

実行／メモリランプ, 1-16

自動オンライン / オフライン移行, 4-10, 6-30

自動受信切替, 4-12

自動リダイヤル, 4-12

シフト機能, 3-9

終了コード一覧, 8-34

受信機能設定, 4-11

受信結果レポート, 4-8

受信モード選択, 4-12

主電源スイッチ, 1-13, 1-17

主電源の入れかた, 1-17

主電源ランプ, 1-16

仕様, 9-5

1 段カセットユニット・P1, 9-8

3 段カセットユニット・R1, 9-8

インナー 2 ウェイトレイ・E2, 9-10
索引 9-29
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カードリーダ -E1, 9-10

フィーダ, 9-8

フィニッシャー U2, 9-9

本体, 9-5

両面ユニット・B1, 9-10

消費電力の節約, 2-9

ジョブ履歴表示の ON/OFF, 6-27

正面カバー, 1-15

消耗品確認, 5-6

初期化する

共通仕様設定, 4-42

初期画面を設定する, 4-14

初期機能の設定, 4-6, 4-14

初期設定 / 登録項目一覧表, 4-5

初期設定 / 登録画面, 4-2

初期設定 / 登録画面の操作の流れ, 3-21

初期設定 / 登録キー, 1-16, 2-8

初期設定 / 登録ジョブアイコン, 2-10

ジョブ／プリント状況表示部, 2-7

ジョブ状況, 5-4

ジョブ状況の確認, 5-3

ジョブの確認／中止, 2-10

ジョブの詳細情報の確認, 5-7

ジョブ履歴, 5-4

ジョブ履歴表示の ON/OFF, 4-10

スタートキー, 1-16

スタンプカートリッジ, 7-31

スタンプカートリッジの交換, 7-2

ステイプルソート機能, 3-9

ストップキー, 1-16

済みスタンプ, 7-2

スライドガイド, 1-14

手差しトレイ, 2-56

フィーダ, 2-43

スリープ時の消費電力, 4-6, 4-26

スリープ時の消費電力を設定する, 4-26

スリープ状態の解除, 1-21

スリープモード, 2-9

制限面数

登録, 6-5

変更, 6-8

設置スペース, 1-8

設置場所と取り扱い, 1-2

アース線の接続, 1-6

移動, 1-7

設置スペース, 1-8

設置場所, 1-2

電源, 1-5

取り扱い, 1-9

設置場所の登録, 6-22

設定取消キー, 2-13

節電, 2-9

操作パネル, 1-13, 1-16

操作部電源スイッチ, 1-16, 1-21

送信機能設定, 4-12

送信機能の制限, 4-9, 6-23

送信結果レポート, 4-8

送信する, 2-4

送信 / 受信仕様設定, 4-11

送信前のダイヤルトーン確認, 4-12

送信 / ファクスキー, 1-16

ソート

インナー 2 ウェイトレイ・E2 の機能, 

3-12

ソート機能, 3-9

た
待機中アイコン, 5-5

タイマー設定, 4-7, 4-43

タイムゾーンの設定, 4-44

タッチパネルディスプレイ, 1-16

明るさの調節, 2-15

キー表示, 2-14

表示の切り替え, 2-6

よく使うキー, 2-13

着信呼出, 4-12

調整 / クリーニング, 4-7, 4-48

通信管理設定, 4-9
索引9-30
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通信管理レポート, 4-8

使いかたにあわせた仕様の設定, 2-8

次へキー, 2-13

定着器のクリーニング, 7-23

定着ユニット, 8-7

紙づまりの処理, 8-7

定着ユニット上部カバー, 1-15

手差しトレイ, 1-13

紙づまりの処理, 8-12

手差しトレイからのプリント, 2-54

封筒のセット, 2-59

郵便はがきのセット, 2-61

手差し用紙の標準モード登録, 4-6, 4-30

デバイス, 5-5

デバイス状況の確認, 5-3

デバイス情報の設定, 6-22

デバイス名の登録, 6-22

テンキー, 1-16

テンキーアイコン, 2-15

電源, 1-5

電源の入れかた, 1-17

主電源スイッチ, 1-17

操作部電源スイッチ, 1-21

電子メールアイコン, 5-5

転写ローラのクリーニング, 7-22

転送エラー時の設定, 4-10, 6-33

転送設定, 4-9

電話をうける, 3-16

電話をかける, 3-14

同報送信の制限, 4-10, 6-26

特殊モード M, 4-50

特殊モード N, 4-51

特殊モード O, 4-53

特殊モード P, 4-54

特殊モード S, 4-55

閉じるキー, 2-13

トナーセーブモード, 4-6

トナーセーブモードを設定する, 4-19

取扱上の注意, 1-2

な
中カバー, 7-2

日常のお手入れ, 7-16

認証, 2-33

ネットワーク上で利用する, 2-4

ネットワーク設定, 4-9

は
排紙トレイ, 1-13, 3-8

排紙トレイの設定, 4-6, 4-28

排紙トレイを設定する, 4-28

はがきアイコン, 2-73

発信人名称の登録, 4-11

発信元記録, 4-11

針づまり, 2-11

ハンドセット・H1, 3-14

左カバー, 3-6, 3-7

日付 / 時刻の設定, 4-7, 4-43

表示言語の切替, 4-6, 4-37

標準モード, 1-18

標準モードの変更, 4-10

ひらがなの入力, 2-21

ファームウェアの更新, 4-10

ファクス, 2-3

ファクスキー, 1-16

ファクスジョブアイコン, 2-10, 5-5

ファクス設定, 4-11

基本登録, 4-11

受信機能設定, 4-12

ファクス番号入力時の確認入力, 4-10, 6-26

フィーダ, 1-13, 7-2

紙づまりの処理, 8-18

クリーニング, 4-7, 4-48, 7-27

原稿の厚さ, 2-43

原稿のサイズ, 2-43

仕様, 9-8

セットできる枚数, 2-43
索引 9-31
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フィーダカバー, 1-14

フィーダにセットする方法, 2-43

フィーダの清掃, 7-17

フィーダ汚れ時エラー, 4-39

フィーダ汚れ時エラー表示, 4-6

フィーダ汚れ時自動補正, 4-58

フィニッシャー U2, 3-8, 7-4

紙づまりの処理, 8-26

針ケースを交換する, 7-4

針づまりの処理, 8-29

フィニッシャー用追加トレイ・C1, 3-8

封筒アイコン, 2-73

封筒にプリント, 2-67

複合動作, 2-71

ブザーの ON/OFF, 4-6, 4-17

普通紙アイコン, 2-73

部門 ID

消去, 6-11

登録, 6-5

入力, 1-19, 2-32

部門別 ID 管理, 2-7, 4-8, 6-4

カードリーダ - E1 使用時, 3-21

部門 ID/ ユーザ名表示の ON/OFF, 4-10, 6-29

プリンタジョブアイコン, 2-10, 5-5

プリンタ濃度, 4-6

プリント, 2-4

文節の区切りを変更する, 2-26

ポーズ時間セット, 4-12

補修用性能部品, 7-32

保守サービス, 7-32

補助トレイ

手差しトレイ, 2-56

フィニッシャー U2, 3-8

本体外観, 1-13

本体各部の名称とはたらき, 1-12

本体仕様, 9-5

本体内部, 1-15

本体左カバー, 1-13

ま
前カバー, 3-8

右側ガイド

カセット, 2-51

メモリがいっぱいになったとき, 8-36

文字制限, 9-11

文字の入力, 2-16

アルファベット, 2-18

カタカナ, 2-16

漢字, 2-23

記号, 2-19

区点コード, 2-29

ひらがな, 2-21

文節の区切りの変更, 2-26

戻るキー, 2-13

や
ユーザ ID 管理, 2-7, 6-20

ユーザ ID で管理する, 2-35

ユーザデータリスト, 4-8

ユーザ略称の登録, 4-11

郵便はがきにプリント, 2-66

用紙サイズ登録レバー, 2-52

用紙サイズの変更, 2-50

用紙残量表示, 2-12

用紙種類の登録, 4-6, 4-24

用紙の購入, 7-29, 7-32

用紙の種類, 2-73

用紙をセット, 2-46

用紙向き, 2-69

読み取り部, 1-15
索引9-32
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ら
ライセンスキー, 1-23

ライセンス登録, 4-10

ライセンスの登録を確認する, 1-26

ライセンスを登録する, 1-24

ラベル用紙アイコン, 2-73

リセットキー, 1-16

リモート UI, 2-4

リモート UI の ON/OFF, 4-9, 6-21

リモート受信, 4-12

リモートスキャン時のガンマ値, 4-7, 4-41

リモートスキャン時のデータ圧縮率, 4-7, 4-40

両面記録, 4-11

両面ユニット・B1

紙づまりの処理, 8-10

仕様, 9-10

レポートサンプル, 9-2

レポート出力, 4-8

レポートジョブアイコン, 2-10, 5-5

ローマ字入力表, 9-13
索引 9-33
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Satera MF7455N/MF7430 システム管理
モードについて
この「Satera MF7455N/MF7430 システム管理モードについて」の部分は、切り取って、
管理責任者が保管しておいてください。

初期設定 / 登録のシステム管理者情報を設定することによって、初期設定 / 登録のシステム
管理設定に規制をかけたり、他のユーザが設定した内容を管理することが可能になるモード
をシステム管理モードといいます。

システム管理モードで行える操作は次のとおりです。

•システム管理者情報の設定

•部門別 ID 管理

•ネットワーク設定

•転送設定

•デバイス情報の設定

•ユーザ ID 管理

•通信管理設定

•リモート UI の ON/OFF

•送信機能の制限

•ライセンス登録

•部門 ID/ ユーザ名表示の ON/OFF

•自動オンライン / オフライン移行

•ジョブ履歴表示の ON/OFF

•USB デバイスを使用

•転送エラー時の設定

•ファームウェアの更新

•ページ記述言語選択（プラグ＆プレイ）
 

• ユーザ ID 管理を ON に設定している場合、ユーザタイプが一般ユーザの場合はシステム管
理モードにすることはできません。

• ユーザ ID 管理を ON に設定している場合、ユーザタイプが管理者の場合のみシステム管理
モードにすることができます。（システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号を入力する
ダイアログボックスが表示されたときは、該当項目を入力してください）

 

購入された製品、システム構成によってはご利用になれない機能があります。
Satera MF7455N/MF7430 システム管理モードについて9-34
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システム管理モードにする
 

部門別 ID 管理をしている場合

1 システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号を ～ （テンキー）で入

力します。

❑［部門 ID］を押したあと、システム管理部門 ID を入力します。

❑［暗証番号］を押したあと、システム管理暗証番号を入力します。

❑ （認証）を押します。

システム管理モードになります。

 

部門別 ID 管理をしていない場合

1 （初期設定 / 登録）を押します。
Satera MF7455N/MF7430 システム管理モードについて 9-35
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2 ［システム管理設定］を押します。

3 システム管理部門 ID とシステム管理暗証番号を ～ （テンキー）で入

力します。

❑［システム管理部門 ID］を押したあと、システム管理部門 ID を入力します。

❑［システム管理暗証番号］を押したあと、システム管理暗証番号を入力します。

❑ （認証）を押します。

システム管理モードになります。
 

システム管理設定（初期設定 / 登録）のシステム管理者情報の設定で登録した番号を入力
します。（➞ システム管理者情報を設定する（システム管理者情報の設定）：P.6-2）
Satera MF7455N/MF7430 システム管理モードについて9-36
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システム管理モードを解除する

1 （認証）を押します。

システム管理モードが解除されます。オートクリア機能が働いた場合もシステム管理モー

ドは解除され、オートクリア後の機能で設定した機能の画面に戻ります。
Satera MF7455N/MF7430 システム管理モードについて 9-37
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